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増渕恒吉教授による橋本進吉の講義
「日本文法論」筆記
鈴 木 泰
【はじめに】
すでに筆者は、橋本進吉の初期文法論として、金子武雄氏による橋本進吉博
士の昭和年度の講義「国語法概論」の筆記を、「橋本進吉の講義「国語法概
論」の筆記」（）（）（専修大学人文科学研究所月報 260 号、2012.11、264
号、2013.5）に翻刻、紹介している。
しかし、橋本進吉の初期文法論としては昭和	年の講義「日本文法論」が先
行している。増渕恒吉教授によるその講義筆記が国立国語研究所への林大氏寄
贈資料中にみいだされたので、本稿ではそれを翻刻し、昭和	年から年にか
けての橋本進吉の文法論にどのような変化があったかをしるてがかりとした
い。本ノートは、橋本進吉の自筆講義草案がみいだされない現在、橋本の文法
論の展開をあとづけるうえで貴重な資料である。
増渕恒吉教授は、本専修大学の名誉教授であり、1978 年に本学文学部国文
科を定年退職されている。増渕教授は 1928 年に東京帝国大学文学部国文学科
に入学され、橋本進吉教授の講筵に連なることになった。国語教育学者として
おおくの業績をのこされているとともに、日本語研究者としては、時枝誠記と
の共著『古典の解釈文法』（至文堂 1953）の著者として記憶になをとどめる研
究者である。
本ノートは、林大氏寄贈資料の第 113箱にある。
まず、本ノートの書誌的概要をしるす。
ノートは大型のもので、ペンで漢字片仮名横書きとなっている。内容にはかな
り前後するところがあるが、欠落した部分はない。
大学ノート冊（「参考書」葉をのぞいて 68 葉。ページ 23行。左右に余
増渕恒吉教授による橋本進吉の講義「日本文法論」筆記 1
白少々。見開きの左ページは空白。基本的に右ページに筆記）
冊目（〜75 のページあり）
表紙に以下のように表示。
日本文法論
橋本教授述
国文学科
増渕恒吉
冊目（〜21 のページあり）
表紙に以下のように表示。
日本文法論 巻二（「美学概論」を末梢）
国文科
増渕恒吉
なお巻二については、51 葉までは「美学概論」（〜44のページあり。以下
ページはページうちなし）のノートとなっている。
目次はないが試みにつけると以下のようになる（ページがとんだり、もどった
りするところがある）。
（第一巻）
第一章 文法ノ概念……… 
第二章 語ト文章 ……… 10
文 ……… 23
第三章 品詞 ……… 33〜54（「次ハ巻末ニ有リ」の注記あり）
71〜75（「55 頁 ニ モ ド ル」の 注 記）55〜61
（「一頁オイテ次ヘ」の注記）・63
第四章 品詞各論 ……… 63
第一 体言 ……… 63〜64（「頁前ニ返ル」の注記）
巻二 用言 ……… 62・65
2 専修国文 第 97 号
用言ノ種類 ……… 66〜71（「以下第二巻ニアリ」の注記）
（第二巻）
用言ノ活用 ……… 
第三 副詞及ビ接続詞……… 
第四 感動詞 ……… 19〜21
以下に第一巻 53頁の写真を見本としてかかげる。
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【翻刻の方針】
翻刻の方針は、筆記の現状を再現するより、できるかぎり論旨がとりやすい
ようにすることをこころがけ、字句の修正についてはいちいちことわらなかっ
たところがおおい。
本筆記は、黒インクでしるされているが、後筆の赤インクによる加筆修正が
おおくみられる。本翻刻では赤インクによる加筆修正部分は網かけをほどこし
た。ただし、赤インクによる加筆には、重要な部分や不審箇所に下線をひいた
り、×印をつけたりしたところがあるが、それらは一切しめさなかった。ま
た、後筆による加筆には見出しやまとめがしるされることがあるが、それも翻
刻しなかった。
また本文中には、講義終了後にうめようとして空白にしてある部分がところ
どころある。その部分は、赤インクの後筆でおぎなわれる場合もあるが、欠字
のままのこっている場合もある。後筆でうめられているときは、かこい文字と
して 文法 のようにしめし、うめられていないときは、その部分におぎなわ
れるべき内容を、「国語法概論」の筆記などをてがかりにして翻刻者の責任で
うめた。その際、そのあとには 単語 《欠字補充》のようにしるした。
 本筆記では、見開きの左頁や欄外に、表や用例、講義の日付、頁の指示が
あるが、それらは《 》にいれてしめした。
 ノートのページ数は、そのページの終わりのところに（ ）でくくって、
アラビア数字でしめした。
 本文中には、講義時の挿入のほかに、後筆による字句の挿入がしばしばあ
るが、これらについては、［ ］にくくってしめした。ただし、本文末梢の
うえ、補入されている場合は補入とはみなさなかった。
	 脱字とおもわれる場合はそれを〈 〉にくくっておぎなった。
 筆録者は忠実に筆録したと察せられるが、昭和 7 年の「国語法概論」の筆
記とてらしあわせたり、引用原文を参照した結果、内容にかかわるちがいが
ある場合には修正し、その部分を〈 〉にくくった。
 不審箇所は訂正のうえ、筆記の原文を「詞《原文語》」ようにしてのこし
た。それ以外になんらかの注記が必要な場合にも《 》内に注記した。
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 筆記には、基本的には読点「、」のみがうたれている。しかし、翻刻では、
読点を必要に応じて句点「。」にあらためた。また、よみにくいとおもわれ
る箇所には、それらをおぎなった。また、改行は基本的に筆記にしたがった
が、したがわなかったところもある。
 内容にかかわらない漢字、引用文のかなづかい、スペリングなどの誤記は
特にことわらずに訂正した。あきらかな衍字についてもことわらずに削除し
た。漢字の用法が一般とちがうところ、「しようとする」を「し様とする」、
「おもな」を「重な」とするところなども内容の理解に問題ないとおもわれ
るところはそのままのこした。また、アルファベットの術語については、基
本的に英語は語頭を小文字で、ドイツ語の名詞は語頭を大文字でしめした。
 旧字体はすべて新字体に統一した。
【日本文法論 第一巻 翻刻】
参 考 書 広日本文典、及ビ別記 大槻文彦
新式日本文法〈典〉原理 岡沢鉦次郎
日本文典要義 〃
日本文法論 山田孝雄
日本文法講義 〃
高等日本文法 三矢重松
標準日本文法 松下大三郎
国語法概説 安田喜代門
文語口語対照語法 吉岡郷甫
国語国文法要義 小林好日
文章法大要 岡田正美
国文法論纂 松尾捨次郎
てにをはノ研究 廣池千九郎
口語法 〃
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Jespersen Philosophy of Grammar
Georg von der Gabelentz
Die Sprachwissenschaft
Ferdinand de Saussure
Cours de linguistique générale
(ソシウル 言語学原論）
Sweet New English Grammar
Brugmann Kurze vergleichende Grammatik der indogermanischen
Sprachen
第一章 文法ノ概念
文法又ハ語法トモ云フ。文語ノ文法ヲ文法ト云ヒ、口語ノ文法ヲ語法ト云
ヒ、区別シタ事モアツタガ、今ハ区別セヌノガ普通ダ。文法ト云フ詞ハ支那デ
モ用ヒルガ、支那デハ文章ヲ巧ニ書クト云フ事ヲトクノデ、主トシテ修辞的ニ
用フルモノデ、今普通云フ文法ハ西洋ノ Grammarノ訳語デ、文法トハドンナ
モノヲ云フカト云フニ、多クノ文典ニ於テ文法ハ言語ノ法則ヲトクモノデアル
トシテル。之ハ間違ヒデハナイ。而シタダ法則ト云ツテモ自然科学ニ云フ様ナ
法則デハナイ。ムシロ通則トカ規則トカ云フ様〈ナ〉モノデ、タツタ一ツノ場
合ニ於ケルキマリデハナク、イクツカノ現象ヲ通ジテアテハマルキマリデア
ル。ソノ意味デ、Sweetガ Grammarハ general factヲ取リ扱フモノデアルト
云ツテルノハ、正シイト思ハレル。而シ単ニ言語ノ法則ト云フノデハ漠然トシ
テル。例ヘバ日本語ノ ha[ハ]hi[ヒ]hu[フ]he[ヘ］ho[ホ]ト云フ仮名デ現ハ
ス音ガ初メニハ fa fi fu fe foデアッタノガ后ニハ ha hi hu he ho
トナツタ。之ハアラユル ハ行ノ音ニツイテ等シク起ツタ現象デアル。イクツ
カノ現象ニ通ジテノ法則デアル。而シ之ハ普通ノ文法デ云フ規則デハナイノデ
アル。又古クハ 受くるもの、付くるもの ト云フノヲ[ガ] 受けるもの、付
けるもの トナツタガ、之モコノ種類ノ言葉全体ニ起ツタ法則デ、通則ト云ハ
レルガ、之モ普通ノ文法デ云フキマリデハナイ。
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又東京地方ノ シス ノ音ヲ東北地方デハ一般ニ シ デモ ス デモナイ特
殊ノ音ニ発音スル。又東京地方デ 月
ツキ
ヲ トカ、メシヲ トカ、カキヲ トカ
云フノヲ、中国ノ地方デハ、ツキュー、メシュー、カキュー ト云フ処ガア
ル。之等モ只一ツヤ二ツノ場合ニ限ラズ一般ニ通ジテノキマリデアリ、言語ノ
上ノ(1）法則ダガ、之ヲ文法ノ上ノキマリトハ云ハズ、カ様ナ違ツタ時代ノ言
語又ハ違ツタ土地ノ言語ノ間ニ於テ見ラレル法則デハナク、アル特定ノ言語ニ
オケル法則ヲ云フ。言語ハ時ト共ニ変化シ、同ジ言語デモ時代ヲ異ニスルト異
ル。ソレニモ拘ラズ、ソノ言語ヲ用ヒテ思想交換ノ目的ヲ果シテ居ル。ソノ自
分達ノ使フ言語ハ音ガドウデアツタカ、後ニハドウナツテ行クカ等ヲ考ヘ又ハ
知ル必要ハナイ。カ様ニシテソノ時々ノ言語ハソレデ全ク独立シタモノトミル
事ハ出来ルノデアル。カ様ニ見ルト同ジ言語ガ時代ニヨリ変化シタモノデモ、
ソノ時代時代ニ夫々違フ言語ガ行ハレテルト見テ良イノデアル。
地方ニヨル言語ノ違モ同ジデ、地方毎ニ同ジ言語ガ行ハレテルト云ヘル。ソノ
外職業トカ階級ノ言語ノ違ヒモ同様ニ見ル事ガ出来ル。
前ニ例ヲ挙ゲタ様ナ言語ノ法則トハカ様ナ違ツタ言語ヲ互ニ比較シテ現ハレテ
来ル処ノモノデアル。普通ニハソレ等ハ文法上ノキマリト云ハヌ。文法上ノキ
マリトハアル一定ノ言語ノ中ニ於ケルキマリヲ云フノデアル。ソノ言語ヲ使ツ
テル人々ハソノ規則ニ従ツテ居ルノデアリ、只ソレヲ充分ニ自覚シナイ。我々
ハソノ言語ヲ分解シテ、ソレガドノ様ニ組立テラレテルカヲ観察スルトキソノ
キマリガ明ニ見出サレルノデアル。カ様ニシテ文法ハ言語ノ上ノ法則デアル
ガ、ソレハ言語上ノア[ラユ]ル法則ガ文法ト云フノデハナイ。一ツノ言語ノ構
成上ノ法則デアル。ドンナ言語デモ二ツノ要素カラナリタツ。一ツハ音声デ、
一ツハ意味ダ。意味トハ音声ニ現ハレル意ギ内容ダ。一定ノ音声ニ一定ノ意義
ガ結ビツイテ初メテ言語ガ成立スル。ドチラガカケテモ言語ト云フ事ハ出来
ヌ。
ソレ故言語ハ音声意味二ツニ分ケテ考ヘル事ガ出来ル。（2）
言語ノ音声ニツイテ考ヘルト、先ヅ言語ハ音ノ連続デアル。而シ言語ノ音ハ一
ツノモノガ長ク続クモノデハナク、処々短ク区切レガアル。音ニ区切レノアル
事ハ耳ニキク感ジノ上カラモ、発音スル人ノ感ジノ上カラモ明カニ知ル事ガ出
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来ルノデアル。ソノ最モ短イ音ノ一区切レヲ音節ト名ヅケル。カ様ニシテ言語
ト云フモノヲ音声ノ側カラ見ルト音節カラ成リ立チ、多クノ場合ニハ、二ツ以
上ノ音節ガ結合シテ出来テ居ル。ソノ音節ハ色々違ツタモノガアルガ、イツモ
違ツタモノデハナク、同ジ音節ガ屢表ハレテ来ル。一ツノ言語ニ於テハ之ヲ組
立テル違ツタ音節ノ数〈ニ〉限リガアル。ソノ限リアル音節ガ色々ニ結ビツケ
ラレ、又幾度モ繰返シテ言語ニナツテルノデアル。次ニ色々違ツタ音節ヲ互ヒ
ニ比較スルト、違ツタ音節デモ似タ処ガアリ、ソレヲイクツカニ分解出来ル
ガ、之ヲ究極マデ分ツタモノヲ単音ト云フ。ドウシテモ分解出来ヌ音節ハ一ツ
ノ単音カラ成立スル。カ様ニシテ凡ユル音節ハ皆単音ニ分解出来ルノデアツ
テ、音節ハ一ツノ単音カ又ハ二ツ以上ノ単音ガ結合シテ出来上ツタモノデア
ル。コノ単音モ又色々違ツタモノモアルガ、同ジ単音ガ違ツタ単音ニ結ビツキ
違ツタ音節ヲ作ルガ、違ツタ単音ノ数ニハ限リガアル。
カ様ニシテ言語ハ音節カラ成リ立ツト見ル事〈ガ〉出来ルト同時ニ、又単音カ
ラ成リ立ツト見ル事ガ出来ル。言語ハ音節又ハ単音カラ成立スルガ、言語ニハ
キレメガアル。ソレハ普通ノ場合デハ言語ノ意味ト関係シ、言語ノ意味ガ終ツ
タ処デ音ガキレ、音ガ初マル処ニ意味ガ初マル。ソノ音ノ終リ又ハ初メニ来ル
単音又ハ音節ニハドンナモノデモ来ルノデハナク、アル制限ガアルト云フ事ガ
アル。ソノ外アル一定ノ音節ガ二ツ以上結合シテ違ツタ意味ヲ示ス場合ニ音ノ
強弱高低ノ関係ガ一定シテル事ガアル。之ヲ accent ト名ヅケル。アル一ツノ
言語ニ於テハ以上述ベタ様ナ単音カラ音節ガ出来、音節カラナル意（3）味ヲ
有スル音ノ結合ガ出来ルニハアルノキマリガアルノデアツテ、ソレハ特別ノ場
合ニ限ラズ多クノ場合ニ当ハマル。ソコニアル一ツノ言語ニ於ケル音声ノ構造
ノ上ニ通則トカ型ト云フモノガ見出サレル。
次ニ言語ノ意味ノ方ニツイテ考ヘル。言語ノ意味（思想）トハ我々ノ見タリ、
聞イタリ、考ヘタリ、想像シタリ、感ジタリ、欲シタリスル凡テデアル。ソノ
事物ノ性質ヤ種類ハ種々様々デアル。ソノ事物[ソレ]自身ニツイテ論ズルノハ
色々ノ学問ノ範囲ニ属スル事デアルガ、ソレガ凡テ我々ノ意識ニ上ツテ言語ニ
表ハレル点カラ云ヘバ、意識ノ学ノ心理学ニ属スル事デアル。言語ノ研究デハ
ソウユフモノガドウシテ意識ニノボルカニツイテハ考ヘル必要ハナイ。之ガ已
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ニ意識ニ上ツテ云ヒ現ハサウトスル場合ニ、之ヲドウユフ仕組デ単語ニ現ハス
カ、ソノ過程ヲ明カニスレバ良イノデアル。ドンナ言語ニ於テモ個々ノ思想ニ
対シテ一一之ヲ現ハスベキ符徴トシテ一定ノ音ガ夫々キマツテヰルノデアル。
ソレヲ材料トシテソノ中カラ云ヒアラハサウトスル思想ニ適合スルモノヲ択ン
デ之ニ対応スル音ヲ発シテ初メテ目的ヲ達スルノデアル。ソノ個々ノ思想ヲ現
ハスモノハ通常単語又ハ語ト名ヅケテ居ルモノデアル。[何カヲ]云ヒ現ハサウ
トスル時ニハ単語ヲソノ材料トシテ用ヒルノデアル。場合ニヨツテハタダ一ツ
ノ単語デ発表シ様トスル思想ヲ云ヒツクス場合モアルガ、多クノ場合ニハイク
ツカノ単語ヲ合セテ初メテ思想ヲ云ヒ現ハス。即チコノ場合デハ一ツノ纏ツタ
思想ヲソノ侭全体トシテ云ヒ現ハスノデナク、之ヲイクツカニ分解シテ、[ソ
ノ一ツ一ツ]ヲ云ヒアラハスニ適当ナ単語ヲ結ビツケ、音ヲ発シテ初メテ目的
ヲ達ス。聞手ノ方ハソノ音ヲキイテ、ソレニ対スル個々ノ思想ヲ順次ニ意識ニ
ウカベテ、ソノ言葉ノ終ツタ処デコレヲ纏メテ、話手ノ伝ヘ様トスル全キ思想
ヲ理解スルノデアル。カ様ニ一ツ〈ノ〉纏ツタ思想ヲ云ヒ現ハシタモノヲ文ト
名ヅケル。（4）一ツノ単語カラデアツテモ云ヒ現ハス思想ヲツクシテルナラバ
ソレヲ文ト云ツテ良イノデアル。カ様ニシテ凡ユル文ハ語カラ成立シテルノデ
アル。
実際ニ於テ言語ハ凡テ文トシテ運用サレル。文ニナツテ始メテ思想ヲ完全ニ表
ハス事ガ出来ル。単語ハ単語トシテ独立ニ用ヒラレヌ。文ヲ作ル材料トシテ用
ヒラレル。カ様ニ言語ヲ意味、即チ思想ヲ表ハス点カラ見ルト、個々ノ思想ヲ
表ハス単語、又ハ文[ト二]ツノモノガ出テ来ル。凡ユル言語ハ実際ニ於テ文
ダ。文ハ単語カラ成リ立ツノダカラ、一切ノ言語ハ単語トモ見ラレル。
単語ハ凡ユル思想ヲ表ハス為ノ材料又ハ土台トナルモノダカラ、アル一ツノ言
語ニ用ヒラレル単語ノ数ハ非常ニ沢山デ、個々ノ単語ガ表ハス意味、形モ種々
様々デ、ドンナ形ノ単語ガドンナ思想ヲ表ハスカハト云フ事ハ一ツ一ツ異ル。
通則トカ方式ト[カ]云フモノヲ見出ス事ハ出来ヌ。然シ単語[ニハ]夫々意味ヲ
有スルイクツカノ部分カラ成立シテルモノガアリ、イクツカノ単語ヲ通ジテ
[ソノ]成立ノ同様ナノガアル。《右欄：はる かぜ すずり ばこ はな ぐも
り》
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音ノ形ニツイテ考ヘルト、単語ハ凡テ音節カラナリ、ソノ数ニハ限リハナイ
ガ、単語ノ始メトカ或〈ハ〉中トカ或ハ終リ等ニ来ル音節ニハ一般ニアル制限
ノアル事ガアル。又単語ヲ形造ル音節相互ノ間ニ accentガキマツテ居テ、ソ
ノ違ヒダケニヨリ意味ヲ区別スル場合ガアル。accentガ沢山ノ単語ヲ通ジテ
同様デアル事ガアル。
カ様ニ単語ノ音ノ構成ノ上ニモ、アル通則、方式ヲ見ラレルノデアル。
次ニ文ニツイテ考ヘテ見ルト、文ハ単語ヲ材料トシテ成立スルガ、単語ガ単ニ
バラバラノ単語デナク、一ツノ纏マツタ思想ヲ表ハシ、一ツノ文ヲナスニハ一
定ノ法式ニヨラネバナラナヌ。
文構成上ニモ一定ノ法式ガアル。又音ノ形カラ見ルト、文ハ（5）様々デ一定
シナイ。而シ乍ラアル部分ヲ強ク、又ハ高ク低ク発音スル事ニヨリ色々ノ意味
ヲ示ス事ガアル。intonation、Satzakzent。之モ文構成上ノ一要素デ、然モ規
則的ニ現ハレル現象ダ。
以上述ベタ処ニヨルト言語ハ凡テ音カラトモ、又単語カラトモ、又文カラ成リ
立ツトモ見ラレルノデアル。音トシテ見ルト言語ハ音節カラ構成サレ、[ソノ]
音節ハ単音カラ構成サレテル。単語トシテ見ル場合ニハ一ツノ語ハ音ノ形モ意
味モマチマチダガ、凡テ音節カラ成立シタモノデ、音節カラ語ガ構成サレル場
合、始メニ来ルモノ、終リ〈ニ〉来ルモノ等、位置ニヨリ制限ガアリ、又 ac-
centノキマリヤ、又ハ語ガ意味ヲ有スル部分カラ合成サレテル場合ニモ尚ソ
ノ規則ハアルノデアル。文トシテ見ルト一一ノ文ハ音モ形モ意味モ様々ダガ、
凡テ単語カラ構成サレ、ソノ単語ガ文ヲ構成スルニツイテハ、ヤハリキマツタ
方式ガアリ、音ノ高低ニモ一定ノ規則ガアル。カ様ナ音、単語、文ノ構成上ノ
法則ヲ即チ之ガ文法ト名ヅケルモノデアル。
《左欄：5.20》以上述ベタ事ハ、ドンナ文語ニモアテハマル事ダガ、文語、即
チ文字ニ書イタ言語、又ハ文字ニカク言語ニ於テハ、イツデモ文字ニ伴フ。文
字ガ言語ノ一要素ニナツテルノダカラ、以上ノ外ニ尚文字ニ関スル事ガ加ハル
文語ニ於テハ、耳ニキコエル形ノ外ニ目ニ見エル形トシテ一ツノ文字ト云フモ
ノガアル[文字ト云フ一ツノ要素ガアル]。
文字ハ言語ヲアラハス記号ダ。文字ハ一個又ハ数個合シテ単音トカ音節又ハ単
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語ヲ現ハスモノ[デアツテ]、文ハ大概ハ文字ノ連続ニヨリ現ハサレルノデア
ル。ソシテ言語[及ビ文字]ノ切レ続キヲ示ス為色々ノ符号ヲ補助トシテ用ヒ
ル。ソレ故、文字[言語]ハ言語ヲ現ハス形トシテ見ルト、ヤハリ個々ノ文字カ
ラ構成サレタ事ヲ知ル。（6）
文字ニ関スル事柄ノ中、一ツ一ツノ文字ノ書キ方ノ成リ立チヤ[書キ方ノ様ナ]
文字ソノモノダケニ関スル事柄ハ或ハ文字学ノ方ニ譲ツテモ良イ。文字ト言語
トノ相互関係ハ考ヘネバナラヌ。
ソノ中ニ一一ノ文字ガ夫々ドンナ音又ハ語ヲアラハスカ、又ハ一々ノ音又ハ
語ガドンナ文字デ現ハサレルカト云フ事ハ、之ハ個々別々ノキマリダカラ、文
法ニハ関係ナイ。文字ガ言語ヲ現ハス形トシテ組立テテ用ヒラレル場合、多ク
ノ場合ヲ通ジテノ規則法式ト云フ様ナモノガアルナラ、ソレハ必ズ文法ニ於テ
論ズル事柄ダ。カ様ニシテ送假名、句読法等ガ問題トナルノデアル。又假名遣
モ規則的ニ考ヘラレルモノハ文法ニ於テ解クベキモノデアル。
以上述ベタ処ニヨル文法又ハ語法ハ言語構成ノ法則通則デアル。ソシテソレハ
音声ニ関スル[モノ]単語ニ関スルモノ、文ニ関スルモノ、文語ニアツテハコノ
外ニ文字ニ関スルモノ等ガアル事ガ明カニナツタ。カ様ナ文法ソノモノニ対ス
ル見方ニツイテハ恐ラク多分異論ハアルマイト思フガ、ソノ範囲ニツイテハ異
論ガアル。日本ノ主ナ文法学者ノ説ニツイテ考ヘルト、明カニ文法ハ言語ノ構
成法則ダト述ベルノハ松下大三郎氏ダ。彼ノ論述ニヨルト、今述ベタ文法ノ凡
テノ範囲ニ亘ツテ居ルノデアル。但シ松下氏ハ単語ト云フ言葉ヲ用ヒテ居ラヌ
[ガ]、実際ニ於テ勿論単語構造ヲ説イテルノデアル。念詞ハ原辞カラ構成サレ
ルト云フ。文ニ当ルモノヲ断句ト云フ。岡沢鉦治郎氏ハ文典ノ学ハ単位文
[sentence]ノ構成ニ関スル典則ヲ研究スルモノデアルト説明シテル。之ハ少シ
ソノ範囲ガ狭イ。勿論文許デナク、語ノ構造モトイテルガ、音声ト文字ニツイ
テハトイテヌ。言語凡テノ構成原理デハ[ナク]、文又ハ[及ビ]ソレノ（7）構
成要素タル語ノ構成法則ノミヲ文法ト見タ。音トカ文字トカ形ノ方[面][バカ
リ]ハ見ナイデ思想ヲ現ハス方面許ヲ考ヘタノデアル。
次ニ山田孝雄氏ハ言語ノ研究ヲ直接ニ言語ノ本質ニ関スルモノト、記載法トニ
分テ、前ノ者ヲ音節ヲ研究スル音声学ト言語ノ思想的方面ニ関スルモノト[ニ
増渕恒吉教授による橋本進吉の講義「日本文法論」筆記 11
分テ]後ノモノヲ[思想方面ニ関スルモノヲ]個々ニ言語ノ文字研究スルモノ、
語彙学ト、言語ヲ思想ニ応ジテ運用スル法則ヲ研究スル文法学トニ分ツ。
之モ文法ヲ以テ言語ノ思想ヲ表ハス方面ノミニ関スルモノト考ヘタ。ソシテ山
田氏ハ思想ニ応ジテ運用スル法則ヲ文法ト云ツ[タガ]、[ソノ]言語ヲ運用スル
法則トハ言語ノ中ニ存スル法則デ、ソレニ従ヒ言語ヲ運用スルニ外ナラヌノデ
アル。之ハ言語ノ法則ト云フ以外ニ大シタ別ノ意味ガ加ツタモノトハ出来ヌト
思ハレル。言語ノ中ニ在スル法則ト考ヘルノハ静的ナ見方デアル。言語ヲ運用
スル法則ト云〈フ〉ノハ動的ナ見方デアルニ過ギ[ヌ]ト考ヘラレル。安田氏ハ
ヤハリ音韻論ト語法論トヲ別ニシ、語法論ハ国語ヲ音声ト云フ外形ト意味ト云
フ内容トヲ分リ[離]サセヌ真実ノ相ニ於テ具有スル通則ヲ研究スル学科デアル
トシタノデアル。之モ岡沢氏ヤ山田氏ト同ジク狭ク見タ見方デアル。
上ニ述ベタ様ニ文法ト云フノハアル時代ニ存スル特定ノ言語ノ中ニ存スルノ
デアツテ、言語ヲ観察シテソレヲ知ル事ガ出来ル。ソノ特定ノ言語ニ現ハレル
アラユル現象ハ辞書ニ於テ見ラレル様ナ個々別々ノキマリ[ト・]文法トノ知識
ニヨリ説明シツクサレルベキモノデアル。
凡テ言語ニ於ケルキマリト云フモノハ社会ノ習慣ノ一ツデアル。時ヲ異ニシ
社会ヲ異ニスレバ違フモノデ、文法モ言語ニヨリ違フ。（8）而シ、アル決ツタ
時[代]ニ於ケルアルキマツタ[社会ノ言語ハ不安定ダガ、定マツタモノデアル]
処ノ言語ノ規則ヲ明カニスルモノデ、ソノ一ツ一ツノ文法ヲ明カニシ、ソシテ
叙述シタノガ普通ノ叙述文法ダ。Descriptive Grammar。元々ガ同ジ言語ガ時
代ニヨリカハル時、ソノ各時代ノ文法ヲ比較シテ、ドノ様ナ系路ヲ経テ来タカ
ヲ調ベルモノガアル。之ヲ歴史文法ト云フ。又[元]同ジ言語カラ分レタ多クノ
言語ノ文法ヲ互ニ比較シテ、ソノ同ジ言語デアツタ時代ノ文法ヲ考ヘ、ソレカ
ラ各ノ言語ニ於ケル文法上ノ違ノ出来タ系路ヲ明カニスルモノガアル。之ヲ比
較文典ト云フ。
カ様ナ歴史的研究、又ハ比較研究ハアル特定ノ文法ヲ明カニスルモノトハ、
ソノ目的及ビ態度ヲ異ニスルモノデアル。歴史又ハ比較文法ハ全体ノ体裁ニ於
テハ普通ノ文法ト同ジデアルニシテモ、言語構成ノ方法ヲ明カニスルノガ目的
デナク、文法ノ歴史ヲ明カニスルノガ目的ダ。歴史文法ハ無論歴史デアリ、比
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較文法モ矢張リ一ツノ言語ノ文法ガ言語ノ分裂スルニ従ヒ色々違ツタモノニナ
ツタ歴史ヲ明カニスルモノデアル。即チ歴史文法モ比較文法モソノ目的ハ矢張
リ歴史ニアリ、只ソノ方法ガ違フダケデアル。ソノ歴史的変化ノ間ニ一定ノ法
則ガ見出サレテモ、ソノ直接、文法論ノ法則デハナク、文法ニ関係シタ言語史
上ノ法則ト見ルベキデアル。ソレ故文法ト云フノハ言語構成ノ法則ト考ヘテ差
支ナキモノト思フ。（9）
《左欄：5.27》 第二章 語ト文章
凡ユル言語ハ実際ハ之ヲ用ヒル時ハ文トシテ用ヒルノデアツテ、文ハ[又]スベ
テ単語カラ成リ立ツモノデアルコトハ已ニトイタ処ダ。先ヅ単語トハドンナモ
ノカト云フト、昔カラノ日本ノ学者ハ之ニツイテハツキリシタ定義ヲシテヌ。
岡沢鉦次郎氏ハ次ノ如ク定義シテル。語
コトバ
ハ文ニ表現セラレル思想ヲ構成スル
単位トシテ音文字ヲ包合シタル意義ノ最小ナルモノナリ。ソレデハ単語ヨリ更
ニ小イ意義単位ハナイカト云フト、[サウデナク]岡沢氏ハ語ヲ更ニ意味上分解
シ得[ル場合ヲ認メ]、ソノ最小ノ成分ヲ根
ネ
語
コトバ
ト名ヅケテ、之ヲ次ノ如ク定義
シタ。根語ハ文ニ表現セラレル思想ノ分析シ得ラルベキ最小ナル素子トシテ、
音声ノ文字ト抱合シタル意義ノ最小ナルモノナリ。《右欄：はるかぜ》之ニヨ
ルト語モ根語モ共ニ言語トシテ最小ノ単位デアル。処ガ根[語ハ]語ヲ分析シ得
〈ル〉モノデアルカラ語ヨリモ更ニ小イモノデアル。語ノ方ハ文ニ現ハサルベ
キ思想ヲ構成スル単位トシテ意義ヲ有スル最小ノモノデアルガ、思想ヲ構成ス
ル単位ト云フノハ矢張リ文ヲ分析シテ認メラルノデアルカラ、ドコ迄分析シタ
モノデアルカガ問題ニナル。コノ点ニ関シテハ充分ナ説明ヲ与ヘヌ。
山田氏ハ Sweetノ wordノ定義ヲ参照シテ次ノ如ク定義シタ。
単語トハ言語ニ於ケル最早分ツベカラザルニ至レル究竟的ノ思想ノ単位ニシ
テ、独立シテ何等カノ思想ヲ代〈表〉スルモノナリ。之ニ解説シテ、単語ハ思
想ノ単位ヲ表ハスガ、[ソレハ]言語トシテ[必ズ]制約セラレタモノデナケレバ
ナラヌ。思想デハ一単位デアツテモ語トシテハ群ガツタモノデアルナラバ、語
トシテハ単語トハ云ヘヌ。《左欄：桜の花》其故単語ハ思想上ノ単位ト言語上
ノ単位トガ一致スル場合、又ハ思想ガ言語ニ[ノ単位ニ]制限サレタ場合ニ限ル
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ノデアル。又単語ハ文成（10）分デアツテ、直接ニ文ノ組織ニ影響ヲ与ヘルモ
ノデ、文ノ構造ノ材料トシテ一個体[ヲナシタモノデナケレバナラヌト説イテ
ル]デナクテハナラヌ。ソシテ一方ニ於テ単語ノ構成要素デアル語根及ビ接辞
トヲ区別シテ、語[根]ハ文ニ対シテ直接構成要素トナラズ、単語トナツテ始メ
テ文[ノ構成要素]トナル。故ニ実地運用上ソノ存在ヲ認メ[得]ザルモノトシ
[得ベカラザルモノトシ]、接辞ハ[単語ニ]ソヘテ尚単語タラシメルモノデ矢張
文ノ構造ニ直接影響ヲ及ボスコトハナイ、トシテル
コノ定義ハ寧ロ岡沢氏ノ所謂根語ノ定義[思想ニ]近ク、独立シテ思想ヲ表ハス
トイフコトガ[加]ハツテ居ルノデアル。
又解説ノ中ニハ単語ハ文ノ成分デアツテ、直接ニ文ニ影響スル[ヲ及ボス]ト云
フ事ヲアゲテ、単語ヨリモ小サイ思想ヲ表ハスモノト区別シ様ト試ミテ居ル。
ツマリ独立シテ思想ヲ表ハシ、文ノ要素トナルモノデアルトシテル[成分トシ
テ用ヒラレル事ヲ単語ノ特長トシテル]。
然シソノ独立シタトハドン〈ナ〉コトカニツイテハ説明ヲシテヌ。
以上ノ諸説ハ何レモ単語ヲ言語ニ表ハサレル究竟ノ意義又ハ思想ノ単位デアル
トシテルノデアルガ、出来ルダケ小サク分ケルト語根ヤ接辞ニナルノデアルカ
ラ、ドコ迄ヲ標準トシテ語ヲ区別スルノカガ問題ニナルノデアル。[山田氏
ハ]、独立[シテ]スルト云フ事ハ、山田氏[ノ意味ハ]ハドンナ[モノカ分ラヌ
ガ]、《左頁：山田氏ハ独立シテ直接思想ヲ表ハスト云フ事ヲ挙ゲテルガ、独立
スルト云フ事ハ、山田氏ノ意味ハ分ラヌガ》、若シ思想ノ方面カラ独立スルト
スルト云フノデアルト、カウ云フモノ《鈴木注：てにをはノ を が ばかり
ナド》ハ思想ノ上カラ独立シタモノト云ヘルカドウカハ疑ハシイト思フ。少ク
トモ曖昧ダ。
又文ノ成分ト云フノハ主語客語トカ修飾語ナドヲイフノデアラウガ、今日まで
も、三つばかりは、ナドノまで も ばかり はナドハ決シテソレダケデ文ノ
成分トナルノデハナク、何時デモ他ノ言語ト伴ツテ文構成ニ力ヲ及ボスノデア
ル。之即文ノ成分デアルト云ヘルカドウカ、之モ疑シイト云ハネバナラヌ。要
スルニ之等ノ定義ハマダ不充分ダ。
日本語ノ単語ニ当ルモノハ西洋デハ word
英
ダ。Sweetハ A word(11） may
14 専修国文 第 97 号
be defined as an ultimate independent sense-unit。之ハ山田氏説ノ出処デ、
Sweetハ independent sense-unitハモツト小サイ independent ultimate unitニ
分解スルコトノデキルト云フコトヲアゲテ、sentence ト wordトノ違ヲトキ、
マタ wordハ一ツノ文ノ中デドコニデモ来テ、ソノ意義ト文法トノ許ス限リ、
他ノ語トドンナ結合モスルコトガ出来ルト云フコトヲアゲテル。又、一方、複
合語ハ意義カラモ形カラモ二ツノモノカラ成ツテ居ルガ、互ニ離ス事ガ出来ナ
イ。又ソノ初メノモノハ形ヲ変ヘル事ガ出来ナイ。又一方ニノミ accentガア
ツテ、即チ sentenceノ中ニ於ケル言語カラ、形式上独[孤]立シテヰルト云フ
コトヲ以テ複合語ニ於ケル個々ノ部分[トシテ一ツノ]単語トヲ区別シテル。又
接辞ノ類ハ特別究竟ノ意味ノ単位デアルガ、決シテ単独ニ表ハレル事ガナク、
ドウイフ言語トモ結合スルコトナク、或限ラレタモノニシカツカナイト云フ点
ニ於テ wordトハ違ツテル。斯様ニ究竟ノ単位デアツテ、wordデナイモノガ
アルト同時ニ、又wordノ中デ形ハ independentデアルガ、意味カラハ in-de-
pen-dent デナイ form-word ノアル事ヲ述ベ居ヰル。《左欄：Wechssler
Giebt es Lautgezetze？ 1900 Halle》a，the，―is(good)。其故 wordヲ究竟
上ノ意味ノ単位デアルト云フコトハ必ズシモ汎ユル場合ニ適用サレルモノデハ
ナイ事ヲ示シテル。ソシテコノ定義ノ適用シ難イモノヲ formノ側カラノ研究
デ補ツテ居ル事ハ注意スベキ事デアル。実際言語ト云フモノハ音声ト思想トガ
結ビ付イタモノデ、単語トハドンナモノデアルカヲ考ヘルニハ思想ノ方面カラ
考ヘナケレバナラナイ[ヌガ、音ノ上ニ於テイカナル特長ヲ有スルカモ考ヘネ
バナラヌ]。日本国ノ学者ハ思想ノ方面カラ主トシテ考ヘ、音ノ方面ヲ閑却シ
タ様ニ見エルノハ当ヲ得タモノデナイ。（12）
[Wechssler Giebt es Lautgezetze？º1900 Halle デ出版ニ Wort ノ定義ガア
ル]Wort ist das Symbol einer Bedeutung (Sachvorstellung) und, phonetisch
betrachtet, ein einheitlicher Lautkomplex, welcher allein oder in Gruppen, im
letzteren Falle als Teil einer neuen phonetischen Einheit, zur Bildung von
Äusserungenverwendet wird. ト定義ヲ下シテ、《expressinon, manifestation
ノ》[解説シテ曰ク]「斯様ニシテWort ト Äusserung(utterance)トノ間ニハ
根本的ノ違ヒガアル。即チWortダケガ確実ナ切続ニ於テ一様ニ新タニ再生セ
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ラレル音ノ単位ヲ持ツテヰルモノデアル。処ガ Äusserungハソレ自身トシテ
ハ何時デモ新シク変化ヲナシテツクラレルモノデアル。尤モ大抵ノ場合ニ何時
モ繰返サレル或型ニヨツテデハアルケレドモ[イツモ変〈化〉シテ作ルモノデ
アル]、Wortハ何時モ確カナ成分トシテ人々ノ記憶ニ存スルモノデ、発表ト
云フノハソノ時限リノモノデ、〈持〉続スル事ノナイノガ常ダ。」（ソシテKar-
stenノ Über Sprecheinheitenノ説ニヨルト云フトイフ事ヲ付加ヘテヰル）。尚
Wortガ文ノ中ニ入ツテハ多ク形ヲカヘル事ガアルガ、ソレハ音声学者ニトツ
テハ事実デアツテモ、speaker及ビ hearerニトツテハ変化シナイ。彼ノ耳デ
ハ変化シナイノデアル。記憶表象トシテハ全ク同ジモノデアル。若シソウデナ
ケレバ、色々ノ単語ハ多クノ音声上ノ変形ニ分レテ、ソノ音ノ形ヲ忠実ニ re-
produce スルコトハ[不可能ニナル。種々ノ変形ノ間ノ関係ハ]絶エテ了フ。ソ
レデハ語ヲ使フ事ハ結局[オ終《鈴木注：「おしまい」と読むか？》ニナル]。
カウイフ場合ニハ実際上ノ要[求]ガ働イテ之ヲ整理シテ行クノデアル。[結局
我々ハ何ヲ話スカト云フト Äusserungenヲ話スガ]何ヲ以テ話スカト[云フト]
ツマリ言語ノ材料トナルモノハ何カト云フトWortデアル。斯様ニWechssler
ハ wordハ何時モ変ラヌキマツタ形ヲ持ツテルトシタガ、カウイフ観察ハ当ツ
テルト思フ。
又 Delbrückハ、文ト云フモノハ形ノ上カラ見ルト二ツノ Pauseノ間ニハサマ
レタモノダ〈ト〉イフ。（13）アヘテ之ヲ積極的ニ云フト articulate サレタ語
[Wort]カラ成立ツ息(イキ)ノ単位デアル。其レガ或ル長サニ達スルト高イ及
ビ低イ accentノ交錯ヲ生ズルモノデアツテ、ソノ中カラモツト小サイ単位、
即チWortヲ見出スノハ練習ヲツマナイ人ニハ容易デナイコトヲトキ、我々ノ
言葉ニ於テ最初ニ現ハレテ来ル [単位ハ]単文デアル。ソノ文ノ中デ分析ト比
較トノ作用ニヨツテ語[Wort]及ビWortノ Gruppeガ区別サレルト見ルノガ正
シイト云フ事ヲ述ベテル。
カウイウ風ニ文ノ中ニWortヲ見出スノニ困難ガアルト云フコトハ其他ノ学者
モ述ベテヰル事デ、今日ノWortノ分ケ〈方〉ハ文字ノ分ケ方ニヨルコトガ多
イト云フ事ヲ指摘シテルモノガアルノデアル。Jespersenハ wordト云フモノ
ハ単純ニ音ト云フ方面カラ見ダダケデモ解ラナイシ、又[純粋ニ]意味及ビ思想
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ノ方面カラバカリ見テモ不明瞭デアルトシテ、之ヲ決メルノハ文章法上ノ標準
ニヨラネバナラナイト云フコトヲ主張シテル。斯様ニシテ普通 wordトシテ別
カレテルモノト実際ニ一ツノモノト認メナケレバナラナイモノトハ必ズシモ一
致シナイト云フコトヲアゲテル。
Ich nehme es an. anzunehmen, an zu nehmen.
Es findet nur selten statt. seltenstatt, es hat statt gefunden.
以上ノ西洋ノ学者ノ説ハ色々デアルガ、次ノ事ハ認メラレテルト考ヘル。
第一 語ハドウユフモノニ用ヒラレルトシテモ、一定ノ形ハ持ツテヰル。
第二 語ト云フモノハ文ヲ分析シ比較シテ認メラレルモノダ。
今右ノ様ナ見方カラシテ実際の言葉即チ文カラ出発シテ考ヘテミルト、ソノ形
ハ色々アル。然シドンナ文デモ前ト后ニ音ノ切レ目ガアル。之ガ汎ユル文ノ特
長デアルト思フ。ソレデハ文ノ中ニハ切レ目ガナイカト云フト必ズシモサウデ
ハナイ。只何時モ切レルト云フモノデモナク、又ドコデ（14）切レナクテナラ
ナイト云フキマリモナイ。ソシテ文ノ中デ音ガ切レル場合、非常ナ場合デナイ
限リ、ソノ前ノ処デ意味ガキマリ、次ノモノカラ又新シク始マルノダ。即チ音
ノ切レ目ト一致スル。斯様ナ切レ目ハ[実際]言葉デハ何[時モキツテ]発音スル
ノデハナク、続ケテモ良イ。然シ切ツテ発音シテモ全体ノ意味トシテハ影響ヲ
及ボサナイ。コノ様ニシテ一切ノ文ヲ出来ル丈短ク切ツテ発音シタ場合、ソノ
一区切ハ音トシテ形ガアリ、又之ニ伴フ意味ガアルノデアル。ソシテソノ文ハ
ツマリ斯様ナ切レ目ノ幾ツカニヨツテ成ツテヰルト云フコトニナル。又外ノ文
ヲトツテ矢張同ジ様ニ出来ルダケ短ク区切ツテ見ル。ソシテソノ色々ノ文ニ於
ケル一区切ヲオ互ニ比ベテ見ル。ソウスルト或一ツノ文ノ区切ト又之ト同ジ文
デアツテ他ノ文ノ一区切リトナツテヰルモノガアルノデアル。
斯様ニシテ得タ一区切ハ、音ニ於テ一定ノ音ガアリ、意味ニ於テハ一定ノ思
想ガアツテ、ソシテドウイウ文ニモ何時モ同ジ形トシテ現ハレテクルモノデ、
之ハ西洋ノ言葉ノ wordト同ジ性質ノモノデアロウト思フ。ソレデハ日本語デ
ハカウイフ風ニシテ出来タ一[区]切ハドンナモノデアルカ。之等ノモノハ無論
ソレゾレ一定ノ意味ヲ持ツテ居リ、又形ノ方カラハ次ノ特長ガアル。
一 決ツタ単音ノ音節ガ一定ノ順序ニ並ンデ居ル。ソシテ何時デモ続ケテ発音
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[サレ]ル。
二 ソノ音節[yama]相互間ノ accentガキマツテル。
三 実際ノ言葉ニ於テソノ前後ニ音ノ切レ目ヲ置ク事モ出来ル。
〈四〉コノ一続ノ音ノ最初ニ来ルモノ、最后ニ来ルモノト最中[中間]ニ来ルモ
ノトノ間ニハ 夫々違ツタ性質ガアル。
h
ŋ K/ G/ yama p
b
コノ一区切ハ、文ヲ分解シテ得タ最小ノ単位デアル。文ハソノ音ノ上カライツ
テモ（15）意味ノ上カラ云ツテモ、カウ云フ種類ノモノカラ直接ニ出来テヰル
ノデアルカラ、[之ノ一区切ハ]文構成ノ要素デアルト云フ事ガ出来ル。岡沢氏
ハ句トシテル。然シ私ハソレヲ文節ト云ツテル。若シコノ文節ガ即語デアルト
云フ事ガ出来ルナラバ、語ト云フモノヲ比較的明瞭ニキメル事ガ出来ルノデア
ル。然シ日本ノ文法学者ガ語ト云ツテルモノハ必ズシモ之ニ一致セヌ。山、飛
ぶ、ト云フ文節ハ同時ニ一ツノ語デアル。然シ 山の、山を、川のナドノ文節
ハ普通二ツノ語ト見做サレル。山さへも、飛ぶでせう ナドハ三語ト見做サレ
ル。語ト云フモノヲ考ヘルト、一語デ一文節ヲナスモノ[ダケデナイ]。他ノ言
葉ヲ幾ツカ伴ツテ一ツノ文節ヲナシテヰル場合モアル。山を 川の《左欄：山
の》サスレバ文節ハ即語デアルトスルニハ困難ガアル。一ツノ文節ガ二ツ以上
ノ語カラ出来テルト認メラレテルモノニツイテ云フト、其等ハ一ツノ文[節]デ
夫々幾ツカノ部分ヲ意味上カラ分ケラレルノデアル。ソノ中ノ一ツハソレダケ
デ一ツノ文節ヲ成シ得ルモノデアル。処ガ之ト共ニ用ヒラレテヰル、モ一ツ他
ノ部分ハソレダケデハ一ツノ文節ヲ成サナイデ、何時デモ他ノモノト伴ツテ一
ツノ文節ヲ成シテヰルノデアル。コレヲ音ノ上カラ考ヘルト、一音節ヲ成シ得
ルモノハ実際ノ言語ニ於テ其前ニモ后ニモ切レ目ヲ置イテ発音スル[事]ガ出
来、ソノ初メ及ビ中ニ来ル音ノ制限 accentノ関係モ一ツノ文節ノ場合ト同ジ
コトデアル。
何時モ他ノモノニ伴ツテノミ文節ヲナスモノハ、実際ノ言語ニ於テハソノ后
（カ前）ニハ切レ目ヲ置イテ発音スル事ガ出来ルガ、ソノ前ノ方ニ切レ目ヲ置
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イテ発音スルコトハナイノデアル。即チ何時デモ他ノモノト一続キニ発音セラ
レルモノデ、ツマリ一続キノ文ノ一部分トナルモノデアル。
従ツテ最初ノ音[他ニ伴ツテ文節ヲナスモノハ最初ノ音 山までも ノ まで
も]モ文節ノ初ニ来ル音ニ見ル様ナ音ノ制限ガナクテ、寧ロ（16）文節ノ中間
ニ来ル音ト同ジ様ナ制限ガアルノデアル。又 accentノ関係モソレダケデ独立
シタ accentヲ持ツテヰナイデ、他ノモノト共ニ一ツノキマツタ accentヲナシ
テ居ルノデアル。コノ場合ニハソレダケデ一ツノ文節ヲナス事ガ出来ルモノデ
モ《左欄：山までも ノ山》矢張ソレ等ヲ加ヘタモノト一続キニ発音セラレル
タメニ文節尾音ノ制限ガナクナル。accentモ全体トシテキマル。
サキニ述ベタ単語ノ定義ニ於テ単語ヲ独立スルト云フモノモノヲ加ヘタモノガ
アツタ。ソノ独立スルト云フコトヲ単ニ思想ノ上ノ事トシテ考ヘルト、甚ダ曖
昧デアル。然シ独立スルト云フ事ヲ音ノ上ダケカラ考ヘ、ソコニ切レ目ヲ置イ
テ発音スル事ノ出来ルモノト解釈スルト、汎ユル文節ハ皆独立シタモノデアル
ト云フ事ガ出来ル。単語ニ於テモ一語デ一文節ヲ作ル事ノ出来ルモノハ独立シ
タモノト見ラレルガ、右ニ述ベタ様ニ常ニ他ノモノト共ニ用ヒラレルモノハ独
立シナイモノト見ナケレバナラヌ。ソシテ 山、川 ト云フ語ハソレデ一文節
ヲナシタ場合ニハ独立スルノデアルガ、他ノモノト一文節ヲナシタ場合ニハ独
立シナイモノト云ハナケレバナラヌ。然ニ普通語ト云フモノノ中ニ独立スルコ
トノ出来ルモノト出来ヌモノトアル事ガ分ル。処ガ普通語ト云ハレテヰルモノ
自身ガ又幾ツカノ語ニ分ケラレテルモノモアル。山道 山鳥 助舟 あまがさ
さかだる
所[謂]複合語 compoundト云ハレテルモノ。コノ単語ヲ組立テテ居ル一ツ一
ツノ部分ハ夫々独立シテ用ヒラレ得ルモノデアルガ、ソレガ合シテ一ツノモノ
トナツタ以上ハ全体トシテキマツタ形ト意味トヲ持ツテ居ル。モトノモノハ
[元ノ物（語）]、ソノ一部分トシテ用ヒラレ、部分トシテ用ヒラレテ居ルノミ
デ独立シテハ用ヒラレテ居ヌ。之ハ明カニ音ノ上ニ現ハレ、又 accentノ上ニ
現レテヰルノダ。
次ニ prefix、suffix ガツイタ語ガアル。お寺、御病気、手前共、（17）僕達、
あなた方、之等ノ prefix、suffixガ音ノ上カラ見テ独立シ [ナイ]モノデアルト
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云フ事ハ無論ダ。又ソレガツイテル言葉ハソレダケデ一文節ヲナシ得ルモノデ
アツテモ、prefix、suffixガツイタ以上ソレダケデハ独立シナイデ何等カト一
続キニ発音サレ、accentモ全体ノ上ニ一定シテ居ルノデアル。ソシテ独立シ
テ用ヒラレル場合ト accentノ変ル場合ト違フノデアル。但シ prefixノ次ニ来
ル言葉ノ初ノ音ハ一ツノ文節ノ初ニ来ル音ニ見ル様ナ制限ニ従ハナイコトガア
ル。
こばなし。ツマリ斯様ナ場合ハ独立シ得ベキモノモ、独立性ヲ失ツタモノト見
ルベキデアル。
以上考察シテ来タ事ヲ要スルニ、独立スルト云フ事ヲ或一定ノ思想ヲ表ハシ、
実際ノ発音ノ場合ニ一続ニ発音シ得ラレ、前后ニ切目ヲツケテ発音出来ル[物]
ト解スルト、何時モ独立スルモノハ文節ダケデ、所謂語ハ何時モ文節ノ中ニア
ルモノデアリ、或モノハソレダケデ文節ニ〈シ〉得ルモノ、ツマリ独立シタモ
ノデアルガ、或ルモノハ常ニ他ノモノニ伴ツテ文節ヲ作ル。ツマリ、独立シナ
イモノデアル。処ガ自カラ文節ヲ作リ得ベキ独立シ得ル単語ガ又幾ツカノ独立
〈セヌ〉部分カラ成立ツテ居ル事ガアル。然ラバ、単語ノ中ノ独立シナイ成分
ト、独立シナイ単語トハドウシテ区別スベキカ。コノ区別ハ外形[音ノ特長]ノ
上カラハドウシテモ出来ナイモノデアル。
、娘ざかり
、娘ども、 ―たち
、娘を、 ―の
ケレドモ、二ツノ部分ノ続キ工合ガ第一ノ場合ニハ最モ緊密デ、第三デハ最モ
緊密デナイ。第二デハソノ両方ノ中間ニ感ゼラレルコトハ事実ダ。
之ハ何故カト考ヘルト、ツマリカウユフ結合ガ出来ル、広イト狹（18）イトノ
違ヒガアルモノト考ヘラレル。
第一ノ場合ニハ compoundガ作ラレル範囲ガ限ラレテル。ソレ故一ツ々ノ用
例ヲ尽ク覚エテネバナラヌ。
第二ノモノハ、一二ノ言葉ニ限ラレナイケレドモ、之モドンナ言葉ニモ付ケラ
レルト云フモノデハナイ。理論上付ケラレル様ナモノデモ、実際ハ付ケラレナ
イモノガアル。ソレデ之モ用例ノアルモノトナイモノトヲ記憶シテイナケレバ
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ナラヌ。処ガ第三ノモノハドンナモノトモ自由ニ結合スル事ガ出来ル。勿論汎
ユル言葉ト結合スルモノデハナイガ、或種類ノ言葉デアレバ、何ニデモツク。
ツマリ我々ハ之ヲ自由ニ用ヒル事ガ出来ルノデアル。ソレデ特殊ノ結合ヲナシ
テ、現ハレルモノハドンナモノニデモ付クモノハソノ間ノ結合ガユルクナルノ
デアル。ツマリ之等ノ例カラ見ルト、結合ガ自由デアルカ、自由デナイカト云
フ違ヒニヨツテ、一ツノ語ト見ルカ又ハ一ツノ語ノ成分ト見ルカデアル。サス
レバ之等ノモノノ間ニハ切続ノ上ノ違ヒハナク、只種類ノ差ガアルバカリデア
ル。然シナガラ実際問題ハ之デ終ツタノデハナイ。
compound。第二ノモノハ必ズシモ今ノ区別ダケデハハツキリ分カラナイ。コ
コデアゲタモノハ結合ガ大部限ラレテヰル。然シ さま、さん ナドニナル
ト、ソノ結合ガ余程自由デアル。サウイフ点カラ云フト、之等ハ別ノ言葉ト見
ナシテモ良イ。
処ガ実際カウイフ風ノモノハ suffixト見ナシテ、一ツノ単語トハ見ナサヌ。之
ハ何ニヨルカ云フト、モ一ツノ別ナ標準ニヨツテル。ツマリ、カウ云フモノガ
ツイテモ、文節ヲ作ル上ニ於テ単純ナ独立シタ単語ト同様ニ用ヒラレルト云フ
点ニアル。
ソシテ来ルト今イツテル所謂語ト云フモノハ外ノモノト区別スル標（19）準ガ
可成複雑デアツテ不決定ナモノト云ハネバナラヌ。
《左欄：6.10》今述ベタ様ウニ実際ノ言語ニ於テ独立シテ用ヒラレルモノノ
中、第一 ソノ結合ガ自由デアツテ、ドウイフ言葉ニモ付クモノ。第二 ソノ
結合シテ出来上ツテ他ノ単語ト同様ニ認メラレナイモノモノ。コノ二ツノ標準
ニヨツテ単語ヲキメルト云フト、助動詞ノ様ナモノハ第一ノ標準ニハ合フガ、
第二ノ標準ニハ合ハヌ。何トナレバ外ノ言葉ニハ自由ニツクガ、ソレト結合シ
テ成立ツモノハ verbト同資格トナルカラダ。斯様ニシテ助動詞ハ之ヲ単語ト
認メラレナクナツテ、現ニ山田氏ナドハ之ヲ品詞トシテナイデ、複語尾トシテ
ル。コレハカナリ徹底シタ取扱デアル。然シ普通ニハ単語ト認メテヰル。之ヲ
単語ト認メルニハ第二ノ標準ヲ撤回シナケレバナラヌ。サウスルト接尾語少ク
トモソノ或部分ハ単語ト認メネバナラナクナル。
斯様ニ今普通ニ単語ト認メラレテルモノスベテニ当テハマル単語ヲキメル事ハ
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確立シ難イコトニナル。之ハツマリ suffixノ類ト、てにをはノ類トハソノ間ニ
本質ノ違ハナイノデ、只程度ノ違ヒガアルバカリデアルカラダ。其故、第一ノ
標準バカリヲ取ツテ助動詞ヲモ単語ト認メルト共ニ suffixノ或ルモノヲ単語ト
認メルカ、第二ノ標準ヲモト[取]ツテ助動詞ヲ単語ト認メナイカノドチラカノ
道ヲトルベキデアルガ、サウイウ風ナモノ[助動詞ノ様ナモノ？]ハ皆独立シナ
イモノデアリ、又単語デ独立シ得ルモノデモ、他ノモノト結合シテ用ヒラレタ
トキハ独立シタモノトハ云ハレヌ。ツマリ何時モ独立シテ用ヒラレルモノトハ
性質ヲ異ニシタモノデアルカラ、独立シナイモノハ凡テ文節ヲ構成スル単位ト
シテトルコトガ簡単デアリ、又明瞭デアル。
現ニ松下大三郎氏ノ如キハ普通云フ単語ト云フ語[言葉]ヲ認メナイ（20）デ、
念詞トシテ居ルガ、之ハ実質ニ於テハ文節ト同ジモノデアル。然シ松下氏ハ観
念ヲ表ハスモノヲ念詞ト云フトシテル。之ハ純粋ノ思想ノ方面カラバカリ見タ
モノデアツテ、曖昧デアルヲ免レナイ。先ニ述ベタ様ニ形即チヲ音ノ方面カラ
モ考察シナケレバ、ソノ特質ヲ明瞭ニ他ノモノト区別スルコトハ出来ナイノ
ダ。斯様ニシテ文節ト云フモノハ比較的容易ニ比較的確カニ見出ス事ガ出来ル
モノデアルカラ、若シ之ヲ単語ト呼ブ事ガ出来ルトスレバ、単語ノ概念ハ可成
ハツキリスルガ、サウスルト之迄ノ単語ト云フモノトハ実質ニ於テ離レ過ギル
ト云フ感ジヲ免レ得ナイノデアル。
ソコデ便宜上ノ取扱トシテ、単独デ一文節ヲナシ得ルモノヲ単語ト云ヒ、何時
デモ斯様ナ単語ト共ニ一文節ヲナスモノノ中デ、ソノ結合ガ自由デアツテ、
色々ノ単語ニツキ得ルモノモ矢張リ単語トスル事ニスレバ、文節ト云フモノ
ハ、何時デモ一ツ又ハ二ツ以上ノ単語カラ構成セラレルコトトナツテ、単語ハ
文節構成上ノ単位トナルノデアル。アラユル文ト云フモノハ文節カラ構成セラ
レ、アラユル文節ハ単語カラ構成セラレルノデアルカラ、単語ハ間接ニ〈文〉
構成ノ要素ニナルノダ。ソシテカ様ナ単語ハ、二ツ以上結合シテ文節ヲナス場
合ニ、ソノ結合ガ自由デアツテ一般ノ規則ヲ以テ律スルコトノ出来ルコトハ、
丁度文節ト文節トガ結合シテ一ツノ文ヲ構成スル場合ト同ジダ。
ソシテ単独《原文語》デ一ツノ文節ヲナシ得ル単語ニハ、二ツ以上ノ部分カラ
成立ツテヰルモノガアルガ、ソレハソノ結合ガ余リ自由デナイノデ、ドンナ場
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合デモアテハマルト云フ規則ハ出来ナイガ、ソノ場合ノ色々ノ種類ハ単語ノ構
成法トシテ別ニ論ジテヨイ訳ダ。
斯様ナ取扱方ハ充分ニハ学術的[デ]ナク、不徹底ナ処ガアルニシテモ、（21）
便宜上許サルベキモノト思フ。
要スルニ文ノ構成ノ単位トシテハ文節ヲ認メナケレバナラナイノダ。ソノ文節
ヲ形作ル単位トシテ単語ヲ認メルコトモ便宜デアラウト云フ事ニナル。（22）
文
今日、日本デ使ツテル文ト云フ言葉ハ西洋ノ言葉ノ訳語カラ導カレタモノダ。
日本語デハ句読ト云フ事ガアルガ、ソノ中ノ句ト云フモノガ大体文ニ当ルモノ
ダ。西洋デハモト主語ト述語ノアルモノヲ文トシタ。
古クハ finite verbノアルモノヲ文トシタ。
amo I love
amas You love
he
amat she loves
it
サスレバ Englishノ clause或ハ Deutchノ Nebensatzナドノ場合ノ Satzモ
特別文ト云フベキデアル。然シ之ハソレ自ラトシテハ文デアルガ、全体ノ文ノ
一部分トシテ特別ニ取扱ハレテヰルノデアル。ソレデハ何故主語ト述語アルモ
ノヲ文トスルカト云フト、西洋語デハ動詞ハ主語ノ考ガ伴ツテ始メテ叙述シ断
定スルノデアル。斯様ナ場合ニモ主語ヲ伴ハズ動詞ダケ単独ニ用ヒラレルコト
ハナイノダ。
古代ニ於ケル finite verbモ同ジ事デアル。処ガ他ノ品詞ハ斯様ナ力ヲ持テ
イヌ。
コノ動詞ノ断定スル力ガ文ト云フモノノ要素ニナツテヰルノデアル。処ガ実
際ノ言語ニ於テハカ様ナ動詞ノナイモノガアル。之ハ右ノ様ナ文ノ定義ニ合ハ
ナイノデ文トスル訳ニハイカヌ。サウスルト実際ノ言語ニハ文デアルモノト文
デナイモノトアル。
ソコデ十九世紀ノ后半カラ言語ノ心理学的研究ガ盛ニナルニ従ヒ、文ノ定義ガ
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改ツテ来タノデアル。(23）
Paulハ「文ト云フモノハ多クノ観念、又ハ観念群ノ結合ガ話手ノ心ノ中デ行
ハレタコトヲ言葉ニ表ハシタモノ又ハソノ言葉ノ符号デアリ、且同ジ観念ノ同
ジ結合ヲ聞手ノ人ノ中ニ生ゼシメル手段ダ」ト。
Der Satz ist der sprachliche Ausdruck, das Symbol dafür, dass sich die
Verbindung mehrerer Vorstellungen oder Vorstellungsgruppen in der Seele
des Sprechenden vollzogen hat, und das Mittel dazu, die nämliche Verbindung
der nämlichen Vorstellungen in der Seele des Hörenden zu erzeugen.
此ノ定義ニヨツテ Ich ein Lügner? 嘘ツキ
Ich dir danken? アヤマル
Träume Schäume. 夢ハ泡ノ如シ
ソシテ又 Paulハ、ツマリ我々ノ Sprechen ト云フモノハ皆 Satz ヲ作ルコトデ
アルト云ツテル。
処ガ、Wundtハ、文ヲ以テ観念ノ結合デアルト云フ説ニ反対シテ、ムシロ意
識ノ中ニアル一ツノ全キモノヲ分析スルモノデアルトシテ次ノ如ク定義ヲ下シ
タ。
「Gesamtvorstellungヲ意志ニヨツテ、互ヒニ論理的関係[ニ立ツ]両要素ニ分
節シテコレヲ言語ニアラハシタモノダ
Hiernach kennen wir（24）
処ガ実際ノ言葉ニハ一ツノ言葉デアツテ分節セラレナイモノガアル。[感動
詞]。ソレハ、ソノ意味ノ方カラ見ルト一ツノ文ト同ジモ〈ノ〉デアルカラ、
ソレヲ Satzequivalent ト名ヅケル。又呼掛又ハ叫声ノ様ナルモノハ全キ一ツ
ノ文ヲナスベキ Vorstellung ノ中ノ一部分ダケ現ハレタモノデアル。之ヲ
Satzfragment ト名ヅケル。
コノWundtノ定義ハ主トシテ話手ノ側カラノミ見タモノデアツテ聞キ手ノ側
カラノ観察ガ欠ケテイルト云フノデ非難サレタノデアル。
又文ノ範囲ガ狭過ギルト云フ点カラ非難シタ人モアルノデアル。
――→（25）
――→《上欄》
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《左欄：6.17》Delbrück Ein Satz ist eine in artikulierter Rede erfolgende
Äußerung（発表）, welche dem Sprechenden（語ル人）und Hörenden（聞ク
人） als ein zusammenhängendes und abgeschlossenes. Ganzes erscheint.
コノ定義ニヨルト文ノ範囲ハ甚ダ広クナル。Sütterlinニハモウ少シ Delbrück
ノ定義ヲクワシクシテル。[artikulierterノ代リニ]Lautgebung ヲ使〈用〉シ、
オイスレングノ代ニ
《左頁に以下清書》einburg《この語意味不明》einer Vorstellung, einer Vor-
stellungsmasse, oder auch der Verbindung zweier Vorstellungen oder zweier
Vorstellungsmassen,
之ニヨリ文ノ意義ハ広クナル。Sweetガ New English Grammar,《左頁に以下
清書》A sentence is a group (combination) of words capable of representing a
complete thought of meaning. 又 Jespersen, A sentence is a (relatively)
complete and independent human utterance ― the completeness and
independence being shown by its standing alone or its capability of standing
alone,that is,being uttered by itself.
Sütterlin：Das Baden der Sprachforchung. Ein Satz ist eine in gegliederter
Lautgebung erfolgende sdruck einer Vorstellung, einer Vorstellungsmasse,
oder auch der Verbindung zweier Vorstellungen oder zweier Vorstellungsmas-
sen. erecheint《ここで清書終り。最後の語意味不明》
之モ又前ト同ジク広イ意味デ云ツタノデアル。カ様ニ文ノ意味ガ広クナイ古
イ意味ノ文トハ違ヒコノ新シイ意味ノ文ヲ他ノ語デ呼バウトスルモノモ出来
タ。Anton Marty又ハWechsslerハ広イ意味ノ文ヲ Äußerungトシ、狹イ意
味ノ Satzトハ区別スル。以上アゲタ文ノ新シイ定義ハ主トシテ意義ノ方カラ
見タガ、音ノ方カラ見レバドウカ。Wechsslerハ Gibt es Lautgesatz?ノ中ニ、
単語ト云フモノハ、本質ニ於テ一様ニ新ニ再現サレル音ト単位ヲモッテル
〈ノ〉ニ対シ（26）Äußerung其物トシテハ新シイ変化ヲナシテ作ラレルモノ
デ、単語ハイツモ変ラヌシッカリシタ成分トシテ記憶ニ残コルモノダガ、Äu-
ßerungハ後マデ持続スル事ガナイノガ常デアル。又 Delbrückハ前ニ述ベタ
定義ヲ形ノ上ノ観察カラ補ヒ次ノ様ニ述ベテル。「文ハ形ノ方面カラ見ルト二
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ツノ Pauseノ間ニ挟
ハサ
マレタモノデ、積極的ニ云フト分節セラレタ Redeカラ成
立スル breath groupデ、ソノアル長サニ達スルト、ソノ内部ニ高低又ハ強弱
ノIaccentüノ交錯ガ出来ルモノデアル」ト云ツテル。又 Sieversハ、彼ノ音
声ノ中ニ語ガ集ツテ文ヲナス場合ハ、ソノ語ガ別々ニ発音サレル時トハ違ヒ、
音ノ強サ、長サ、高サ、又声 Stimme（voice)ノ性質ニアル段階ガ出来、之ニ
ヨリ音声上ノ統一ガ出来テ結合シ、完全ナマガヒナキ文ニナルモノダト云フ事
ヲ述ベテル。即チ文ハ音ノ上ニモ特長アル事ヲ認メテ居ルノデアル。
次ニ日本ノ学者ノ説ニヨルト、大槻博士ハ[彼ノ]文典ニ「言語ヲ書ニ[筆デ筆]
記シテソノ思想ノ完ケツシタルモノヲ文又ハ文章ト云ヒ、完結セザルヲ句ト
シ、又主語ト説明語ヲ付シタルハ文ナリ。文ニハ必ズ主語ト説明語ヲ要ス。」
岡沢氏ハ吾人ハアル特殊ノ結合ヲナス思考ノ一塊ヲ以テ、思想ガ完全ナル形ヲ
ナセルモノト云ヒ、単一ナル思想、完全ナル思想トシテノ単位トシテ思考ス。
ソレガ音声文字ノ手段トシテ言語トシテ[即]表現セラレル時ハ、文又ハ文章ト
称セラル。
コノ故ニ文典上一ツノ文ト云ハレルモノハ一ツノ完全ナル思想ノ単位ノ表現デ
アル。之ガ言葉ニ現レタノガ文デアル。ソノ完全ナル思想‐単一ナル思想ト
ハ、アル物
もの
ノ類ノ思念ヲ元トシ之ニソノ作用モシクハ形状ノ考[思念]ヲ結ビツ
ケタルモノトス。ソレ故文ハ完全ナル思想ヲ表スモノデ、[主語ヲ表スモノト
述語ヲ表スモノト]ヲ結合シタルモノト云フ事デ、ツマリハ西洋ノ古イ文ノ定
義ト同ジ事デアル。山田孝雄氏ハ文ト句トヲ区別シ、（27）文ハ句カラ成リ立
ツトシ、単文ハ句一ツデ出来、複文ハ句二個以上デ出来タトシ、西洋ノ Satz
ハ文ヨリムシロ句デアルトシ、句ニハ述体（predicative）ノ句ト喚体ノ句トニ
分ケ、述体ノ句ハ主語ト述語トヲ要スガ、喚体ノ句ニハ只一ツノ言葉デモヨイ
トシタノデアル。[①]文ニツイテハ思想ガ言語ニヨツテ表ハサレタモノヲ文ト
見ルト定義シ、統覚作用ニヨリ結合セラレタ思想ハ[ガ]言語ト云フ形デ現ハサ
レタモノ即チ文デアルトスル。[②] 句ニツイテハ一ツノ統覚作用ニヨリ組織
セラレタ言語ノ発表ヲ一ツノ句ト見ルト云フ定義ヲ出シテ居ル。カク文ト句ニ
分ケルノハ西洋ノ Satzト Äußerungトニ分ケタノトニテル単位デ、松下氏ハ
句ニ当ルモノヲ断句トナヅケタ。断句ト云フノハ説話ノ範囲デ[単位デ]、独立
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シタ断定ヲ表ハス言語ノ一続キデアル。断定ニハ思惟的断定ト直観的断定ト二
種アルモノトシ、感動詞ヤ呼ビカケヲ直観的断定ヲ現ハスモノトシタ。但シ氏
ハ単断句ト連断句ト二種ヲミトメテ、二ツ又ハ二ツ以上ノ文トシテ認メラレテ
ルモノハ、一ツノ断句ト認メテルモノモアル。コノ見方ハ思想ヲ主ニシタ見方
デ、ドコマデヲモツテ一ツノモノト見ルカト云フ事ヲ示シテ居ル。
以上アゲタ日本ノ色々ノ学者ノ説ニヨルト、文ハ何レモ主トシテ思想ノ方面カ
ラ論ゼラレ、文ハ完全ナ完結シタ思想ヲ現ハシ、主語客〈述〉語ヲモツテ文ノ
カクベカラザル要素トシテルノハ、之ヲモツテ完全ナ完結セルモノニハ必要ト
ミトメタノデアル。ソウスルト実際ノ言葉ノ中デ文デナイノガ出テ来ル。山
田、松下両氏ハソノ範囲ヲ述ベタノデアッテ、山田氏ハ心理的ニ統覚作用ニヨ
リ結合サレタモノデアルトシ、松下氏ハ論理的ニ断定ヲ現ハスモノトシテル。
之ハツマリ完全ナ又完結シタ思想ト見ラレルモノデアル。完全ナ思想ト云フモ
ノハ考ヘ様ニヨリドウデモナリ、単ニ思想ダケ考ヘルト、一ツノ文デハツタヘ
様トスル思想ヲ（28）完全ニ伝ヘツクサナイ時ガアル。[従テ]松下氏ノ様ニ連
断句ト云フモノヲ認メネバナラヌ。ソレ故之ハ純粋ニ思想許リヲ考ヘナイデ、
言語ノ方面ヲ考ヘル必要ガアル。ソレニハ音ノ方面ヲ考ヘテ見ルベキデアル。
音ノ方面カラ考ヘルト文ノ前后ニハ音ノ切レ目ガアル。安田氏ノ断止ニヨリ語
法的ニモ文ノ存在ヲ承認スル事ガ出来ルト云ツテルノガ正当ト思フ。ソウ考ヘ
ルト連断句ト云フ事ハ認メラレナクナル。之迄文ガ完結スルト云フ言葉ヲ用ヒ
タガ、ソノ中ニハ音ガキレルト云フコトヲモ含ンデルカモシレヌ。処ガソノ言
葉ノ中ニ完結スベキ言葉ヲ用ヒテ断止スルト云フ意味ニトラレ易イ。音ガ切レ
ルト云フナラ、文ト云フ事ガ出来ルノデアル。カ様ニシテ文ノ意味ヲ広クト
リ、我々ノ言葉ハ、文トシテ運用スルト云フ場合ニハ文ハ主トシテ思想ノ方面
カラ出タノデアル。話ス人ニモ聞ク人ニモアル[一ノ]纏ツタ思想トシテ理解サ
レルガ、同時ニ形ノ上カラ見ルトイツモ前后ニ[音ノ]断止ガアル。コノ点ニヨ
リ文ヲ見分ケル事ガ出来ルノデアル。Jespersenガ「ココニ定義シタ sentence
ハ純粋ニ思想上ノ category（norma)」ト云ツテルガ、independent ト云ッテ
ルノハ、只意味ノ上バカリデハナク、音ガ切レル《原文来テル》事ガ含ンデル
事ト思ハレル。彼ハ一ツノ単語又ハソノ群ガ文ト呼バレル為ニハ特別ノ文法上
増渕恒吉教授による橋本進吉の講義「日本文法論」筆記 27
ノ形ガ要求サレナイ。無論文法上ノ形ニ於テ文ノ特徴ト云フコトハナイガ、音
ノ上ニ於テハ全然特徴ガナイト云フノデナイ。
以上ノ様ニ解スルナラ実際ノ言語ハドンナ場合デモ文トシテ用ヒラレル事ニナ
ルガ、之ニハ異説モアル。已ニ述ベタ通リ、文ヲ広イ意味デ解スル時ハ主トシ
テ意味ノ方カラ決定セネバナラヌ。マトマツタ思想、又ハ全イ思想ヲ表ハスノ
ガ必要條件トナルノデアル。モシソウデナイナラ、〈声〉音[語]デ之ト文トノ
区別ガ出来ナクナル。而シ纏マッタトカ全イトカ云フ事ハドコマデソーユーノ
カ問題ニナル。話シ手ノ伝ヘ様トスル事ハ只一ツノ文デハ全クツタヘ切レナイ
事ガ屢〃アル。（29）而シコノ場合ニハ音ノ切レ目ノアル事ヲ以テ、文ノ外形
ノ上カラ区別スルコトガ出来ルガ、思想ノ上カラ云ツテモ、伝ヘ様トスル思想
ノ全部ヲ尽サナクトモ、少クトモ一段落ハ伝ヘ終ツタ事ニナル〈ノ〉デ、一ツ
ノ文ハ一ツノマトマツタ思想ヲ伝ヘル事ガ出来ル。
処ガ実際ノ言語ニツイテ見ルト、続クベキ言葉デ文ヲトメル事ガアル。之ハ、
実際ノ詞デハソコデ音ガ切レテル。又話シ手ニモ聞キ手ニモソレデ意味ガ完全
ニ分ルノデ、全イ思想ヲ表ハスモノト考ヘテ、前述ノ文ノ定義ト一致スルノ
デ、文トミトメテ良イモノダ。而シコノ場合ニ話シ手聞キ手ノ理解スル意味
ハ、詞ガイツデモ示ス意味ダケデナク、モツト多クノモノデアル。即チ思想ノ
上デアルモノヲ補ヒ、ソレヲ全イモノトシテコレヲ理会シテル。即チ詞ニ[ト
シテ]表ハサレテル意味トヒト[人々]ノ理解スル意味トノ間ニ違ガアル。詞ハ
理解スル思想ノ一部分シカ表ハサナイノデアル。
ドウシテ詞ニ表ハサレナイ意味ヲ補ツテ理解スルカト云フニ、無論ソノ場合
ノ状態 situationニヨルノデアル。而シ又一ツハ、ドコヘ トカ 神田ヘ ト
カ云フ詞ガイツデモ他ノ詞ニ続クモノデアルカラデアル。ソレ故コノ場合ニハ
補フベキ意味ハ詞ニ直接ニハ現ハサレテナイガ、詞ニヨリ暗示サレテル。次ニ
又コノ様ナ例ガアル。例ヘバ ヤア地震 オイ帽子、注意ヲ促ス為ニ云フ 山
田君 ノ時ハ云ヒ現ハサウトスル思想ノ一部分シカ言語ニ表ハレヌノデアル
ガ、ソノ意味ハ聞キ手ニモ話シ手ニモ分ル。コノ場合ハ前ノト違ヒ、言語トシ
テ見ル時ハ之ニ云ヒ現ハサレテヌ思想ヲ《「阻止スル」を抹消するが、加筆が
ない。「示唆スル」などがあたるか》何者モナイ。只事情ニヨツテ分ルノデア
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ル。又場合ニヨツテハ、補フベキ思想ヲ言語以外ノ手段デ示スコトガアル。ど
うぞ それだけは、等ハ思想トシテハ完全デハナイノデ、手ヲアゲルトカ、外
ノ手段ヲ用フル場合デモ話シ手ト聞キ手ノ間ニ意味ガ完全ニ理解シ合ヒ全イ思
想ヲ示ス。以上ノ色々ノ場合ハ言語自身トシテハカナラズシモ纏ツタ全イ思想
ヲ表ハサヌガ、実（30）際ノ言葉トシテ表ハレタ時ハ全イ思想ノ交換ガ行ハ
ル。ソノ点カラ見ルトコノ様ナモノモ文トシテ良イワケデアル。処ガ古クカラ
文ト云ハレテ来タモノハ所謂、finite verb、主語ト述語ノ具ツテル事ヲ必要条
件トシテル。之ハ何故カト云フニ、ツマリソノ様ナモノハ西洋ノ詞ニ多イ。言
語ノ纏ツタト云フ感ジヲ伴ツテ居ルノデアル。単ニ思想トシテ全イモノト云フ
ノデハナク、前后ノ事情ニカカワラズ、只ソレヲ取リ、少シデモ完結シタト云
フ感ジヲ言葉自身ニイツモ伴フノデアル。
（全体、詞ノ意味ニハ固有ノ意味ト臨時ノ意味トアル。前者ハ言語[ヲ]ソレダ
ケトツタ時ニ思ヒ浮ベラレル意味ダ。後者ハ言語ヲ実際ニ用フル時、場合ニ応
ジテツケ加ツテクルモノダ。我々ハ言葉ヲ用フルニ当リ、固有ノ意味ヲ土台ニ
シテ用フルガ、之ヲ用フル時ニカナリ臨時の意味ヲ加ヘテル。之ハ直接詞ソノ
モノニハ云ヒ現ハサレテヌガ、場合ニヨツテハ分ルノデアル。聞キ手モ之ヲ加
ヘテ理会スルノデアル。カヤウニシテ実際詞ヲ用フル時ニハ固有ノ意味ト臨時
ノ意味ガ加ルガ、詞ニナレヌモノハドコマデガ臨時[ノ意味]カドコマデガ固有
[ノ意味]カ分ラヌ場合ガアルガ、実際ノ詞ヲ幾度モキクト、同ジ言葉ヲ幾度モ
キク中ニ、ソノ固有ノ意味ダケガ臨時ノ意味カラ分離サレテ、ソノ固有ノ意味
ダケガ我々ノ記憶ノ中ニ止リ、我々ノ心像トシテノ言語ヲ組ミ立テル事ニナ
ル。ソシテ我々ハコノ心ノ中ニ存スル言語ノ観念（Vorstellung）ニ基イテ、
一々ノ場合ニ応ジテ実際之ヲ言葉ニ用フルノデアル。カ様ニ我々ハソノ時ソノ
時ニ用フル言語カラ、我々ノ心ノ中ニ言語観念ヲ作ル。我々の心像トシ[テノ]
言語ハ抽象的ノモノデ、之ニ対シソノ時ソノ時ニ用イラレルモノハ具体的なモ
ノト云ヘル。）古クカラ文ト云ハレテ来タモノハ、具体的言語トシテノ実感[感
想]サレタモノデアル。処ガソノ外ノ所謂広義ノ文（31）ノ中ニ含マレルモノ
ハ、実際ノ具体的な言語トシテハ[ノ中ニハ]纏ツタモノダガ、抽象的ナ言語ト
シテハ完結シナイモノデアル。前ノ種類ハ完結シタト云フ感ジヲ詞ニ固有[シ
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テルガ]、后ノ意味ノモノハ必ズシモ完結シタ感ジヲ持タナイ。具体的言語ト
シテ臨時ノ意味ガ伴ツタ場合ニ始メテ完結シタト考ヘラルノデアル。
言語ノ科学ニ於テハ抽象的言語ガソノ対象トナリ、具体的言語ハ少々性質ノ
違ツタ要素ガ含マレ、言語ダケデハ説明デキヌノデ、之ハ他ノ学科ニ譲ルベキ
ト云フ説ガアル。ソウダトスルナラバ文法ト云フモノハ言語構成ノ法則ヲト
キ、抽象的言語ヲ取扱フ事ニナリ、具体的言語ニ属スルモノハ除外スル事トス
ルナラ、抽象的言語トシテハ必ズシモ完結セヌガ、只実際ハ具体的言語ニ於テ
纏ツタ思想ヲ現ハスト見ラレル種類ノ文ハ凡テ取扱ハナクトモ良イ事ニナリ、
スルト古イ意味ノ文ダケガ認メラレ、従テ凡ユル言語ガ文デアル事ガ出来ナク
ナル。カ様ナ考ヘ方モ道理ガアル。又文法ハ一際抽象的言語ヲ取リ扱〈ヌ〉ト
云フ理由モナイ。只文法ノ取扱フ最高単位ハ単語又ハ文節デハナク、文デア
ル。コノ一点ニ於テ、実際ノ具体的言語ト連関サセテ考ヘル事ハ悪クナイ。又
広義ノ文ハ主トシテ思想ノ方面カラ見タガ、又音ノ方カラモ特長ガナイデハナ
イ。前后ノ事情カラシテ意味ガ 行ハレ始メテ全イ思想ヲ表ハス場合ニ於テモ、
ソコニ表ハレル詞ハ他ノ部分ノ一部分トシテ用ヒラレタ時トハ違ヒ、[文ノ終
リトシテノ]特殊ノ語調ガツイテイルト考ヘラレルカラ、コウユウ様ナモノモ
単ニ意味ノ上カラノミナラズ、外形ノ上カラモ文トシテ特徴ヲモツテルト云ヘ
ルト思フ。
只シ言語ニ現ハサレナイ意味ヲ言語以外ノ手段ヲモツテ表ハ[ス]事ハ例外デ
アル。尚又文ヲ広イ意味〈ニ〉解スルト、実際ノ言語ハ特殊ノ場合ノ外凡テ文
トシテ用ヒラレルト云フコトガ出来ル。一般ノ説明ニモ都合（32）ガヨクナ
ル。ソノ意味デヤハリ[文ノ定義ヲ]広ク見テオイタ方ガヨイ。而シカウ広クシ
タ処デ、ソノ広義ノ文ノ中デ切レルベキ詞デ終ル普通ノ文ト、必ズシモ切レナ
イ[言語デ終ル]特別ノ文ト分ケテ考ヘル事ハ差支ナク、当然ノ事ト思ハレル。
《左欄：第二学期》
第三章 品詞
単語ヲ文法上カラ数種ノ品詞《原文種》ニワケル。之迄〈ノ〉日本語ノ品詞
分ニツイテ考ヘテ見ル。古ク室町時代ニ於テハ三種ニ分ケテ来タラシイ。之ハ
Rodriguez氏ノ Arte da lingoa de Iapam1604 ―長崎版ニ見エテル。之ハ て
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にをは ヲ一ツトシテアゲラレルガ、他ハアゲテナイ。多分 名 ト 詞 デアル
ト思ハレル。之等ノ言葉ハ連歌ニ於テ用ヒラレテルガ、てにをは ハモツト古
イ時代カラ用ヒラレテタ。名ハ名詞ノ類、詞ハ動詞、形容詞ノ類、てにをは
ハ助詞助動詞、接続詞、副詞ヲ含ンデ居タモノト思ハレル。之ハ単文ナドト比
較シテ日本独特トモ考ヘラレル。てにをは ガ特別ニ考ヘラレテ居ナイ。歌ノ
付合ノ上カラ名ト詞トノ違ヒガ次第ニ認メラレテ来ルノデアル。之ト合セテ之
等三ツノモノガ区別セラレタモノノ様ニ考ヘラレルノデアル。
江戸時代ニナツテカラ、富士谷成章ガ始メテ単語ノ分類ヲ試ミテ、即チ名ト、
裝ト、挿頭
カ ザ シ
ト、脚結
ア ユ ヒ
トノ四ツニ分ケタ。名ヲモテ物ヲコトハリ、裝ヲモテ事ヲ
定
サダ
メ、挿頭、脚結ヲモテ詞ヲ助クト云フ。名ハ名〈詞〉、裝ハ動詞、形容詞
（用言）、挿頭ハ副詞、接続詞、或種ノ代名詞、脚結ハ助詞、助動詞等ヲ含ム。
裝ニハ活用アルコトヲ認メ、脚〈結〉ニハ活用アルモノトナイモノトヲ認メ
テ、ソノ中デ分類ヲ試ミテヰル。又「頭ニ挿頭アリ、身ニ装アリ、下ツ方ニ脚
結アル（33）云々」ト云フ処ヲ見ルト、用言ヲ中心トシテ其ノ上ニ来ルモ
〈ノ〉、下ニクルモノト云フ風ニ文ニ於ケル言葉ノ用ヒ方ニ注意シタモノデア
ル。
漢文ニ於テ認メラレテ来タ実字、虚字、助字（語辞）ト云フ区別カラ思ヒ付イ
[タ]モノト考ヘラレル。又昔カラアツタ名詞、てにをは ニ詞ヲ加ヘタモノト
考ヘラレルガ、之ニハ活用ノ有無、文ニ於ケル詞ノ順序ノ点モ考ヘタモノト思
ハレルノデアル。（挿頭抄、脚結抄等ニヨル）
次ニ本居宣長ノ弟子ノ鈴木 朖
アキラ
ハ汎ユル単語ヲ四種類ニワケタ（言語四種
論）。第一ニ事物ノ名目デ、体ノ辞、又動かぬ詞ト云フモノ、一ツハ[てにを
は]ノコトバ、一ツハ形状ノ詞、 一ツハ作用ノ詞。コノ最后ノ二ツハ合セテ
世間デハ 用のことば ト云ヒ、働らく詞 トモ、活用ノことば トモ、活語
トモ云フト云ツテル。最初ノハ体言、第二ノハ てにをは、助動詞ノ外ニ[感
動詞]、第三ニ形容詞、第四ニ動詞デアル。
コノ分類ハ荻生徂徠ガ漢字ヲ形状字面、作用字面、声辞字面、物名辞面ニワケ
タノニ基イタ様デハアルガ、之ハ意味ダケデ分ケルモノデハナク、活用ノ考ガ
重キヲナスモノデ、体語ト活語トニワケテ、活語ノ終止形ガ い 段[カ]、う
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段デニヨツテ、形状ノことば ト 作用ノことば トヲ分ケタモノデアル。但
シ、てにをは ハ色々含ンデ居ルノデ、ソノ中活用スルモノモシナイモノモア
ルガ、全体トシテ明瞭ナ観念ヲ持ツテナカツ[タ]様デアル。
《以下左頁に補入》次ニ東条義門ハ活用ノ有無ニヨツテ、詞ヲ体言ト用言ノ二
種ニ分ツタ。体言ヲ更ニ有形、無形ノ二ツニ分ケ、用言ヲ形状、作用ノ二ツニ
分ツタ。是ニ至テ語辞ト云フ詞ヲ用ヒテル。之ニヨツテ、てにを〈は〉ヲ表ハ
シ得タ。之モ活用スル用言、シカラザルモノハ、体言ト認メテル。之ハ義門ノ
玉[緒]繰分、活語指南ノ二書ニ出テル。《補入終》
次ニ富樫広蔭ハ単語ヲ言ト詞ト辞ノ三ツニ分ケタ。言トハ万物万事、ヲ指分ケ
ル（指別）ニツイテ、云ヒ出ズル声ニテ、其韻他ニハ通ゼズ。詞トハ言ニ添ヘ
テ物事ノアリ形、有リ様ヲ云ヒ決メテ、言ノ綾ヲナス音ニテ、ソノ韻種々ニ通
ヒテ働ラクモノヲ云フ。辞トハ言
ゲン
・詞
シ
ニカケテ（34）言詞ノ意ヲ表ハシ尽
ツク
ス音
ニテ働ラクモノモ働ラカナイモノモアルヲ云フ。斯ク言葉ノ意味及ビ活用ノ有
無ノ考ガ重キヲナシテヰタノデアル。てにをはハ、更ニ活用ノ有無ニヨツテ動
辞ト静辞トニ分ツタ。
明治ニ入ツテカラ権田直助ガ詞ヲ分類シテ体言、用言、助辞ト云ツタ。助辞ヲ
体辞、用辞（すはりてに〈は〉、はたらきてには）トニ分ツタ。之ハ大体ニ於
テ前者ニ同ジダガ、一方ニ於テ詞ト辞トノ区別ヲイフ。詞は各一ツノコトワリ
ヲ持ツテ、ソノコトワリノ間ニ働ラキヲナシ、辞ハヒトリソ[ノ]コトワ[リ]ヲ
全ク持ツコトナク、詞ニヨツテ働キヲナスト云ツテヰル。詞[言葉]ヲ詞ト辞ト
ニ始メテ分ケ、[詞]ヲ体言、用言トシタモノデアロウ。詞ノ説明ニコトワリヲ
持チ、ソレヲ自ラデ或ル観念ヲ持ツモノデアルコトヲイフ。又てにはハヒトリ
ソノコトワリ云々ノト独立シテ或観念ヲ表ハスカ、否カト云フ点ヲ考ヘルモノ
ト思ハレル。其レ自ラ単独ニ用ヒラレルカ否カデ、単語ヲ詞ト辞トニ分ケタ。
活用ノアルナシデ、詞ヲ体言ト用言トニ分ケ、辞ヲ体辞ト用辞ト分ケタノデア
ル。
又、代名詞、感動詞、接続詞等ヲ体言ノ中ニ入レテ、属体辞ト名ヲツケ、又体
辞ノ中ニモ入レテアツテ、詞ノ上ニツクモノヲ 上ノてには トシ、詞ノ下ニ
ツクモノヲ 下ノてにはトシテ定メテヰルコトハ自家撞着デアル。
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以上ハ昔カラ我ガ国ニ起ツタ品詞ノ分類デアルガ、江戸時代デハ外国語ノ文法
ヲ国語ニ適用シタモノガ現ハレテ来タ。ソレハ鶴峯戌申ノ語学新書デアル。之
ハ和蘭文典ニ倣ツテ九品、九格ノ中、八品ガ我ガ品詞ニ当ルモノデアル。〇実
ヰ
体言
コ ト バ
ハ西洋ノ substantiveニ当リ、一切ノ事物ノ名辞デ、漢文ノ実字ニ当ル。
〇虚
ツキ
体言
コ ト バ
ハ ajectiveニ当ル。実体言ニヨツテ浅深軽重ヲ云フ。虚字ニ当ル。〇
代
カヘ
名言
コ ト バ
ハ（35）名詞[辞]ニ代ヘ用ヒルコトバ。pronoun デアル。〇連
ツヅ
体
キコ
言
トバ
ハ
particle ヲ云フ。分詞活用ノモノ。助辞ヲフ[含]〈ク〉ンデ実体言ニ続クモ
ノ。〈〇〉活用言ハ verbデ、事物ヲ活動セシムル言葉。及ビ支那ノ活字デア
ル。〇形容言葉 adverb デ、用言ノ働ラク様ヲ先ヅ形容シテ之ヲ詞デトトノ
ヘ、多クノ詞ヲ隔タルモ必ズ下ノ用言マデカカルノデアル。（ヨク知ルベシ）
〇接〈続〉言
ツ ヅ ケ コ ト バ
conjunction。切レタ詞[言葉]ノ下ニ置ニ於テ上下ヲ連ネ続ケル
詞デアル。（君モ人モ）〈〇〉指
サ
示
シ
言葉ハ preposition デ、の、に、より、を
等ノ所在、時刻等ニ続ケルコトヲ指示スルモノデアル。〈○〉感動言ハ嬉シキ
悲シキニツケ〈デ〉来〈ル〉嘆キ声、咳、警蹕ノ声ナド。之ハ和蘭ノ品詞分類
ニ日本語ヲアテハメタモノデ、不適当ナ処ガ沢山アル。明治ニ入ツテカラ小学
校ノ文典ノタメニ多ク作ラレル。色々多クノ英〈風〉ノ School English Gram-
marニツイテ作ラレタ。田中義〈廉〉ノ小学日本文典ハ英文典ニ基キ、名詞、
形容詞、代名詞、動詞、副詞、接続詞、感詞ノ七ツニ分ケタ。而シテ助動詞ハ
動詞ノ中ヘ入レテ、助詞ノ中デ格ヲ示スモノハ名詞ニ入レテ、時其ノ他ノモノ
ハ感動詞、副詞、接続詞等ニ入レテ、又形容詞ハ名詞ニツクモノダケヲトツタ
ノデ、よろし、美はし 等トイフ終止形ノモノハ しト云フ変ジナイ助動詞ト
合サツタモノト認テル。又花のト云フガ如キモ形容詞トシ、よくトカ、面白く
ナドハ副詞ト認メタ。而シテ各各品詞ハ主トシテ意味ニ基イタモノノ様デアツ
テ、名詞ハ万物ノ名目ヲ示ス。形容詞ハ事物ノ性質、有様ヲ示ス詞。代名詞ハ
物名ニ代ハル詞。動詞ハ一般ニ名詞ノ動作、起居ヲ示ス詞。副詞ハ動詞ノ示ス
動作及ビ形容詞ノ示セル性質等ヲ尚精（36）密ニ説示スル詞。接続詞ハ言葉ヲ
連ネ、句ヲ合セ文ヲ連結スル等スベテ中間ノ関係ヲ指スモノ。感[動]詞ハ喜怒
哀楽、情ニ感ジテ思ハズ発スル詞デアル。（明治七年成ル）
之ニ次イデ表レタモノハ中根淑ノ日本文典（明治九年）デアル。之ハ田中氏ノ
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七品詞ニモ一ツ後詞ヲ加ヘテ八品詞トシタ。之ハ大体助詞ニ当ルモノデアル。
之モ大体ニ於テ英文典ニヨツタモノデ、名詞ニ、物ノ名、代名詞ハ名ノ代リニ
[用フルモノ]。形容詞ハ[名詞ヲ]形容スルモノ（名詞[ヲ]）。動詞ハ働ラキヲ
ナスモノ。副詞ハ動詞ニ副フモノ。後詞ハ他ノ詞ノ后ニツクモノ。接続詞ハ前
後ノ詞ニツナグモノ。感動詞ハ不意ニ嘆息スルモノ[詞]デアルト説明シテル。
之ハ意味ニヨツテ分ケラレテヰルガ、前ノモノヨリモ他ノ詞トノ関係ヲ論ジ来
テルノデアル。コノ西洋式ノ文典ニハ古来ノ活用ト云フ事ガ余リ重キヲナシテ
ヰナイノデアル。――→（37）
――→《左欄：9.30》大槻氏ハ[明治]20 年ニ言海ヲ刊行シタ時ニ始メニ語法
指南ヲツケタノダ。明治三十年ニ広日本文典及ビ別記ヲ出シタ。之ハ大体ニ於
テ西洋式文典ノ日本語ニ不適当ナ点ヲ改メ、之迄ノ方式ニ於ケル研究デ之ヲ補
ツタモノダ。折衷文典トモ云ワレテル。品種 [詞]ハ八[]ツニ分ケテアル。
名詞、動詞、形容詞、助動詞、副詞、接続詞、てにをは、感動詞。代名詞、数
詞ハ文ノ中ニ於ケル用法ガ名詞ト同様デアルカラ、コレヲ名詞ト見ナシ、形容
詞ハ西洋ノ形容詞ト違ヒ、ムシロ動詞ニニテルガ、又動詞ト違フ点モアルノ
デ、之ヲ独立サセ、西洋ノ前置詞ニアタルモノ、名詞ノ格ニアタルモノハ、て
にをはノ中ニオサメタ。名詞〈ハ〉有形、無形一切ノ事物ノ名ヲ云フ。西洋語
ハソノ下ニ が トカ の トカ に、を、と、へ、より、まで 等ノ てに
をはニ接スベキモノヲ云フノデアル。動詞ハ事物ノ有意ノ動作又ハ無意ノ作用
ヲ云フ詞デアル。形容詞ハ事物ノ状態、性質、情意等ヲ形容シテ云フ詞。助動
詞ハ動詞ノ活用ノソノ意ヲツクサザルヲタスケル為ソノ下ニツイテ、更ニ色々
ノ意義ソヘル詞デアル。副詞ハ動詞又ハ形容詞又ハ他ノ副詞ニモ添ツテ、ソノ
意味ヲ色々ニ修飾スル詞デアル。てにをはハ、形ハ多ク短小デ、且独立シテハ
用ヲナサズ、他ノ語ト語トノ間ニタツテ、ソノ語ト語トノ関係ヲ示スモノデア
ル。
感動詞ハ喜怒哀楽等ノ凡テ人情、感動スル処アル場合ニ発スル声デアル。あ
な、いともかしこし ノ も、かな。接続詞ハ並ンダ同程ノ文又ハ句ノ間ニ入
リ上下ヲ続キ合ハセル詞デアル。之ハ詞ノ意味ニヨツテ分ケルト共ニ、ソノ用
ヒ方外ノ詞トノ関係トニモ注意シテル事ガ著シイ。
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詞ノ活用ト云フ様ナ詞ノ外形ニ関スルモノハ殆ンド分類（38）ノ標準ニナラ
ヌ。又コノ書ニハ語デアルモノト語デナイモノトノ区別ニモ注意シタノデ、之
迄てにをはト云ツテタ中カラ助動詞ノ様ナモノヲタテタ以外ニ、単ニ単語ノ成
分トシテ用ヒラレル接頭語、接尾語ヲ別ニ立テタノデアル。
次ニ岡沢鉦治郎氏ノ新式日本文典原理、日本文〈典〉要義（41 年）。岡沢氏ハ
西洋ノ文典ノ説ヲモ参考シ研究シタ上デ、日本語ニ一番適スル分類ハ、こと
（言）トてにをは（辞）トノ二ツニ分ケ、更ニ之ヲ二ツニ分ケタモノダ。こと
ヲ体言ト用言トニ分ケ、てにをはハ静辞ト動辞ニ分ケル。岡沢氏ハ文ノ成分ニ
ナル文素ト語トヲ区別シ、語ハソレ一ツデ文素ヲナス事モアルガ、而シ文素ト
云フモノハ、文ヲ構成スル直接ノ成分、語ハ文構成ノ間接ノ要素[成分]デアル
トシ、文素論ト語性論ノ二ツヲ分ケテ、文素論トハ文素ノ性質ヲ論ジ[性質ヲ
有セシナル所以ノ道ヲ論ジ]、ソノ成立スル所以ヲ論ジ、[ソノ]結合シテ文ヲ
ナス、文ヲシテ文タルベキ性質ヲ有セシムル所以ノ道ヲ明カニスルモノトシ
タ。語性論ハ文ノ単位タル語ノ性質ヲ論ジテ、ソノ成立スル所以ノ道ヲキハ
メ、ソノ結合シテ文素ヲナシ、モツテ文ヲナスニ至ラシムベキ所以ノ道ヲ明カ
ニスルモノトシタ。単語ノ文法上ノ分類ハ無論、語性論ノ分類ダ。語ノ性質ニ
ツイテ考ヘルト、語ハ Begriffヲ表ハシ、実際的ナ思想ヲ表ハサナイ。コノ思
想ヲ表ハスベキ素材トナル。ソノ実際ノ思考ヲ表ハスモノトシテ、言語ヲ考ヘ
ルモノハ文素論ノ仕事デアル。語性論ノ方デハ語ハ実際デハナイ、アル Beg-
riffヲ表ハスモノトシテ論ジラレ、語性論上ノ語ト云フノハ皆概念デ、観念ヲ
ナス事ナク、実際ノ結合ニヨラナイデ、個々別々ノ語トシテ（39）ノ性質ヲ論
ジレバ良イ様ダガ、語性論デモヤハリ文素論ノ準備的知識ヲ供給スルモノデア
ル以上、ヤハリ文素トシテ立ツタ場合ノ語ノ性質ヲトカネバナラヌ。ココニ語
ノ性質ヲ考ヘテ見ルト、三ツノ性質アリ、品
シナ
、形
カタチ
、チカラ[力]。シナトハ語
籍デアル。語ト云フモノハ、概念ヲ表ハスガ、実際ノ用ヲナス為ニ出キテルノ
デ、実際ニ当ツテ、応変ノ用ヲツクス様ニ従ツテ色々ノ〈異同〉ヲ生ズベキモ
ノガアツテ、ソノ〈異同〉ハ自ラソノ概念ヲ表ワス符牒[フチヨウ]ヲシテ意味
上色々ノ違
チガヒ
ガ出来、ココニ於テ品ノ区別ガ出来ル。次ニカタチトハ形態デ、
Begriffノ〈異同〉ニヨリ形ノ〈異同〉アルベキダ。チカラト云フノハ力量ト
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云フ事デ、語ガ已ニ Begriff ノフゴー[符号][複合]ノ一ツトシテ立チ、ソノ
Begriffヲ実際ニ応用セラルベキ様ニ従ヒ、〈異同〉アルベキモノヲ表ハス性質
ヲ有ツ。ソノ形態ガ声音、若クハ文字トソノ概念トノ〈抱〉合トニヨツテナル
トキハ、ソノ形態ヲ有スル語ニソノ形態ニ伴フ概念ノ思考ノ用ヲナス様ニ伴ツ
テ、語トシテ文ノ材料トシテノ職責ヲツクシ得ラルベキ力量ヲソナヘザルベカ
ラザルハ、自然ノ情理
リ
デアル。ココニ於テ語ニ力ノ差異アル事ガ分ル。ツマリ
力
チカラ
ハ用法デアル。以上ノ品、形、力ヲ貫クモノハ、心、即ち語意ダ。コノ三
ツノモノハ、語意ニヨリ定ルモノデアル。
コノ様ナワケデ、語性論ノ原理ハ意義ノ模型ヲタヅネルノヲ先トス。詞ノ意義
ヲ根本ノモノトシテ考ヘタ事ガ分ル。語性論ニ云フ語意ハ語ノモツテル意味ノ
模型ダ。語ノ品類ヲ語意ニヨリ分ツノモ Begriffトシテノ語意ノ模型ニヨツテ
ノ分チ[ツノ]デアル。
ソノ模型ハ色々ノ概念ヲモツモノデアルガ、（40）先ヅ三ツバカリノ区別ガ出
来ル。第一ハ具体的観念トナリ得ル Begriff。第二ハ抽象的観念トナリ得ベキ
Begriff。第三ハ観念トナリ得ベカラザル Begriff。コノ中ノ第一、第二ハ共ニ
観念トナリ得ベキモノニテ第三ト対立ス。全体ヲ二ツニワケル事ガ出来ル。一
ト二ハ、こと、三ガ、てにをはダ。コノ分類ガ語ノ品類ヲ分テ、語籍ヲ定メル
第一原則デアル。前ノモノハ独立思考トシテ立チ得ベキ性質ヲ有シ、后ノモノ
ハ、辞ノ類ハ独立思考ト[シテ]ハ立チ得ズ、ことニ属スル他ノ語ニ従属スル場
合ヲ想像スル時ノミ語意ヲ想像出来ル。之ガ分類ノ第一原則ダ。第二ノ原則ハ
静的思考ト動的（動クモノトシテ[考ヘル])思考ノ分チダ。[ことノ中ニ]静的
思考ノ模型ナル語意ヲモツモノ、動的思考ノ模型ナル語意ヲ有スルモノ、又て
にをはニモコノ二ツ区別アリ。之ノ区別ハ活用ノ有無ニヨリ、詞ノ形ニ表ハレ
テルノデ、明カデアル。カ様ニシテ四ツノ類ヲ次ノ定義ヲ下ス。体言ハ応用的
ニ概[観]念ヲナシ得ベキ静的思考ヲ現ハス語〈意〉ノ模型ヲ有シテ、働キナキ
詞ナリ。用言ハ応用的ニ観念ヲナシ得ベキ動的思考ヲ現ハス語〈意〉ノ模型ヲ
有シテ、働キアル詞。静辞ハ常ニ概念タルベキ特性ヲ有スル関係的概念ヲ有ス
ル静的思考ヲ現ハスベキ語意ノ模型ヲ有シテ、働キナキ語《原文詞》。動辞ハ常
ニ Begriffタルベキ特性ヲ有スル関係的 Begriffノ動的思考ヲ表ハスベキ語意
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ノ模ケイヲ有シテ、働キアル語。岡沢氏ハ西洋式ノ品詞分類ヲシラベタ。（41）
代名詞、数詞ハ名詞ト分ケル必要ナク、之ヲ体言ノ中ニ入レル。西洋ノ形容詞
ニアタルモノハ、日本語ニナク、[副]詞ハ体言ニ入レルベキモノデ、接続詞ハ
日本デハ、接続ニ関スルヨリ、詞トスベキデ、体言ノ中ニ入レルベキダ。感嘆
詞モ又体言ニ属スベキモノトシテ、名詞ノ中ニ入レル。以上ノ四ツヲ更ニクワ
シク分ケル事ニツイテハ色々考ヘタ后ニ〈更〉ニ体言ヲ正体言、準体言ノ二ツ
ニシ、用言ヲ作用言ト形態言トニ分ケタ。正体言、準体言トハ物ノ名ト有様ノ
間ノ区別デ、文ノ主素（subject）トシテ立チ得ベキカ否カニヨリ区別ス。準
体言ノ中ニハ副詞、接続詞、感嘆詞ガ入ル。
要スルニ岡沢氏ハ語義ヲ標準トシテ語ヲ分類シ、語形、用法等モ無論、ソノ考
ノ中ニハ持ツテ居ルノデアリ、事実上分類ニ用〈フル〉コト[フル事]〈ト〉ナ
ルノデアルガ、之等ハ純粋ニ語形又ハ用法トシテ分類ノ標準ニナルノデハナ
ク、之ニ対スル語ノ意味ヲモミナ分類ノ標準トシタ。
《左欄：10,7》 山田孝雄氏ハ、日本文法論ヲ表シ、之迄ノ説ヲ批評シ、自分
ノ新タナ論義ヲ立テタノデアル。四十一年ニ刊行サレタソノ要点ハ次ノ様デア
ル。
先ヅ単語ヲ独立観念ノ有無ニヨツテ分ケル。一単語デモツテ一思想ヲ表シ得ル
モノト、ソウデナイモノトニ分ケル。独立観念ヲ有セズ一単語デ一思想ヲ現ハ
シ得ナイモノハ、てにをはノ類デ、之ハ専ラ独立観念ヲ有スル言ヲタスケテ、
ソレ等ノ間ノ関係ヲ示スノデアル。コノ関係ヲ示スモノトソウデナイモノトノ
相違ハ、単独ニ観念ヲ有スルモノト（42）ソウデナイモノトノ区別ニ相当スル
カラ、凡ユル単語ハ先ヅ観念語ト関係語トノ二ツニ分ケ得ル。之ガ之迄ノ言ト
辞トノ区別ニ相当[ス]ルモノデアル。観念語ハ之ヲ自用語ト副用語トノ二ツニ
分ツ。自用語ト云フノハソレ自身独立シテ観念ヲ表ハシ、文ヲ形成スル骨子ト
ナリ、陳述ノ基礎トナルモノデアル。副用語ト云フノハ観念ヲアラハス事ハ自
用語ト同様ダガ、文ノ骨子トハナラズ、必ズ他ノ言葉ト結合シ、ソレニ依存シ
テ文ノ成分トナルモノデアル。自用語ノ中デ、概念ダケヲアラハシテ陳述ノ勢
力ノナイモノヲ概念語ト名ヅケ、陳述ノ勢力アルモノヲ陳述語ト名ヅケル。カ
様ニシテ凡ユル単語ハ四ツニ分類サレル。関係語ハてにをはノ類、副用語ハ副
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詞、概念語ハ体言、陳述語ハ用言ノ類ダ。ソレ故、コノ著者ハ便宜上、之ヲ体
言、用言、副詞、助詞トス。カ様ニシテ、西洋流ノ分類ノ、名詞、代名詞 数
詞ハ体言ノ中ニ入リ、動詞、形容詞ハ用言ノ中ニ入ル。副詞、接続詞、感動詞
ハ副詞ノ中ニ、てにをはハ助詞ノ中ニ収メラレル。助動詞ハ普通ノモノモ、換
言スレバ、用言ニノミツクモノハ、用言ニツイテ、ソノ陳述ノ力[即チ]統覚作
用（apperception)ヲ補フモノデ、用言ノ語尾トミトメテ、之ヲ〈複〉語尾ト
名ヅケル。助[動]詞ノツイタモノヲ一語トス。用言以外ノモノニツク助動詞
ハ、ソレ自ラニ於テ陳述ノ力ヲ持ツノデ、用言ノ一種トミトメテ、用言ノ中ニ
入レル。ソシテ、コノ分類ハ、語ノ順序カラ於テモ[云ツテモ]妥当ダトトク
[説ク]。即チ日本語デハ観念語ハ関係語ニ先立ツ。副用語ハ陳述語ニ先立ツ。
概念語ト陳述語トハ、陳述語ガ陳述ヲアラハス時ニハ、概念〈語〉ノ下ニ来
ル。陳述語ガ概念語ヲ装定スル（modifay スル）場合ニハ概念語ハ下ニ来ル。
（清き月）コノ様ニ[語ノ]順序ノ上カラ見テモ、カ様ニワケルベキ、陳述語ニ
ハカ様ニ（43）二種ノ場合ガアル。多クノ場合ニ於テ語形ノ変化（活用）ガ出
来ル。
以上山田氏ノ説ハ、関係語、観念語、自用語、副用語、陳述語、概念語ノ様ナ
〈語〉ヲ見テモ、詞ノ意義ヲ標準〈ニ〉シタモノダガ、山田氏自身ノ独特ノ分
類ハ、[第一]文章構造、作用、関係ニヨリ、第二ニ語ト語トノ関係ニヨル[ベ
キ]モノトシ、形態ヲ殆ド土台ニシテ〈ナイ〉ノデアル。日本文法講義ニハ更
ニ之ヲ詳シクシテ、品詞分類ノ標準ハソノ文法上ノ function 即チ単語相互ノ
関係ト、文章構造上ノ作用関係トヲ主トシ、之ニ対応スル形式ト意義トノ四ツ
ノ相関状態ニアルト説明シテル。文章構造上ノ作用関係トハ叙述ヲナストカ、
又ハ叙述ノ文ニナルト云フ意味デ、文法上ノ職能ガ主デアルガ、只職能ダケデ
ハイケナイ。之ニ対応スル語ノ形式ト意義、実地ノ状態ヲ考ヘネバナラヌトト
イテル。カ様ニシテ、観念語ト関係語トハ、単ニ形態・意義カラキタモノデハ
ナク、ソノ本性ノ文章構造上ノ[ニ及ボス]作用カラ来タノデアル。自用語ト副
用語ノ分チモ、文ヲ形成スル骨子トナルカ、或ハ他ノ者ニ結合シ之ニ依存シテ
文ノ第二次的ノ成分トナルカトノ区別デアル。〈概〉念語ト陳述語トノ区別モ、
文ト云フモノハ、ソノ資料トシテ〈概〉念ト陳述ノ力トヲ要スルモノデアル
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ガ、ソノ陳述ノ力ヲモツテルカ否カニヨリ区別スルモノデ、コノ区別ハ又形ノ
上ノ区別、形態上ノ区別ニモ一致スル。ソレ故、コノ様ニ分ケル。
カ様ニ見テ来ルト、山田氏ノ分類ハ文法上ノ職能ヲ主トシテ、意義及ビ形態上
ノ区別、及ビ語ノ位置ノ違ヲモ考慮ニ入レテ出来タ違ヒダ。山田氏ハ単語ヲ四
ツニ区別シタガ、四ツノ中デモ各区別シタ。之ニツイテハ后ニノベル。
次ニ松下大三郎氏ノ説ヲノベル。標準日本文法、大正年	（44）ニ於テ、独
自ノ文法ノ体系ヲタテ、語ノ分類ニ於テモ新説ヲ示シタ。氏ハ前ニノベタ様ニ
断句ト云フモノヲ立テタ。コノ断句ハ念詞カラ出来テオルモノデアルトシ、念
詞ハ又原辞カラ出来タモノデアルトシテル。念詞、略シテ詞ハ自己単独ノ力デ
観念ヲ表ハス声音的記号デ、断句ノ材料トナリ得ルモノトシ、更ニ念詞ヲ構成
スル資材トシテ原辞、又ハ辞ト云フモノガアル。之ハ観念ノ材料ヲ現ハスモノ
デ、単独デ一ツノ観念ヲアラハスト否トニ関ラズ、一ツノ意味ヲモツモノトシ
タ。カ様ニシテ普通単語ト云ハレテルモノハ、先ヅ主トシテ念詞ニ当ルノデア
ル。念詞ト云フノハ[私ノ]文節ト云フモノニ一致スル。一ツノ単語デ一ツノ文
節ヲナス事ノ出来ル独立詞ハ一ツノ念詞デアル事ガ出来ルガ、単独デ文節ヲナ
ス事ノ出来ヌ助動詞・助詞ハ、念詞デハナクテ原辞ニ属スルモノデ、原辞ノ類
ノ一種ノ助辞ニ入レラレルモノデアル。
松下氏ハ念詞ノ分類ヲ試ミテ、之ヲ品詞ト名ヅケタ。ソレ故、厳格ニ云フト、
松下氏ノ品詞ハ単語ノ分類ト云フ事ハ出来ヌガ、大体ニ於テハ単語ノ分類ニ近
イモノデアル。
念詞ノ運用ハ内外二面ニワケテ観察出来ル。内面ハ function、外面ハ職能ヲ指
示スル声音ダ。例ヘバ 花がちる ノ [花]が ガ作用ノ主体ヲ現ハスト云フ
事ハ、花ト云フ詞ノ職能デアル。ソレニツイテル が ト云フモノハ職能ヲ指
示スル為ノ音声デアル。念詞ノ職能ニハ固有職能ト偶有職能トノ二ツガアル。
固有職能ト云フノハ、ソノ言葉ノ本来モツテル職能デ、イツモソノ言葉カラハ
ナレヌ職能ダ。月 ト云フ詞ハ事物ヲ指シ示ス functionヲ持ツノハイツモツ
キ〈ソ〉ツテルノデ、ドノ場合ニモ離レヌ。偶有職能トハアル場合ニハ（45）
モチ、アル場合ニハモタヌ。月が出た ト云フノハ、月ガ作用ノ主体、月を見
る ノ月ハ作用ノ客体、コノ様ニ云フノガ偶有職能ダ。念詞ノ種類ノ相違ハ念
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詞ノ固有職能ノ〈違〉イダ。念詞ノ固有職能ニハ念詞ガ連詞（phrase)又ハ断
句ヲ構成スル事ニ関シテ、念詞ノ性質ニヨリ著シク異同ガアル。ソノ最モキソ
的ナモノニヨツテワケルト、次ノ如クニナル。
第一ニハ、事物ノ概念ヲアラハスモノ。即チ名詞的職能。
第二ニハ、作用ノ概念ヲ表ハシテ、他ヲ判断スルモノ。動詞的職能。
第三、属性（attribute)ノ概念ヲ表ハシ、他ノ概念ノ実体ヲ修補[スルモノ]。
之ハ形容詞的職能。
第四、属性ノ概念ヲ現ハシ、他ノ概念ノ運用ヲ修補[スルモノ]。副詞的職能。
第五ハ、直感的〈観〉念ヲ現ハスモノ。感動的職能。
以上ノ五ニ相当スル念詞ノ種類ガアル。之ヲ品詞ト名ヅク。
第一[ニ当ルモノ]ハ名詞ダ（之ハ体言ニ当ル）
第二、動詞（普通云フ用言ニ当ル）
第三ハ形容詞（西洋ノ形容詞ニ当ル）
第四ハ副詞（普通ノ副詞、接続詞）
第五ガ感動詞
之ヲ説明シテ云フニハ、念詞トハ凡テ観念ヲ現ハスモノダガ、[観念ニハ]直感
的観念ト概念トアル。概念トナラヌ直感的観念ヲアラハスモノガ感動詞ダ。次
ニ概念ヲ表ハスモノノ中デ、事物[ノ概念]ヲアラハス詞ガ名詞ダ。概念ニハ内
包ト外延トガアル。概念ノ対象ソノモノニモ内包ト外延トガアル。内包ト云フ
ノハ、ソノ事物ノ性質デ、外延ト云フノハソノ性質ノ支持力デアル。ソノ支持
力ト云フノガ詞デハ、[名詞ノ]物ト云フ意味デ表ハサレテル。モシ、外延ガナ
クテ内包ダケナラ、事物ノ概念デハ[ナク]（46）属性ヤ作用ノ概念ダ。即チ事
物ノ概念トハ外延ヲモツテルトシテ考へタ概念デ、ソレ故名詞ハ外延ヲ有スル
概念ヲ現ハス詞ト云ツテモ良イ。
次ニ動詞ハ作用ノ概念ヲ表ハシ、或ル物ニ対スル判断ヲ下ス詞デアル。月出
づ、風吹く。之ハ 月、風ヲ主体トシテ作用ヲ示ス。処ガ作用ノ概念ハ性質上
必ズ判定性ヲモツ。ソノ判定ノ対〈象〉ハ云ヒ現ハサレル事モアリ、云ヒ現ハ
サレナイ事モアル。今宵ハ月出ズ トハ、[之ハ]判定ス。判断サレルモノハ、
今宵 デアル。判定性トハ概念カラ云フノデ、動詞カラ云フト、叙述性デア
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ル。故ニ、動詞ハ作用ヲ叙述的ニ現ハス詞ト云フ事ガ出来ル。
次ニ形容詞ト副詞ハドチラモ属性ノ概念ヲ表ハス。他ノ詞[概念ヲ表ハス詞ニ]
従属シテ、ソノ意味ヲ修補ス。叙述性ノナイ詞ダガ、形容詞ハ概念ノ実体、即
チ意義ソノモノニ従属スルニ対シ副詞ハ概念ノ運用即チ意義ノ表ハシ方ニ従属
スルノデアル。この その あの あらゆる さる 等ヲモ形容詞ト云フ。
カ様ニ品詞ヲ分ケタ。之ハ前述ノ通リ、言葉ノ固有ノ職能ニヨリ分ケタ。コノ
職能ト云フ事ノ意味ハ、コノ場合デハ単ニ意味ト云フノト近ク、恐ラクソレト
明瞭ニ区別スル事ハ出来ヌト見ル。
《左欄：10.14，10.21》安田喜代門、昭和三年刊行、国語法概説ニ於テ、別ノ
見方カラ品詞分類ヲ試ミル。氏ハ従来ノ分類ハ内容、外形、職分ヲ適宜ニ加味
シタモノデ、折衷ノ割合ニヨツテ色々ノ類説ノ起ツタモノトシ、従来ノ説ノ欠
点ハ時間的ナ考ヘ方ニフレテイナイトシテ[トシテ]、発生論的見方カラ分類ヲ
試ミテル。即チ原始的ナ詞デハ、文ト単語ノ区別デナク一語即一文デアツタ
ガ、ソレガノビ育テ分裂シ、之ガ又[統]合スル。又一語一文デアツタモ〈ノ〉
ガイクツカ結合シテ一ツノ文トナリ、《左頁：「牛」ト云フ事ガ「牛ダ」ト云フ
事ニナル》何レノ場合デモ結合シ、結合スレバ必然的（47）《次の頁から 54頁
までは見開き両頁に筆記》ニソノ間ニ関係ガ出来テ、関係性ヲ伴ツテ来ル。ソ
ノ関係ニハ無制限ナ〈自由〉カラアル傾向ガ起ツテ来ル。ソノ傾向ガアル形式
ノ傾向ト共ニ、ココニ品詞ガ出来タノデアル。而テ多クノ品詞ハ同時ニ出来タ
モノデハナクテ、ソノ中デ、感動詞ガ最モ原始的ノモノデ、之ハ単語デモ、文
デモナク、他ノモノトハ語法上有機的関係ヲ有シナイモノデアル。カクスレバ
第一段トシテ感動詞トソレ以外ノモノトニ分ツベキデアル。感動詞ハ孤立語デ
アリ、他ノモノハ相関語デアル。感動詞ハソレ自ラデ一ツノ文ノ如キ役目ヲナ
スガ、他ノモノハ他語ト共ニ自由ニ色々ノ文ヲ構成スル力ヲモツテオル。デ、
関係ト云フコトガ語法上ニ於テ異ル故ニ相関語ト名ヅケル。次ニ幾ツカノ単語
デ構成サレタ文ニハ二ツ以上ノ中心点ガ出来テ、ソレガ統合サレルノデアル
ガ、ソノ中心点ヲナスモノハ重要ナ関係ヲアラハスモノデアリ、ソノ中心点ニ
対シテヤヤ従属的ナ小中心点ガ出来、ソレガイクツモノ〈段階〉性ヲナシ、小
中心ハ大中心ニ従属シテ一〈団〉トナリ、他ノ大中心ト統合シテ行クノデア
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ル。コノ複雑ナ関係ヲアラハス[ニハ]色々ナ方法ガアルガ、単ニ関係[ダケ]ヲ
アラハス[ダケノ、句ヤ]語ノ観念ヨリモ、ムシロ関係ノ方ヲ主トシテアラハス
語ガ出来テ、之ヲモツテ関係ヲアラハス文ニナル（――である）。デ、カカル
語ヲ形式語ト名ヅケル。サスレバ相関語ハ観念ヲアラハス観念語ト、ソノ運用
ヲアラハス形式語トノ二種ニ分レル。
次ニ観念語ノ中ニハ主位ニ立ツモノト従位ニ立ツモノ（従属的ナモノ）トガ
アリ、ソレニモイクツモノ〈段階〉ガアルガ、大別スレバ、主位ニ立ツモノト
副位ニ立ツモノトスルコトガ出来ル。主位ニ立ツモノヲ主用語トシ、副位ニ立
ツモノヲ副用語トスル。主用語ガ実体ヲアラハシ、数ヘ、はかり、さす（指）
ノト実体ノ属性ヲアラハスモノト、観念ノ上ニ二種ノ傾向ガ出来ル。前者ヲ体
言、后者ヲ用言トスル。従テ副用語ノ方ニハ体言ニ副フモノト用言ニ副フモノ
トノ二種出来ル。主用語ノ中デ、用言ト体言ハ始メハ殆ンド区別ガナカツタラ
ウ。ソノ中ニ、指スモノガ[代名詞式]最モ原始的ナモノデ、外界ノ音ヲウツス
所謂写生語モ又古クアツタデアロウ。之ニツイデ音（48）声ヲ象徴的ニ用ヒテ
色々ノ実体ヤ属性ヲアラハスモノガ出来、ソノ実体ヲアラハスモノガ后ニ名詞
トナリ、属性ヲアラハスモノガ用言トナツタノデアル。ソノ各ハ語形ヤ職能ト
伴ツテ明カニナツテ行クノデアル。属性モ色々ノ区別ガアル。大別シテ永久的
ノモノト一時的ノモノトニナル。即チ永久的ノモノハ之ハ性質、一次的ノモノ
ハ、動作 or現象ガ之ニ当ル。之等ハ元区別ガナカツタガ、后ニナツテ段々ニ
区別サレテ来タ[モ]ノデアル。
ソノ中デモ形容詞ハ活用ガ簡単デ、ソノ活用ノ語尾ヲトツテモ意味ノトレル点
デ、名詞ニ近イト云フコトガ出来ヨウ。副用語ノ方ハ従来副詞、接続詞ト云ツ
テキタモノガ之ニ当ル。本来ノモノハ殆ンド〈ナ〉ク、殆ド全部主用語カラ転
ジテ来タモノデアル。
次ニ形式語ハソノ語形ノ上カラ見レバ、単語トハ云フ事ハ出来ナイ。而シ語源
カラ見レバ、概念語カラ脱化シテ語法ノ関係ヲアラハス様ニナツタモノト推定
サレル。（来
ケ
(あ)り＝来有カラ）ソノ用法カラ見レバ、付属的デアルガ、而シ
ソレデモ単語ト云フコトヲ妨ゲナイ。而テソノ用法ハ、余程規則的ノモノデア
ル種[或種類]ノモノナレバ、イカナルモノニデモツクト云ヘル。故ニ、語源的
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ニ見テ、単語ト見テ差支ナイ。而シ規則的ト云ツテモ色々区別ガアル。助動詞
ハ動詞ニダケシカツカナイ。又助〈動〉詞ハ動詞ニダケシカツカヌガ、広クイ
ロイロノモノニツクモノモアル。助動詞ハ、助詞ヨリモ単語性ガ少イト云フ著
者ハ次ノ如キ表ヲアゲテ品詞ノ中ノ差異ヲ示シテオル。
第一次ノ品詞 〈第二次ノ品詞〉 〈第三次ノ品詞〉
《右欄：手帳参照》
コノ第一次、第二次、第三次ト云フノハ多分品詞性ノ強弱ニツイテ云ツタモノ
ラシイ。ソノ説ク所ニヨレバ、[従来研究ハ]程度ノ差ヲ無視シ、品詞ヲドレデ
モ一様ニ考ヘ、品詞性ノ（49）強サヲ分ケル事ガナカツタ。上ノ表ヲ三段ニワ
ケタノモ大別ニスギナイノデアツテ、第一段ノ中デモ副用語ハ主用語程ニ品詞
性ナク、相関語ハ孤立語ホドニモ品詞性ガナイト云ヘ様ト云ツテオル。[品詞
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性ハ何ヲ意味スルカト云フト]品詞性ノ説明ハナイガ、孤立語ハアル意味デ単
語デナイトモ云ヘル。只、[一個独立ノ][完]全体トシテノソノ強サヲ標準ニシ
テ云へバ、感動詞ホド単語的ナモノハナイト云ツテル。又語尾変化ハ他ノモノ
トハ関係依存ヲ濃厚ニスルモノデアルカラ、用言ハ体言ホドニ品詞的デナク、
用言中デモ、語根ガ短ク語尾変化ノ複雑ナ動詞ハ形容詞ヨリモ、品詞性ガナイ
ト云ツテルコトカラ察スレバ、品詞性ト云フノハ、独立性ト云フ意味ラシイ。
《上欄：品[詞]性＝品詞[的]デアルカナイカ》氏ハ又品詞ト品詞トノ境ハ多少
漠然ト動揺トヲ免レナイト説ク。
以上ニヨツテ見レバ、氏ノ分類シタ各類ノ説明ハ、山田氏ナドト大シタ変化ハ
ナイ様デアル。之ニ発生的考察ヲ加ヘ、又品詞性ノ強弱ニヨツテ分類ヲ立テタ
点ニ於テチガツテル。個々ノ品詞ヲ説明スル時デモ、感動詞ヲ先ニシ、代名
詞、名詞、形容詞、動詞、助動詞、副用語、助詞ノ順序デ説イテルノモ、カ様
ナ見方カラデアル。コノ発生ノ順序ト、品詞性ノ強弱トノ間ニイカナル関係ガ
アルカト云フコトハ、著者ハ解[説]カヌガ、大体ニ於テ発生ノ古イモノホド、
品詞性ガ強イト考ヘタデアラウト思フ。而シ[品詞ノ］発生順序ノ如キハ、言
語学上ノ仮定説デアル上ニ、フタシカデ極メテ大体ノ論デ個々ノ語ニツイテ運
用出来ルカ否カ疑ハネバナラヌ。而シ著者ガ単語ノ関係性ヲ重ンジテル事ハ大
ナ事ト認メネバナラヌ。
次ニ之マデノ説トハ少シチガツタ方法デ品詞ヲ分類シタノニ鶴田常吉氏ノ日
本口
コー
語法〈ガ〉アル。大正 13 年刊行。氏ハ従来ノ品詞分類ノ標準ガ、単語ノ
語法上ノ特質ニ求メナイデ、単語ノ意味ヲ基礎トスルノヲ遺憾トシテ、ソノ標
準ハ文法上ノ職能即チ文ノ主体トナルカ、付属的ニ用フルカ、概念ヲアラハス
ダケ[カ、又ハ]概念ノ外ニ文法上ノ種々ノ作用ヲソノ言葉自身ニモツテルカ
等、ツマリ文ガ構成スル単語ノ職能（50）[ト単語ノ]形ノ二点ニ求ムベキデア
ルトシタ。而シテ単語ノ意味モ文法上ノ職能、又単語ノ形ノ上ニ必然的関係ヲ
有[スル]場合ガ多イノデアツテ、カカル場合ハ意味ニヨル分類、即チ職能ニヨ
ル分類トナルノデ、従テ意味ヲ標準トシテ分類シテモ差シ支ハナイト説ク。而
シテ単語トヨブ第一、アル概念ヲアラハシ、従ツテ文ノ主体ニ立ツモノデアル
カ、第二、概念ヲアラハサズ文中デハ他ノ語ニ付属シテ、文法上ノハタラキヲ
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助ケルモノデアルカノニ区別シテ、前者ヲ言トシ、后者ヲ辞トシタ。ソノ中ノ
言ハ文法上ノ職能ヲ標準トシテ二ツニ分ケル。第一ハアル概念ヲアラハス以外
ニソノ語自身ニハ何ラノ文法上職能ヲ有シナイモノ。之ヲ体言ト云フ。概念ヲ
アラハス以外ニソノ語自身デアル文法上ノ職能ヲ有スルモノ、之ヲ用言ト云
フ。体言ハサラニ二分シテ、第一、アル概念ヲアラハシ、ソレニヨツテソノ事
物ヲアラハス。所謂名詞デアル。[第二、直接ニソノ事物ヲサシ表ハスコトバ
（代名詞）]。用言ハ概念ヲアラハスト共ニ文法上ノ職能ヲアラハス語デアルガ、
コレ又二ツニ分ツ。第一ハ種々ノ文法上ノハタラキヲナスコトヲ得。之ニ応ズ
ル為ニソノ形ヲ色々変化シ得ル詞デアル。之ヲ主用言ト名ヅケル。第二、只一
ツノ文法上ノハタラキヲナシ、従テ形ニ変化ノナイ詞デアル。之（大キナ時、
etc.)ヲ副用言ト呼ブ。コノ主用言が普通ノ用言ニ当ルモノ。形ノ上カラ三ツ
ニ分ケル[レル]。第一ニ、う段ノ音デ終ルモノ[動詞]。第二ハ、[口語デ]いデ
終ルモノ[形容詞]。第三、だデ終ルモノ。之ヲ別格形容詞ト云フ。副用言ハ只
一ツ文法上ノ作用ヲ有スル用言デアルガ、ソノ作用ニハ三アル。第一ハ体言ノ
上ニアツテ之ヲ装定スルモノ。之ヲ連体詞ト名ヅケル。（大きナド）第二ハ用
言ノ上ニアツテ之ヲ装定スルモノ。副詞デアル。第三、上ノ語ヲウケテ下ノ語
ヲ装定スルモノ。即チ接続詞デアル。
《左欄：11.21》辞ハ上ノ語ニ付属シテソノ語ノ文法上ノ職能ヲアラハスコト
バデアルガ、《欠字補充》変化スルモノ、即チ助動詞ト、変化セヌモノガ助詞
トニワケル。以上ノ鶴田氏ノ説ハ、職能ト語ノ形ノ二ツニヨツタモノデ、一元
的デハナイガ、語形ニヨツタモノハ、辞ノ分類ト、所謂主用言（用言）ノ中ノ
分類ダケデアル。又大部分ハ職能ニヨツタモノデ、之ニヨル分類法ハ、之迄ノ
職能ニヨルト称スルモノニ比シテ、余程簡明ト云ヒ得ル。（51）以上ノ諸説、
殊ニ后ニアラハレタ諸説ハソノ分類ノ標準、及説明法ハ様々デアルガ、分類ノ
結果ハ一致シテルモノガ多イ。第一ニ単語ヲ詞ト辞トニ分ツノハ、近頃ノニ多
イ。辞ノ内容ニツイテハ必ズシモ一致シナイ。山田氏ハ助動詞ヲ辞トセズ、複
語尾《欠字補入》ト見タガ如キ。第二ニ体言ト用言トノ区別ヲ認メルコトト、
之ハ古クハ辞ヲモ体言用言ニ入レタモノガアツタガ、近頃ハ[辞ハコノ二ツ]以
外ノモノト認メルニ至ツタ。体言ノ内容ニツイテハ大体一致シテル。岡沢氏ガ
増渕恒吉教授による橋本進吉の講義「日本文法論」筆記 45
副詞、接続詞、感嘆詞ヲ準体言トシテ体言ノ中ニ加ヘルノハ異例デアル。
用言ノ内容ニ一致スルガ、鶴田氏ガ副詞、接続詞ヲ副用言トシテ用言ノ中ニ入
レ[ル］ノハ異例。第三ニ詞ノ中デ体言、用言以外ニ尚一類ヲタテルノガ多イ。
山田氏ハ副詞、松下氏モ副詞、安田氏ハ副用言トシタ。第四ニ以上ノ他ニナホ
他ノ類ヲタテルモノガアル。（詞ノ中）安田氏、及ビ松下氏ハ感動詞ヲ、松下
氏ハナホ形容詞ヲ立テル。之ハ鶴田氏の連体詞ト同ジモノデアルガ、之ヲ副用
言ノ一種トス。第五ニ辞ハ助詞ト助動詞トノ二ツニ分ケル。
以上ハ分類ノ結果ニツイテデアルガ、次ニ分類ノ標準ヲ見レバ、先ズ単語ノ意
義ヲ標準トス。之ヲ顧ミナイモノハ、古クカラ我レニ発達シタ諸説デハ、語ノ
形、殊ニ活用ヲ重ンジ、活用ノ有無ニヨル分類ヤヲ[ヲ］試ミタモノマデ出来
タガ、西洋ノ語法ヲ参照シタモノニハ単語ノ職能ト云フ考ヘガ加ツテ、遂ニハ
単語ノ文法上ノ職能ガ最モ大切ナ標準ト云フモノマデ出来タノハ、活目スベキ
コトデアルト、参考ノタメニ西洋ノ分類ノ説ヲアゲテミタイト思フ。
Delbrückハ Syntax比較文法論ニ於テ、品詞ニハ四ツノカン点ガアルトシテオ
ル。第一ガ Herkunft[由来]、第二ガEigene Bedeutung、第三ガ語形式 Form、
第四ガ用法 Verbindung。由来 Herkunft ニヨル説ハ、Franz Boppノトツタ説
デ、アラユル単語ノパン[半]ハ動詞的[語]法カラ出タモノデ、パン[他ノ
一半ハ]代名詞的語法カラ出タモ（52）ノト説ク。
第二ノ固有ノ意味ニヨルモノハ、代名詞的ノモノハ明カニ分ケウルガ、名詞ト
動詞トノ分チガ困難デアル。文ヲ他ニ[文ヲ外ニ]シテハ考ヘラレヌモノガア
ル。故ニ固有ノ意味ハ顧慮スル[顧ミル]価値ハアルガ、分類ノキソトシテハ不
適当デアル。第三ノ形式ニヨルモノハ、Schleidenノ試ミタモノデ、Indo‐er
語ハ名詞ニ格語尾ヲモツモノ、動詞ハ人称語尾ヲモツ。感動詞ハ vocative（呼
格）ノ他ハ皆名詞ト動詞トニ帰スル。副詞ハ大概ハ副詞《？》ノ簡略ニナツタ
モノト云へル。前置詞、及接続詞、及 Partikel（助語）ハ起原ニ於テハ多クハ
格ノ形カラデアツテ、稀ニハ動詞、形容詞デアルト、説クノデアル故ニ、動詞
的ノモノ、名詞的ノモノ、活用ノナイモノト分カツコトノ出来ルモノデ、第三
ノモノハ意味ノ上カラハ尚分チウルモ、カクスレバ分類ガ不統一ニナルノデア
ル。又昔ハ語形式ガアリ、今ハナイモノモアル。英語ノ如キハコノ標準ニノツ
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トル事ハデキナイ。第四ニ Satzteil Verbindungニヨルモノデ、之ハ一ツノ
コトバデ、色々ニ用ヒラレルノデアル[カラ]、語類(Wortarten)デハナクテ、
之ヲ用ヒル場合ノ Begriff、見方ニヨツテ、Verwendung Begriffヲ分類ノ規準
ニセネバナラヌトシ、次ノ如クニ分ツ。第一ガ陳述（Aüsage[Aussage]）ノ
土台トナルモノ。之ガ Substantiva(実体語）（体言式ノモノ）ト云フ。之ハ語
彙的ノ category デハナイ。文章法上ノ category デアル故ニ、多クノ語類ガ
Substantiva トシテ用ヒラレ得ルノデアル。第二ガ陳述語ト云フモノデアル。
之ハ用言ニアタルモノデ、本来名詞カラ出来タ[処ノ]動詞モ之ニ入ル。第三ガ
修飾語（Attributiva Wörter)デ、之ハ Substantiva ト Aussage Wort トノ両方
ニツク。Genetivモ之ニゾクスル。又前置詞又ハ副詞モ動詞ノ Attribute トシ
テ用ヒラレタモノハ、コノ中ニ入ル。第四ガ接続語（Verbindende Wörter)、
Copula、前置詞（名詞ノ格ト動詞ノ間ニ入ル)、接続ノイミヲ[持ツテル parti-
ciple Partikel]。第五ガ、Hervorheben[Hervorhebende] Wörter(提示語）ハ
Partikelノ中ニ之ガアル。カカル四ツノモノヲアゲテオル。而シテ最后ノモ
《欠字》ナモノト考ヘテオル。（53）
之ハ[Redeteilデハナイ]Satzteilナモノデ、普通ノ品詞分類トハ少シ異ツタモ
〈ノ〉ト見ラレルモノデアル。又、之ハ Syntaxヲ説明スル上ノモノデ、多少
特殊ナモノトモ見ラレル。日本語ノ如ク単語自身ニ各ノ形式ヲモツコトガ少
ク、文章[法ノ]上ニ重キヲモツ[カ様ナ構造ヲモツ]言語ニハカカル見方ガ余程
参考ニナルト思ハレル。
《次ハ巻末ニアリ》
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《上欄》 半 余
book 書
talks 動詞三人称 books 複数
loved 過去 blue eyed 形容詞
《54頁ヨリ続ク 10.28》
Jespersenノ Phylosophy of Grammarニ於テ次ノ如ク説ク。自分ノ意見デハ語
ノ形モ職能ノ何レヲモ考ノ中ニ入レネバナラヌガ、特ニ emphasize スベキ事
ハ、形ハ最モ明白ナシルシデハアルガ、一ツノ言語ニ於テハ別類デナイ所ノ語
類モ他ノ言語ニ於テハ別類ト認メルト云フ様ナ事ガアル。意味ハ甚ダ大切デア
ルガ、取扱フノニハ最モ困難デ、簡単デ分リ易イ分類ヲナス事ハ不可能ナル事
デアルトシテ、色々ノ言語ノ中デ各ノ語類[ハ]決マツタシルシノアルモノト、
外部ノシル[シ]ノ全クナイモノトノ型ヲ想像シ、人工語エスペラント語、殊
ニ idoハ前者ニ、支那語ハ後者ニ属スルモノトシ、英語ハソノ中間デアツテ、
ムシロ支那語ニ近イモノトシ、同ジ語デ色々ナ語類ニ属ス事モアリ、又一ツノ
語類ニシカ属サナイモノモ有ル事ヲ挙ゲテ[ソシテ]云フニハ、アル一ツノ語ガ
何レノ語類ニ属スルカヲ見出スニハ、一ツノ形ノミヲ見テモ殆ンド無益デア
ル。活用（スル）語尾デ一ツノ部類ニシカ用ヒナイ[ト云フ様ナ事]モノモナ
イ。而シ、ソノ語尾ト同時ニアラハス意味ヲモ考ヘル時ハ語類ヲ分ツシルシト
ナル時モアル。又或ル語ト結合シテ用ヒルコトニヨリ、語類ヲ決定シ得ル事ガ
アルト云ツテ居ル。(books，goes，loved，blue‐eyed)
彼ハ一般的[諸]言語ノ文法ニツイテ云ツテルノデ、[特]殊ノ文法ヲ論ズルニ
[ニ就イテハ違ツタ点モアロウガ]、単語ノ用法ヲ重ンジ殊ニアル一ツノ場合ノ
ミナラズ、多クノ場合ニツイテ考ヘルベキ事、他ノ詞（71）〈コ〉トバト[ノ]
結合シテ[ニツイテ]考ヘルナドト云フ事ハ余程参考スベキデアル。殊ニ単語ノ
変化ノ《欠字補入》少ナイ[英語]ニ例ヲトツテルノハ、日本語ノ如キ単語ノ形
ノ特徴ノ比較的ナイ言語ニハ一層参考スベキコトデアル。
日本及ビ西洋ノ品詞分類ニツイテ見タガ、[品詞分類ノ標準トシテアゲラレ
タノハ]、語意ト職能及ビ〈語形〉。第一ノ語意ニツイテ考ヘル。ソレハ単語ノ
アラハス意味ト意識ニノボル一切ノ事物ノ観念デアル。ソノ意味ニヨリ分類ヲ
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セントスルナラバ色々ナモノガ可能デアル。タトヘバ具体的ナモノ抽象的ナモ
ノ、動植物、天地、地等々トカ分ツ事ガデキルデアロウ。物質的、精神的、自
然的、人工的、実体ト属性等々デアル。語意ガ品詞分類ノ標準トスルナラ、単
語ノアラハス意義ノ中ニアル特別ナモノデナケレバナラヌ。カウスレバ、何ヲ
標準トシテ特殊ノモノヲエラビ出スノカ、問題デアル。言葉ノイミハ[即チ事
物ノ観念ハ][ドウユフモノカ]如何様ニモ分類シウル。言語ノ意味ハ言語上ニ
アラハレタ観念ノ区別シカ取扱ハヌ。数ノ観念ニシテモ、[西洋ニ於テハ語法
ノ上デ]、単数、複数ニ分ケ、而シ数ソレ自身ニツケテ考ヘレバ、一ト二以上
[ト]ニ《左欄：単数ト複数トニ》分ケネバナラヌト云フコトハナイ。シカシ、
カカル色々ノ分ケカタハ言語ノ上ニハアラハレナイ。言葉ノ形ノ上ニアラハレ
テルノハ、一ト二以上ノチガヒダケデアル。意味ニヨツテ分ツトスレバ、意味
ノ違ヒガ形ノ上ニアラハレテ来〈ル〉事ガ必要条件ニナル。
次ニ語形ニツイテ、之ハ単語ノ外形ト云フイミニ取ツテ見レバ、単語ハソノ外
形ニヨツテ如何様ニデモ分チ得ル。言葉ノ最初ノ音ニヨツテ分類モシ得ル。
（辞書等）最后ノ音ニヨツテモナシ得ル。Walker : Rhyming Dictionary ノ如
キ、又中程ノ音ノチガヒデ分類モシウル。Loring：Rhymersü Dict。支那ノ
韻書等モ、東 tông chong tsong lang ナド。又、語形ガ変ズルカ否カ、
即チ単語ハ常ニ一定ノ形ヲトルカ、時ニヨリ変化スルカニヨリ、而シテ変化ス
ルモノハソノ変化異同ニヨリ分類スル。カ様ナ分類ノ中デ何レヲ品詞分類ノ標
準トシテトルカト云フコトハ、他ノ標準カラ判断セネバナラヌ。ソノ標準ハ
（72《右頁に筆記》）
何カ。ソレハ意味デアル。タトヘ語形ガ変化シテモ、ソノ変化ガ意味ニ全然無
関係ノモノトスレバソノ変化ニ何等ノ規則モ立テエナイ。従テ文法ノ問題トナ
シ得ナイ。動詞ノ活用ニツイテ見テモ、形ノ同ジ外形ヲモツモノハ必ズシモ同
ジモノトハ取扱ハヌ。同ジ意味ヲ持ツモノヲ同等ノモノトシテ取扱フノデア
ル。
行く き け く 時
起く き きよ くる
来く き こよ くる
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受く け けよ くる
形ヲ取扱フ時モ意味ガ大切デアル。[コノ]意味ガ多少異ツタ趣ノモノガアガ
ル。云ヒ切レ他ヘ続ク、イカナル関係デ続クト云フ様ナ性質ノモノデアル[事
ガアル]。コノ種類ノイミハ別ニアラハサレズ、語ノ示スイミト一緒ニアラハ
サレルコトガ多イ。故ニ之ヲ普通ノ意味トハ云ハズニ、職能ト呼ブコトガ多
イ。
次ニ職能ノ事。他ノ語ヲ修飾スル or 文ノ主語ニナル、述語ニナル等々ヲ職
能ト云フ。修飾スルトハ、他ノ語ニカカツテ、他ノ語ノ意味ヲ潤色シ、限定ス
ル。ツマリ語ト語トノ意味ニ関係スルモノ。主語ト述語ノアラハス動作状態ヲ
何ガナスカヲ示スノデ、言葉ノ意味ニ関スルモノ[コト]デアル。述語ハ陳述ヲ
アラハスト云フ事モ之モ意味ニ属スルノデアル。松下氏ガ名詞ガ事物ヲアラハ
スノヲ名詞ノ固有ノ職能ト説イテルガ、カカルコトマデモ職能ト云フハ之迄ノ
用語例カラ見テ疑問デアルガ、イミニ属スル事ハ確カデアル。カウ考ヘレバ、
職能ハ言葉ノ意味ニ[属]スルモノデアルト云ツテヨイノデアル。〔Ortel Lec-
tures on the Study of Languageノ章ノ中ニトイテル。fatties functionノイミデ
アル。〕而ラバ如何ナル種類ノイミカト云フニ、大体ハ多クノ語ト語トノ関係
ニヨツテ起ル意味デアル。二語ガ連結シテ用ヒラレル場合ニオコル意味デアル
事ガ多イ。モシ一ツノ単語ガ常ニ単独ニ用ラレル時ハ、コノ問題ハ起ラヌ。二
ツ又ハ二ツ以上ノ単語ノ集[ツテ]ハ各ノ有スルイミガ綜合セラレ、スベテノモ
ノガ一ツノ纏ツタ思想ヲアラハス処ノ文ヲナスニ至ル。故ニ[〈カク〉初メテ職
能ニ関スル]コノ問題ガオコルノデアル。（73）而シナガラ、タトヘ多クノ言葉
ガ集リ文ヲナシテモ、何レノ言葉デモ[自由自在ニ結合シテ意味ガ]綜合サレル
意味ヲ構成スルナラ、[タトヘ]職能ハアルトシテモ、アラユル語ハアラユル職
能ヲ有スルコトニナリ、職能ニヨツテ分類シ得ルコトモナク、又必要モナイノ
デアル。而ニ多クノ国語デハイロイロノ職能ガ区別サレテ、色々ノ語ヤ語形
ガ、ソノ職能ヲ分タンシテル為ニ、アル一種ハアル種ノ職能ヲ有シ、アル種ノ
語ニ対シテハアル関係ニ立チ得ルモ、他ノ語ニ対シテハソノ関係ニ立チエナイ
コトガアリ、語ト語トノ結合ガ制限セラレテオルノデアル。カ様ナコトハ言語
トシテ大切ナ事デ、カ様ナ点デ語ヲ分類スルコトハ言語ノ構造ヲ研究スル上デ
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大切ナコトデアル。今次ノ如キ語ノ結合ガアル。
きれいな本、そまつな本、をかしな本、赤い本、読む本、見る本、及我が本、
ナドト云フノハ、本ニ他ノコトバ[意味]ガカカハリ、之等ノコトバデ意味ガ限
定セラレテオル。今ノ本ノ変リニ、絵 ヲ入レカヘテ見ル。事 ヲ入替ヘテモ
同ジ。カカル点デ、本、絵、事ナドハ同ジ性質ノモノト云フ事ガ出来ル。其ノ
替リニ、[書く]、よむ、殆んど、からし ナド入レテモ、本ト同ジ様ナ関係ヲ
アラハサナイノデアル。故ニ前者ト后者ト別ノ類ト云ヘル。又、本がある
ハ、本が ト云フてにをはヲツケテアル所[あるモノ]ヲアラハス。コノ本ノ代
リニ。絵 ヲ入レテモ同ジ関係ヲアラハス。ココデモ同ジ性質ヲ有スルト云ヒ
得ル。ソノ他色々ノ場合、之等ノモノハ、他ノモノニ対シテ同ジ様ナ結合ヲナ
ス。即チ同ジ職能ヲモツト云ヒ得ル。カ様ナ点カラ、本、絵、〈事〉ナドヲ一
類トナシ得ル。カ様ニ他ノ言葉ト結合スル時ノ性質ノチガヒニヨリ[性質ニヨ
ツテ]、分類スル時ハ、出来ルダケ、チガハヌモノト[違ツタ場合ニツイテ]区
別シ、考ヘネバナラヌ。デナケレバ、他ノモノトマギレルコトガアル。タトヘ
違タモノデモ、アル場合ハ同ジ職能ヲモツテル場合モアルカラデアル。ダガ、
之ヲモツト他ノモノト比ベル時ニハ、異ツタ点ガアラハレテクル。
きのふ帰つた おそく帰つた きのふが日曜だ、か。カ様ニ違ツタ種ノ語デア
ツテモ、アル場合ニハ同一職能ヲ共ニモツテル[事アリト]トスレバ、（74《右
頁に筆記》）之ヲ見分ケルニハ、ソノ類ニ特有ナ職能ヲ標準ニスレバ良イ。カ
カル見方カラ体言ハ主語タリウル語、用言ハ述語タリ得ル語デアル。副詞[ハ]
用言及ビ他ノ副詞ヲ修飾スルコトバ。接続詞ハ、語ト語トヲ結合スル為ノコト
バ。助動詞ハ他ト連結シ得ナイコトバデアルト云ヒ得ル。助動詞助詞ハ常ニ他
ノ語ニ付属シテノミ用ヒラレル語ト云ヒ得ル。之ニ対シテ助動詞以外ノコトバ
ハ、比較的独立シタコトバデアルト云ヒ得ル。（75）
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《54頁下欄以下の図あり。図は原文では縦書き》
《左欄：11.4》コノ様ニ分類スルト見レバ、辞ハイツモ他ノ語ニ付属スルモノ
デアリ、之ニ対シ語ハ独立シテ、他ヲ従属セシムルモノデアル。コノ様ニ二ツ
ニ分ケル。詞ノ中デ感動詞ハソノ意味ガ外ノモノト連合スルコトナク、〈孤〉
立スルモノデアル。感動詞以外ノモノハ意味ガ互ニ〈制限〉シ連合シ得ルモノ
ダ。ソノ中感動詞以外ノ副詞、接続詞ハイツモ外ノ語ニ従属スルモノデ、副詞
ハ他ヲ修飾シ接続詞ハ外ノモノヲ接合サセ、体言、用言ハ他ノ語ニヨツテ従属
セラレルト共ニ、又互ニ主語、述語ノ関係デ対立シ得ルモノト云フ事ガ出来
ル。ソノ中デ体言ハ主語デアル事ガ出来、用言ハ述語デアル事ガ出来ル。カ様
ニスレバ、職能ヲ基礎トシタ一通リ系統立ツタ分類ガ出来ルノデアル。ソシテ
ソノ分類ハ凡ソノ分類ニ於テ安田氏ノ分類ニニタモノニナルノデアル。トニカ
ク function ト云フ事ヲ土台ニシタ分類ハ語法上カラハ見テ大切デアル。何ト
ナレバ、functionニヨリ分類シテオクト、語ガ集ツテ文ヲナス場合ニ同ジ類ニ
属スル色々ノ語ハ大抵ノ場合ハ同ジ類ニ属スル色々ノ詞[言葉]ニ対シテ皆同ジ
関係ニタツノデ、ソノ間ノ意味ガ結合サレテルノデアルカラ、文構成ノキマリ
ヲ比較的簡単ニ概括シテ説明出来ルノデアル。語ヲ分類スル際ハ決局コノ点ニ
アルト云ツテモ良イ。functionニヨル分類ハ結局必要デアリ、又〈デキル〉ト
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云ヘル。又ヨク考[ヘ]ルト function ト云フ言葉ハカナリ曖昧〈デ〉アル。之
ハ文トシテ外国ノ文法カラ入ツテ来タ考ヘダガ、てにをは ノ類ガ他ノ語ニ加
リ、付属的ノ意味ヲアラハス。ソレヲ てにをは ノ職能ト云ヘルカドウカハ
疑ハシイ。花を見る とる。トニカク function トハ、言葉ノ意味ニ関リ[ソシ
テ]多クハ文構成ノ上ニ表ハレテ来ル意味ノ関係ニゾクスル事ダ。（55）無論意
味ノ違ガ全然言葉ノ形ノ上ニ表ハレテ来ナケレバ、無論文法上ノ問題トナラヌ
ガ、之ガ単語ノ形又ハ語ト語トヲ結合サセル上ニ表ハレテ来タモノハ、無論文
法ノ問題ニナル。職能ト云フ様ナ anbiguous[アイマイノ]ナ言葉カラ離レ文構
造上ノ語ノ関係ヲ明カニシ、出来ルナラソノ上カラ語ノ分類ヲ試ミタイト思
フ。
文ノ方カラ出発スル。文ト云フモノハ、前章デ述ベタ通リ、アル一定ノ意味
ヲ有シ、ドンナ場合デモ中断スル事ナク一続キニ発音サレル単位カラナツテ
ル。コノ単位ヲ一ツノ単語ト云フ事ハ出来ナクモナイガ、普通語ト云フモノ
ハ、之ト同ジモノデハナク、故ニ之ヲ后ニ文節ト名ヅケル。スルト、コノ文節
ハ一ツノ単語又ハ二ツ以上ノ単語カラ成立ツ事モアル。単語ノ方カラ云フト単
語一ツデ文節ヲナス事ノ出来ルモノモアル。又常ニ他ノ単語ニ伴ツテ始メテ文
節ヲナス事モアル。前ノガ詞、后ノハ辞デアル。前者ヲ独立詞、〈後者ハ〉《欠
語補充》[付]属辞トス。コノ二ツノ違ヒハ文構成ノ最少単位デアル文節構成上
ノ単語ノ性質ノ違カラ、之ヲソノ文等ノ意義ニヨツテ考ヘルト、辞ノ意味ハイ
ツデモ独立詞ニ付属シテ表ハレルノデアツテ、単独ニ辞丈ノ意味ヲ思ヒ浮べル
ノハカナリ困難ヲ呈スル程ニ付属性ヲモツテルノデアル。詞ノ方ハコレニ対
シ、キリハナシテ対象ニ考ヘ得ベキ意味ヲ表ハシ、之ニ付属辞ノ示ス付属的意
味ヲ添加セラレルモノデ、比較的独立性アリト云へル。ソノ様ナ意義ノ関係ノ
上ノ違ヒガ文節構造ノ上ニ現ハレテ居ル。
次ニ文ニハ文節ガ一ツ又ハ二ツ以上結合シテアルガ、ソノ文節ハソレデ言ヒ止
メニスルカ、又ハ意味ガ他ニ続イテルカ、ソノ二ツ場合シカナク、ソノ他ヘ続
イテ行ク場合ニハ、色々違ツタ続キ方ガアル。《左頁：昨日 公園ヲ 歩イテ
タラ 友人ニ 逢ツタ》ソノ切レ続キ、[意味上ノ違ヒトカ]、続キ様ノ様ガド
ンナ風ニ言語ノ上ニ表ハサレテルカ、之ニハ色々ノ（56）方法ガアル。第一
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ハ、ソノ様ナモノヲ現ハスベキ何等特別ノシルシノナイモノデアル。第〈二〉
ニ特別ノシルシノアルモノ。之ヲ A、B二ツニ分ツ。《右欄：直接、おい ―
よ まて》
(Ａ) 辞ヲツケテ示スモノ 公園を。友人に ノ に。 世界は ノ は。
(Ｂ) 特別ナ文節ヲ加ヘルモノ 米国及ビ日本 ノ 及ビ。
(Ｃ) 文節ノ終リニアル単語ノ特別ノ語形ニヨリ之ヲ示ス。友人トあ[つ]た
ノ た。尋たら ノ たら。コノ様ナ色々ノ方法ガアル。
次ニ単語ト文節トノ切レ続キヲ考ヘル。先ヅ独立詞ニツイテ云フト、昨日、
英国トカ日本トカ、三大師、口トカ、之等ノ詞ハ体言と云ハレルガ、単独デ文
節ヲナス場合ハ切レルトモ続クトモ、又ドウイフ風ニツヅクトモ、之ハ明カデ
ナイノデアル。ソノ事ニハ無関係デアルト云へル。タダ、ソレハ前后ノ関係デ
判断出来ル丈ダ。之ニ が ダトカ、の ダトカ、を ダトカ等ノ如キ付属辞
ヲ加ヘタ文節ハ切レ続キガハツキリシテル。
次ニ用言ニ属スル[モノ]。歩く、く、待つ [面白イ]。之等ノモノハ、単独デ
文節ヲナス場合ハ大抵ハ切レ続キガハツキリ分ツテル。ツマリ、切レル場合モ
アリ、続ク場合モアルガ、ソレニ応ジテ言葉ノ形ガ変ツテル。コノ様ナ種ノモ
ノハ、[又]付属辞ヲツケル[テ]、行けば、行くが、行かうが、良いけれども、
面白いから、等ト用ヒル。ソノ場合モ、大抵ハ切レ続キガ明カダガ、ソノ場合
ニハ、てにをは ヲ取去ツタ后ノ形、ソレハ何ヲ意味スルカ、我々ニハ分ラナ
イ。次ニ副詞ハ、〈一日〉、大抵、等々《？》等ハソレ丈デ文節ヲナシタ場合ニ
切レ続キヲ示ス特別ノシルシヲバ持タヌ。而シ之ハイツデモ[外ニ]続ク。ソコ
デ切レルト云フ事ハナイ。
次ニ接続詞ノ、及ビ、或ハ、ソウシテ等々ハ、特別ノシルシハナイガ、イツモ
続ク。感動詞ノ類、おや、やあ、いいえ、はい、等、之モ文章自身ニハ（57）
特別ノシルシハ持タヌガ、之モ一旦切レル。コノ様ナ切レ続キヲ考ヘル以上ハ
詞ダケニツイテ観察シタガ、詞ガ単独ニ文節ヲナシタ場合ニハ、ソノ文節ノ切
レ続キハ詞ソノモノノモツ切レ続キノ意味ニヨリ、キマルノデアルカラシテ、
ツマリ単語ノ切レ続キノ関係ハ大体次ノ様ナ種類ガアルト判断シテ良イト思
フ。
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切レタリ続イタリスル[（語形変化）]場合、之ヲ示スシルシ（言葉ニ活用語形変
化アル事）ヲモツモノ[単語]、之ガハ用言。ソノシルシヲ持タヌモノ、之ハツ
マリ活用ノナイモノトナル。之ニ三ツノ種類アリ。ソノ第一ハ、切レ続キガキ
マラナイデ、場合ニ応ジテ之ガオコル。体言デアル。第二ガ続クモノ。之ガ副
詞、接続詞。第三ガ切レルモノ。之ガ感動詞。ツマリ四ツノ種類ガ出来タ。コ
ノ中デ続クモノハ副詞、接続詞。之ラモ続クガ、之ニ対シ一ツ名ヲ立テ副詞、
接続詞ヲ[ノ区別トシ] [ソノ中デノ区別ト]シタ方ガ良イト思フ。安田氏ハ之
ヲ副用言ト呼ブ。ココニ問題ニ[ト]ナルノハ、ココニ続クモノハ副詞ト接続詞
ダケデ良イカト云フ問題ダ。松下氏、鶴田氏ノアゲタ体言ノミヲ修飾スルモ
ノ。この、その、等ノ類ハ現代ノ口語ニ於テハ語形変化ガナイ。イツモ体言ニ
続ク丈デアツテ、ソノ外ノ切レ続キハナイノデアルカラシテ、矢張リ続ク種類
ノモノノ中ニ入レルベキモノト思ハレル。
次ニ辞ハドウカ。之ハイツモ単独ニ現ハレル事ナク、イツモ独立詞ト文節ヲナ
ス。ソレ故辞ダケノ切レ続キノ関係ハ独立詞ト伴ツタ文節ヲナシタ場合[モノ]
カラ[ノミ]推量ス[サレ]ル。《左頁：ゆかせる、ゆかない》之等ハ、切レル場
合ニモ、続ク場合ニモモチヒ、各々ソノ場合ヲ区別ヲシテ示ス記シガ語自身ニ
アル。之ガ普通助動詞ト云ハレル。次ニ助詞又ハ てにをは ト（58）云ハレ
ルモノニハ色々ノ種類ガアル。の、を、より、へ 等ハソレ自ラ切レ続キノし
るしヲモタヌ[確カデナイ処ノ]体言ニツケバ、続ク文節ガ出来ルカラ、続クモ
ノト考ヘル。けれども、のに、ば、之等ハ用言ニツイテ他ニ続ク文節ヲ作ルノ
デアル。之モ矢張リ続クモノト考ヘラレル。は、も、さへ、之等ノモノハ矢張
リ体言ニツイタ場合ニ続ク文節ヲ作ルカラ、ソレ自身矢張リ続ク意味ヲ表ハ
ス。次ニ まで、ばかり、[など]等、之等ノモノハ体言ニツイテハ切レ続キ様
ガハツキリシナイ。ソレ故、之ハ続ク続カヌ等ノ不明ナモノトスベキト思フ。
よ、か、わい 等ハイツデモ言ヒ切ル処ニ使ハレル。ソレ故、之ハ切レトマル
モノト認ムベキデアル。次ニ、ね トカ、さ、等ハイツデモ文節ノ終リニ用ヒ
ラレル。ソシテ、自分自身ノ意味ハソコデ切レルガ、意味ガ続クベキ文節ニツ
イタ時ノソノ意味ヲトメルノデハナク、一々切レル丈デ、ツマリ言ヒ切リハシ
ナイノデアル。
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カ様ニシテ辞ノ中ニハ次ニ挙ゲル様ナ種類ガアル。
《左欄：11.1》以上ノ分類ハ語ノ切レ続キニヨツタモノデ、吾々ノモツテル言
語観念ニ一致スルモノデアル。吾々ガ或ル単語ヲ思ヒ浮ベル時ニ、ソノ言葉ノ
意味トシ[テ]アル観念ヲ思フガ、之ト伴ツテ[他ノ語ト語トノ]連結上ノ関係ガ
切レ続キノ感ジトナツテ浮ンデ来ル。
ソノ言葉ノ表ハス外ニ尚何カニ続イテ行ク感ジガスル。きれい ト云フ場
（59）合、奇麗ト云フ意味ト共ニソコデ云ヒ切ツタト云フ感ジガツイテ来ル。
ソレハ実際ノ言語トシテ用フル場合ニ、ソノ詞又ハソノ詞ノソノ形ガ、イツモ
カ又ハ種々ノ場合ニ外ノ語ニ続ケテ用ヒラレタ、又ソコデ[云ヒ]切リトシテ表
ハレテ来ルカ、カラ来ル連想デアル。意味ト云フ事ヲ、言葉ニ伴ツテ現ハレテ
来ル我々ノ意識内容ヲサスモノトスレバ、カ様ナ感ジ、連想ハ矢張リ意味ト云
フ処ニ入レテモ良イ。カ様ナ連想又ハ感ジハ、ソノ言語ニ熟達シタ人ニハ[誰]
ニモ起リ、言語ヲ実際ニツカヒ理解スル上ニ於テハ甚ダ大切ナモノデアル。用
言ノ類ハ、切レル場合又ハ続ク場合ガ多ク語ノ形ニヨツテ区別シテ示サレル。
ソレ故、切レ続キノ感ジガ明カデアルガ、体言ノ類ハ、ソノ様ナ感ジカラ離レ
テ居ル。夫ハソレゾレノ場合ニヨリ、色々ノ関係ニ立ツノデアルカラ、体言ダ
ケトシテハソノ様ナ感ジガウスクナリ、明カデナクナツテ居ル。感動詞ノ類ハ
普通ソレ丈トシテ多ク現ハレ。切レルト云フ感ジ[ガ]アルノデ、只用言デ切レ
ル場合ニハソコニ断定スル意味ガアルニ対シ、感動詞ノ類ハイクラカボンヤリ
シタ点ガアル。副詞ノ類ハ大抵ノ場合ハ外ノ詞[言葉]ニ続イテ行ク。ソレ故、
ソノ言葉ダケヲ考ヘルト、続クト云フ感ジヲ伴フ。カ様ナ切ㇾ続キノ感ジハソ
ノ語ノ用ヒラレル色々ノ場合カラシテ自然ニ抽象シテ来ツタモノデアルノデ、
ソノ切レ続キニヨル分類ハ、functionニヨル分類ト一致スルノモ不思議デハナ
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続クモノ の、を、へ、より、けれども、のに、は
切レ続キノ確デナイモノ まで、ばかり、など
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⎩
ソウシタシルシノナイモノ― 助詞
切レル場合、続ク場合ニ用ヒラレ、ソレヲ示スシルシヲモツモノ 活用アル助動詞
云ヒ切ラヌモノ ね、さ
云ヒ切ルモノ よ、か、わい
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︱
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⎨
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⎩
切レル
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⎨
︱
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⎩
イワケデアル。
要スルニ文ヲ構成スル場合ニオ〈ケ〉ル単語ノ性質ノ違ヒハ根本ハ単語ノ意味
ニ基クモノデアルガ、意味ダケニヨツテハ明瞭ナ分類ハ難イ。語形ハ[単語デ]
明瞭デハアルガ、ソレダケデ不充分デ、ドウシテモ function ト云フ事ヲ考ヘ
ネバナラヌ。functionニハ色々ノ種類ガアリ、全体トシテ系統ノアル分類ヲス
ル事ハ困難デアル。言葉ノ切レ続キト云フ事ハ、単語ノ示ス切レ続キノ意味ヲ
土台トシテ（60）示サレルモノデアルシ、単語ノ切レ続キニハ[意味ハ]ソノ単
語ガ文ノ中ニ於テ色々 functionヲモツカラシテ、ソノ間カラ抽象サレタモノ
デアル。即チ職能ニ基クモノダ。又単語ノ語形ノ変化モ日本語デハ主トシテ切
レ続キヲ示スモノデアルカラ、コノ切レ続キト云フコトハ語形トモ相表裏シテ
ル。ソシテ色々ノ切レ続キノ意味ヲ伴フガ、根本ハ単語ノ示ス重ナ意味カラ出
テルノデ、切レ続キ関スル単語ノ性質・現象ニヨリ分類スル事ガ出来タナラ
バ、語ノ意味、形及ビ職能ニヨル分類ヲ総合スル事ニナリ、タダ一般的ニ職能
ニヨルモノヨリモ、ソノ分類ノ土台ガ、基準ガ簡単ニナリ比較的便利ナ分類ガ
得ラレルノデハアルマイカト考ヘラレル。
ココニアゲタノハ只一ツノ試ミデ、マダ考フベキ余地ハ多イダロウガ、最后ノ
結果ハ大体ニ於テ之迄ノ重ナ学者ノ説ト一致スル事ガ得ラレ〈ル〉ノデアツ
テ、之迄ノ品詞分類ニ関ハル説ハ最[后]ノ結果ニ於テハ大体ハ一致シテル。体
言、用言以下ノ語類ヲミトメル事ハ、ツマリカ様ナ語類ハ日本語ノ〈品詞〉ヲ
説明スルニ必要デアルカラダ。諸説マチマチデアルノハ、結果迄ニ〈至〉ル間
ニ於テマチマチナノデ、標準ノ違フ事ニ由来スル。ソノ分類ノ標準ハ成可簡単
デ〈便〉ノアルベキモノデ、成丈ソノ外ノ場合ニ於テモ有用デアル方ガ良イ。
〈右〉ノ切レ続キニヨル一ツノ分類法ヲ提唱シテ見タノモ、ツマリカ様ナ点カ
ラデアル。前述ノ様ナ切レ続キ〈ニ〉ヨル分類ニヨリ同ジ切レ続キデハアル
ガ、詞ト辞ト区別スル場合ト、又辞ト詞ヲ更ニ分類シタ場合ニ多少趣ヲ異ニシ
タモノガアル。之ハ詞ト辞トノ区別トハ文節ヲ構成スル場合ノ性質ノ違ヒデ、
文節内部ノ事ニ属スル事デハアル。又詞ト辞ノ中[デノ]分類ハ文節全体トシテ
ノ切レ続キニ関スルモノデアルカラデアル。（61）
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《下欄：一頁オイテ次ヘ》
結局詞ト辞ノ様〈ナ〉性質ノ異ナツタモノヲドチラモ単語ト認メル所カラ起ツ
タモノダ。（コノ点ヲナクスト、辞ヲ単語ト見トメナケレバ、余程ハッキリス
ルノデアルガ）
第四章 品詞各論
第一 体言
体言ハ独立詞、即チ詞ノ一種デアル。意味カラ云フト、事物ノ名目デアル。職
能カラ見ルト、アル物[事柄]ヲ述ベ説明スル題目トナル。即チ主語トナルノガ
ソノ特長デアル。語形ハ変化シナイデ、切レ続キヲ示スシルシヲソレ自身ニモ
タヌモノデアル。即チ切レ続キノ意味ヲモツテ居ナイモノデアル。ソノ切レ続
キハ多クハ付属辞ヲツケ加ヘテ之ヲ示ス。然シアル場合ニハ只前後ノ関係ニヨ
リキマルノデアル。体言ハ名詞、代名詞、数詞ノ三ツニ区別スルノガ普通デア
ル。大槻博士ハ体言ヲ即チ名詞トシタ。安田氏ハ代名詞〈ハ〉名詞ニシ、数詞
ハ形式名詞トシテ、名詞ノ中ニオサメタ。
コノ様ナモノノ間ニハ、ドノ様ナ違ヒガアルカ。
代名詞ハ名詞ノ変リニ用フ。又ハ名称ノ代リニ用フルト云フノガ従来ノ定義デ
アル。而シ近頃ノ学者ハコレヲミトメヌ。モシ名詞ノ代リニ用ヒラレタモノデ
アルナラ、代名詞ノ代リニ名詞ヲイレカヘテモ同ジソウダガ[ヨカリソウダ
ガ]、実際ハソウデナイ。又名称ノ代リニ用ヒウルトスレバ、名称ノ分ラヌモ
ノニハ代名詞ハ用ヒラレヌ筈デアル。《左欄：これは何だ？》代名詞ハ色々違
ツタモノヲ同ジ言葉デヨブ事ガ出来ル。又同ジモノガ違ツタ代名詞デ云ハレル
事ガアル。シテ見ルト代名詞ト云フモノ物ソノモノニ固有シタ性質ヲ表ハサ
ヌ。即チ物ノ実質ヲ表ハサヌ。代名詞ノ特質ハ[事]物ヲ指示スル処（63）〈ノ〉
名詞デアル[指示スル事デアル]。ソレ故、指示スル起点[関係]ガチガフト、同
ジモノデモ違ツタ代名詞デ呼バレル。固有シタ性質ヲ表ハサヌガ代名詞ノ[特
長ダガ]、日本ノ代名詞ニハ多少ソレヲ表ハスモノガアル。（ここ、そこ、[そ
ちら、こちら、あちら]等）。之ハ元々純粋ノ代名詞ダケデナク、代名詞ニ外ノ
モノガツイタ複合的ノモノデアルカラダ。Ü
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次ニ数詞。之ハ従来ハ事物ノ数量ヲ表ハス語トシタ。而シ量ヲ表ハスト云フ事
ハドウデアロウ[カ]ト思ハレル。多数トカ数量トカ云フ言葉ハ数詞トシテハ取
扱ハレヌ。[之ハ]数ヲ現ハス言葉ト[云フ]方〈ガ〉適当デ、ムシロ数ヘルト云
フ点ニ特色ガアル。之モ純粋ノ数詞ハソノモノノ実質如何不関、数ト云フ点デ
同ジデアルト、同ジ言葉デ呼[バ]レルノデアル。《右欄：一ツ二ツ》ド〈ウ〉
モ之ニモアル制限ハアル。一本、六匹、一軒、等。之等ハドノ様ナモノニモ応
用スル事ハ出来ヌ。
代名詞、数詞以外ノ体言ヲ名詞ト云フ。代名詞モ数詞モ事物ノ実質ヲ示サヌ言
葉デアルニ対シ、名詞ハ実質ヲ現ハス言葉デアル。名詞ニハ普通名詞ト固有名
詞トアル。普通名詞ハ同様ノ意味ヲモツモノニハドレニモ通用シ、ソノ性質ヲ
ミトメテ名ヅケタ名[詞]デアル。common noun（普[共]通名詞）固有名詞ハ
アル一固体ヲ現ハス名デ、ソノ固体ノモツ通有性、特殊性ヲヒツクルメ全体ト
シテ現ハシテルノデアル。右ノ様ニ体言ヲ区別スル事ガ出来ルガ、コノ区別ハ
畢竟名ヅケ様ノ違ヒデ、ドウユフ点ヲ考ヘテ之ニ名ヲ与ヘタカト云フ違ヒデア
ル。ツマリ、全ク意味ノ上カラノ相違ニスギヌノデアル。コノ意味ノ上ノ違ヒ
ガ言語ノ上ニドウ現ハレテルカ。之等ノ色々ノ種ルイノ語ガ文ヲ構成スル場合
ニ何カ違ヒヲアラハスカト云フニ、之ハ殆ンド違ヒハナイ。イクラカ相違ヲモ
トメルナラ、数詞ニハ、柿が一つ落ちた、本が三冊 等、副詞的ニ用フル事ガ
多イガ、代名詞ニハコンナ用法ハナイ。名詞ニモ多ク[ノ]モノニハコノ様ナ
《右欄：頁前ニ返ル》（64）《左欄：頁后ヨリ》用法ガナイガ、昨日会議ニ
行ツタ [雨ガ沢山降ツタ] 等ハ副詞的用法デアル。又数詞ノ中デモ順序数詞
ニハ、第一 トカ、一番、第何号 ニハ、カ様ナ用法ハナイ。Üコノ位ノ違ヒ
ニヨツテ別ノ類トスル必要ハナイ。固有名詞、普通名詞モ語法上ニハ不必要
デ、只辞書ヲ用フル場合ニハ知ツテオク必要ガアル。英語デ名詞ヲ色々ナ区別
ヲワケルノハ、[ソノ区別ガ]言葉ノ上ニ〈必ズ〉違ヒガアル[表ハレテクルカ
ラダ]。[固有名詞ハ]capitalデカクトカ、冠詞〈ノ〉ナイ場合[ノアル等]、複
数ガナイトカ。」《右欄：以上於自宅》
《左欄：11.20》西洋ノ名詞、代名詞ハ格ノ相イニヨリ、語形ガ変化スル。又
ソノ色々ヲ示ス語尾ハ、又数ノ違ヒニヨツテ定ツテルノデアル。之ハ近代ノ言
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葉ニ於テモアルケレドモ、古代ニ於テ特ニ著シイ。日本語ノ体言ハ、タダ数ト
カ格トカ付属的意味ノ伴ハヌ。体言ハ純粋ニ事物ノ観念ダケヲ表ハシ、数ハモ
シ必要ナ時ニハ接尾辞ノ様ナモノデ示ス。格ハ多クハ助詞ノ類ヲ加ヘテ示スノ
デアル。ソノ助詞類ト体言トハ一般ニ別レテ居ル。ソレ故西洋ノ言葉、殊ニ古
代語ニ於テハカ様ナ点デ、日本語ノ体言ニ相当スルモノハナイトシテ良イ。
《左頁ニ表あり》Ü
king sing. pl.
nomi. ガ rex reges
gene. ノ regis regum
dati. ニ regi regibus
accus. ヲ regem reges
abl. カラ rege regibus
第二 用言
意味カラ云フト、動作、作用、状態、性質等ヲ述ベ説明スル詞デアル。職能カ
ラ見ルト、色々ノ職能アルガ、述語ニナル事ガソノ特長デアル。但シ体言デ
モ、場合ニヨツテ述語ニナラヌ事ハナイ。又副詞モ時トシテ述語ニナル。《左
頁：我は官軍。国平に、民安し》述語ニナル[モノ]ニモ多クノ制限ヲ加ヘネバ
ナラヌ。用言ハ言葉ノ切レ続キ、続ケ様ノ種々ヲ示スカラ、色々ノ形ヲモツ。
即チ語形ノ変化スル。之ガ明白ナ目ジルシ。用言ノ語形ノ変化ハ活用ト云フ
ガ、ソノ活用ト切レ続キヲ考ヘル。大体次ノ様ニナル。Ü
[第一] 終止形、之ハ云ヒ切レヲ示ス Ü
第二ニ、命令形ガ言ヒ切リニナル Ü
第三ニハ、文章語ニ於テ ぞ、や、なん 等ノ助詞ヲウケ《頁后ニ》（62）
連〈体〉形ガ云ヒ切リニナル Ü
第四 こそ ト云フ助詞ヲウ[ケ]タ場合ニハ已然形ガ終止ニナル Ü《左欄：誰
かが、をさな御代こそたのひな〈れ〉》
〈第五〉上古ノ言葉ニ於テ、用言ノ上ニ禁止ノ詞・な ガキタ場合ニ連用形ガ
言ヒ切レニナル《左頁：なわびわがせ》Ü
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第六ニ、連体形ガ体言ニ続イテソノ意味ヲ限定スル Ü
第七ニ、連用形ガソノ用言ト同ジ様ナ資格ノ言葉[コトバ]ニ対等ノ関係デ続ク
（雨降り、風吹く）
第八 連用形ガ下ニ来ル用言ニ続イテ用言ヲ限定、又ハ意味上之ト連合スル事
ヲ示ス Ü
第九 上古ノ言語ニ於テ已然形ガ 何スルカラ、何スルノデ、トカ云フ意味デ
下ニ来ル用言ニ続ク事ヲ示ス
第十 連用形ニ に ト云フ てにをはヲツケテ、用言ニ続イテソノ用言ノ表
ハス動作ノ目的ヲ表ハス。連用形ガ体言ト同ジ functionヲナス。Ü演説を聞き
に行く
第十一 文章語ニ於テハ連体形ガ体言ノ資格ヲ賦与スル Ü
まして雨などの降るいとわびし Ü
以上アゲタ一カラ九マデハ切レ続キヲ示シ、十ト十一ノ二ツハ用言ノ性質ヲ失
ハナイデ、更ニ体言ノ資格ヲ得テ、体言ト同ジ様ニ助詞助動詞ニ接シ、又ソノ
ママ場合ニ応ジテ色々ノ職能ヲモツノデアル。以上[用言]ノ外助動詞、又ハ助
詞ニ接スル時、用言ノ色々ノ活用形ガ用ヒラレ、ドノ助詞ハドノ様ナ活用形ニ
ツクト云フ規則ガアリ、而、之ハ文節ノ中デノ続キ様ノ事デアリ、又ソノ場合
ニ活用自身トシテドンナ意味ヲモツカ分ラヌノデ、前ニ列挙シタ様ナ活用形ソ
レ自身デアル意味ヲアラハスノト趣ヲ異ニシテルノダ。コノ様ナモノハ屢々別
ニ論ジタ方ガ良イト思フ。上ニアゲタ様ニハソレ（65）自ラ切レ続キノ意味ヲ
示ス。而シ同ジ活用形ガ色々ナ意味ヲ示スモノガアル。又活用形ガ違ツテテモ
実際ニ於テ同ジ形ノモノモアル。又口語ニ於テハ終止ト連体トハ同ジダカラ、
単純ニ活用形ダケデハ切レ続キガ分ラズ、前后ノ関係ニヨツテ判断スル場合モ
少クナイガ、トニカク用言ニハ色々ノ形ガアリ、切レ続キガアラハレルト云ヘ
ル[個個ノ活用ガアルトハ云ハレル]ト思フ。Ü
用言ノ種類 用言ハ通常動詞ト形容詞トニ分ル。ソノ区別ハドコニアルカ。意
味カラ考ヘテ見ルト動詞ハ故意ノ動作、又ハ自然作用ヲ表ハシ、形容詞ハ状
態・性質ヲ現ハス。又アル人ハ動詞ハ時間的ニ変化スル属性ヲ表ハシ、形容詞
ハ時間的ニ変化シナイ属性ヲアラハスト説明シテル。コノ説明ハ多クノ場合ハ
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当ルガ、ある ト云フ動詞ハソノ意味カラ見ルト、動作デモ作用デモナク、又
時間的ニ変化スル属性デモナイ。之ハムシロ状態ト云フニ近イ。之ニ丁度、相
対スル非存在ヲ現ハス なし ト云フ語ハ、形容詞ノ中ニ入ル。売る ニ対シ
買ふ、深い ニ対シ 浅い 等ガ相対スル様ニ、有り ト 無し トハ相対ス
ル言葉デアルガ、一方ハ動詞、又ハ形容詞ダ。若し ト 老ゆ、貧し ト 富
む 之等モヨクニタ関係ニ立ツ。一方ハ形容詞、又一方ハ動詞。ソコデアル人
ハ動詞ヲ動作作用ノ外ニ存在ヲモ表ハスト説明シ、有ノ 類モ動詞ニオサムル
事ハ出来タ。ガ而シ、非存在ノ無し ヲドウシテ[動詞デナ]無イトスル充分ノ
理由ハナク、畢〈竟〉言葉ノ意味ダケデ動詞ト形容詞ヲ説明スルハ困難ダ。ソ
レデハ言葉ノ形ニヨツテハ、ドウカト云フニ、動詞モ形容詞モ活用スル語デ、
ソノ活用ノ型ハ動詞ニモ形容詞ニイクツモアリ、一様デナク、而シ動詞ト形容
詞トノ間ニハ相違ガアル。動詞ノ活用ハ る、れ ダケヲ除イテシマフト、50
音図ノ同ジ行ノ中デ変化スル。而シ形容詞ハ二ツノ行[か行、さ行]ニ亘ツテ
（66）活用スル。之ガ活用ノ方カラ見タ動詞、形容詞ノ差ノ重ナ点ダ。又動詞
ハ命令形ガアリ、形容詞ニハナイ。コノ様ナ活用ノ形式ノ違ヒハ両者ヲ分ツ最
モ明瞭ナ標式デアル。尚ソノ他ニ両方ノ間ノ違ヒト云フモノハ、動詞ハアラユ
ル助動詞ニ接スルガ、形容詞ハアル特別ナ助動詞、即チ動詞以外ノモノニ[モ]
接スル助動詞ノ他ハ接シヌ。○《左頁の図を参照》ノ[様ナ]場合ニ、する ト
云フ言葉ヲ補助的ニツカフノガ動詞、あり ト云フ語ヲツカフノガ形容詞デア
ル。
《左頁》
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〈先〉ヅ以上ノ点ニヨリ動詞ト形容詞トヲワケル事ガ出来ル。
《左欄：11.25》動詞、形容詞ノ外ニ形容動詞ヲ立テル。之ハ形容詞ノ連用形
及ビ「に」ト「と」デ終ル副詞ニ動詞ノ アリ ガ複合シタモノダ。意味カラ
ハ形容詞デ、活用形カラハ動詞ダ。之ヲ三ツニ区別スル。①よくあり ヲ よ
かり トスルモノ ②静かにあり ヲ 静かなり ③どうどうと〈あり〉 ヲ
どうどうたり
カカルモノハ形容詞ト動詞 or動詞ト副[詞]ト云フガ如ク根源ニ遡リ取扱フナ
ラバ問題ハナイ。品詞カラ云へバ正シイノダ。而シ二ツノ間ニ語ノ形ノ点ノ、
切リハナシガタクナツテルノデ、全体ノ様ニ形容動詞ノ名ヲツケタモノダ。無
論、よくもあらず、静かにこそあらねど 等ノ如ク元ノ形ガアラハレテクルコ
トハアル。
カカルモノヲ如何ニ取扱フカニツイテ、従来ノ説・山田氏ハ用言全体ヲ実質用
言ト形式用言トノ二ツニ分ケ、実質用言ハアル属性ヲアラハスト共ニ統一作用
or統合作用ヲ有スルモノデアルトシ、形式用言ハ属性的概念ガキハメテ広汎
デアツテ思想ノ形式的能力ヲアラハスニトドマルモノデ、之ヲ使用スルニハ大
体ハ実質アル語ヲ添ヘネバナラ〈ヌ〉トシタ。（「思ふ」前者、「白い」前者、
す 後者）実質用言ハ動詞形容詞ノトシ、普通云フ動詞、形容詞ノ殆ンド全
部ヲ含ム。形式用言ハ形式形容詞（如し 等）ト形式動詞（す）ト純粋形式用
言（あり）ヲ含ムモノデアル。而シテ上ニノベタ如キ形容動詞ノ類ハ只音ガ熟
[熟合]（67）シタモノデアルト説クダケデ、特別ノ取扱ヲシテイナイ。た[タ]
り。[な]り〈ハ〉、純粋形式用言ノ ありノ用法デアルト説明スルノデ、副詞
ニ ありノ付イタモノノ類ト名詞ニツイタ「なり」ト区別セズニ同様ニ統覚作
用ヲアラハスモノダトシテル。
安田氏ハ形容詞ヲ実質形容詞ト形式形容詞トシテ、前者ニ普通ノ形容詞ヲ納
メ、〈后者〉ニハ、如し ヲ納メル。動詞ハ独立動詞ト従属動詞トニ分ケ、前
者ニハ普通ノ動詞ヲ納メ、后者ニハ助詞ヲ語頭ニ吸収シタ動詞ヲオサメテオ
ル。（―トイフ―てふ）（―ゾアリケル―ざり）（―モアリ―まり）
従属動詞ヲ区分シテ、各ニ、言葉ノ元ノ意味ヲ固[保]有シテルモノヲ実質従属
動詞トシテ、実質的意味ガ稀デ、文ヤ句ヲ統合スルニ専ラ用ヒラレルモノヲ形
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式従属動詞トシタ。（ニアリ[なり]、たり−―形式従属動詞）。コノ説ニヨレ
バ、静かなり、堂々たり ハ副詞ニ形式従属動詞ノツイタモノニナル。体言ニ
ツク なり モ、亦 たり モ亦同様ニ取扱フ〈ノ〉ハ山田氏ト同ジダ。形容
詞ニ あり ノツ[付]イタ形容動詞ハ特別ニ取扱ツテハイナイノダ。之等ノ説
ニツイテ考ヘルニ、山田氏ガ、形容詞動詞ノ外ニ形式用言ヲ作ツタノハドウカ
ト思ハレル。《「あり」もあげるが削除》如し ハシバラク置キ、す ト あり
トハ甚ダ広イイミヲ有シテオルガ、必ズシモ常ニソノ意味ヲ補フベキ他ノ語ヲ
要スルト云フノデハナイ。故ニソノ点カラ之ラヲ別種ノモノトスルノハ不適当
ナ点ガアルト考ヘラレル。勿論カ様〈ノ〉モノガ只形式的ニ他ノ語ニ付加ツ
テ、ソノ言葉ノ文法上ノ関係、他ノ言葉ヘノ続キ様ダケヲ示ス場合ニ用ヒラレ
ルコトガアル。例ヘバ、はいもせず、よくもあり。カカル場合ニハ、ムロン形
式的意味シカ示サナイ。カカル場合ニハ、形式用言ト云ツテモヨイカモ知レヌ
ガ、独立シテ用ヒラレルモノモカク云フ〈ノ〉ハ妥当デハナイ。只之[ラ]ニ補
助的用法ノアルコトヲ認メレバヨイノダ。安田氏ガ す ト あり トヲ普通
ノ動詞ト見タノハ山田氏ヨリヨイト思ハレル。而シテ助詞ト動詞ト合体シタモ
ノヲ、文ヤ句ノ始メニオカレルコトノナイノヲ理由トシテ（68）従属動詞ト云
フタノハ理由アル。而シ之ヲ元義ヲ有スルモノト元義ヲ失ヒ文ヤ句ヲ統合スル
ニ専ラ用ヒラレルモノトノツニ分ケ、即チ実質ト形式トヲ区別シナガラ、た
り[なり]ノ場合ニ元義ヲモツモノマデモ形式従属動詞トシタノハドウカト思ハ
レル。トニカク助詞ト動詞 or形容詞ノ語尾ト動詞ノ合体シタモノハ、前ノモ
ノハ一続キニ発音サレルモノデ、切ツテハ発音セラレナイノデアル。即チソレ
ダケデ一ツノ文節ヲナスモノデアリ、必〈ズ〉前ノモノト共ニ一文節ヲナスノ
ダ。而シテ形容動詞ト云ハレル類ノ助詞又ハ語尾ト合体シタモノハ、只形式的
イミ[シ]カ表ハサヌモノデ、従属的ノモノダカラ、タトヘ前ノ語トハナシウル
トシテモ助動詞ト性質ノニタモノダ。又ハナシエナイモノナラバ、ソレ全体ヲ
一語ト認ムベキダト思ハレル。
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よかり、楽しかり ノ よ、楽し ノ部分ハ [絶]対ニ独立シナイ事ハナイ
ガ、（あな面白 ノ独立）皆一語トシテ取扱ツタモノト準ジテ考ヘル。一ツノ
単語ト同様ノモノト見ルベキデアロウ。
はるかなり、堂々たり デ はるか、堂々 ハト独立シタモノト見ルベキ
[カ〉ドウカハ問題ダ。（山田氏[等]ハ独立スルト見[ル]）普通ノ場合ハ独立シ
ナイ。而カスレバ、はるかなり、堂々たり ヲ一ツノ単語同様ノモノトミテヨ
イト思ハレ〈ル〉。殊ニ現代ノ口語デハ はるかだ[な] ト云フ風ニナツテ、
な トカ、だ ヲ分スルコトハヨホド困難ダ。又 はるか ガ独立スルコト
モナイカラ、全体ヲ一語ト見ルベキモノト思ハレル。サスレバ形容動詞[ヲ]認
メテオク事ハ理由ノアル事ダ。ソノ形容動詞ノ活用ハ文章語デハ ら〈行〉変
格ト同様デアルカラ、活用ノ方カラハ、ら行変格ノ動詞ノ中ニ入レルベキデア
ルガ、イミカラハ形容詞ニ近イ。ソノ上文章語ニ於テハ形容動詞ノ活用ハ必ズ
シモソロツテイナイ。カリ活[形]ノ形容動詞ハ、形容詞ノ活用ト相補ヒ、たり
系、なり系ノ形容動詞ハ夫副詞ノ形ト相補ツテ色々ノ活用形ヲモツ全キ職能ヲ
ナス。《右欄：堂々ト、熒々ニ》（69）
動詞 かり形 なり形 たり形
行かむ よからむ形動 静かならむ 堂々たらむ
（よからで）
行かば よくば 形 静かならば形動 堂々たらば
行き（中止法）よく 形 静かに 副詞 ×
行き（連用） よく 形 静かに 形 × 堂々と
行きて よくて 形 静かにて 形 × 堂々として
行きき よかりき形動 静かなりき × 堂々たりき
行く よし形 静かなり × 堂々たり
（よかり）
行くべし よかるべし形動 静かなるべし × 堂々たるべし
行く（時） よき時 形 静かなる時 × 堂々たる時
行けば よければ 形 静かなれば × 堂々たれば
行け よかれ 形動 静かなれ 堂々たれ
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カ様ニ考ヘルト、ソノ活用モ用法 or職能ノ例カラミレバ、必ズシモ、ラ行変
格ト同様デナイ。矢張リ形容動詞ト云フ中間的ノモノヲ立テテオク方ガ便利ト
思ハレル。而ルニ問題ナノハ はるかに 堂々と ト云フ時、はるか、堂々
ガ独立シテ用ヒラレル〈コト〉ガナイトスレバ、はるかに 堂々ト ガ副詞ト
シテ用ヒラレタ場合モ前述ノ活用表ノ中ニ入ル。従テソノ他ノ副詞トシテ は
るかに 堂々ト ガ不用〈ト〉ナツテクル。即チ、カカル言葉 はるかなり
堂々たり ノ活用形ノ一ツガ副詞的ニ用ヒラレタモノデアルコトハ、よし ノ
活用形ノ一ツナル よく ガ副詞的ニ用ヒラレタ時ト全ク同ジニナル。サスレ
バ、「に」ト「と」デ終ル沢山ノ副詞ハ副詞トセズニ皆形容動詞トシテ取扱
〈ヒ〉ウルコトニナルノダ。口語デハ、はるかだ ト云フ類ハ悉クカ様ニ取扱
ツテ差支ナイト思ハレル。 堂々タリ ノ類ハ 堂々と 堂々として 堂々と
してゐる 等ノ如〈シ〉。堂々ト ノ形ニ補助的ニ 用ヒラレタ す ト云フ
動詞ヲ加ヘテ用ヒルガ、[口語]ノ場合ニ音ノ合体ガナイ。あまり堂々ともして
ない 等ノ助詞ヲハサムコトモアルカラ、コノ種ノハ別ニ取扱フベキモノト考
ヘラレル。（70）
以上ハ凡テ音ノ合体シタモノダケデアル。よくもあらず はるかにもあらねど
ノ如キハ取扱ハズ、鶴田氏ハ別格形容詞トシテ だ ノ形ヲミトメテ居ラレ
ル。
静だらう ― 静か
副 詞
に 静で 静かだつた 静かだ ―
静な（連体形） ― 静かだ ノ活用トシテオル（不徹底ノモノダ）(71）
《以下第二巻ニアリ》
【日本文法論 第二巻 翻刻】
《左欄：12,2》《用言ノ活用ニツ〈ク〉》
《左頁に表あり》 来 死
yuka ゆく uka ko こ な
yuki ゆけ uku ki き に
yuku ゆか ku く ぬ
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yuke ゆき kuru くる ぬる
kure くれ ぬれ
ね
《頁のみ、ノートの見開き左側	分のから始め、右側に続けて行とす
る》用言ハ言葉ノ形ガ変化スル。之ヲ活用又ハ働クトモ云フ。変化スルノハ言
葉ノ終リノ方デアルカラ語尾変化トモ云フ。活用トハ次ノ用法デ行ハレル。第
一ハ母音ノ変化、第二ハ語尾ノ添加ノ二ツノ方法ダ。例ヘバ五十音ノ同行ノ変
化ハ母音ノ変化デアル。次ニ うくる うくれ ノ る れ ハ うくニ比ベ
レバ、る れ ノ語尾ガ加ル。凡ユル用言ノ活用ハ二ツノ方法ノ一ツ又ハ両方
デ出来テル。母音変化ニヨルノハ四段、ら行変化、添加ニヨルノハ上一段、下
一段、[コノ外]形容詞等。母音変化ト語尾添加ハ、上二段、下二段、かさな変
格。用言ノ変化スル部分ニ対シ、変化シナイ部分ヲ語幹又ハ語根ト呼ブ。之ハ
西洋ノ言葉ノ単語構成ノ場合ニ用フル stem、root ト必ズシモ一致シナイモノ
デアル。言葉ヲ仮名デカク時トローマ字デ書ク時ト境ガチガフ。仮名デカイタ
時ハ語幹ハ語尾変化ノ中ニ入ル。一音節ノ時ハ語幹ガナクテ語尾許ニナル。日
本デ之迄用フル活用ノ名称ハ仮名デカイタモノニ基キ、又ハ五十音図ニ基イテ
ル。凡ユル用言ニツイテ、イクツノ違ツタ形ヲモツテルカヲ考ヘテ見ルト、文
章語ニ於テ三ツ[或ハ」四ツカラ六ツマデモツ。
《左頁に以下の表あり》
行 来 死
yuka か ko こ な
yuki き ki き に
yuku く ku く ぬ
yuke け kuru くる ぬる
kure くれ ぬれ
ね
カ様ニ変化スル形ノ多イノモアリ、少イノモアル。各々ノ語ノ有スルイクツモ
ノ形ハオ互ニ何ノ関係モナイノカト云フニ決シテソウデハナイ。ソノ用法又ハ
意味ニ於テオ互ニ対応スル所ガアル。ソシテソノ形ノ少イモノハ、他ノ語ニ於
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テ、二ツノ違ツタ形ガ有ツテル意味用法ヲ一ツノ形デカネテ居ルノデアル。ソ
レ故、意味用法ガ相同ジクシテ、相対応スル形ヲ一纏メニシテ同ジ段ニナラベ
ルトキニハ、形ノ少ナイモノハ同ジ形ガ二ツ出ル。アラユル動詞ハソノ数ノ最
モ多イモノデ六段トナル。普通ノ文典デ活用形ト云フノハカ様ニシテ得タ用言
ノ一ツ一ツノ違ツタ形デ、ソノ同ジ意義用法ヲモツ活用形ヲ凡ユル語ヲ通ジテ
同ジ名デ呼ブノデアル。現代ノ口語デハ終止形ト連体形ガ同形デアルカラ、之
ハ一ツニシテ終止連体形トスルモノモアル。文章語ト対立サセル点ニ於テ、二
ツ別々ニスル方ガ便宜ダ。殊ニ形容動詞ニ於テハ終止ト連体ハ別ニナツテルカ
ラ、別ニシタ方ガイイ。右ニノベタ様ニ活用形ハ用言ノ形ノ変化ニヨツタノダ
ガ、現今文法ニ用ヒラレル色々ノ活用形ハ単ニ語形ノミデナク、用法意味ノ異
同ニヨリトトノヘタモノデアル。同ジ活用形ハ色々ノ違ツタ語デモ、多クノ用
法意味ヲ共通ニモツモノデ、[ソレデハ]各活用形ノ用法ハドンナ（）《以下
見開き両頁に筆記》モノカト云フニ、先ヅ二ツニ大別出来ル。第一ハ活用形ガ
独立シテ用法意義ヲモツモノ、第二ハ活用形ガ独立シテハ意味ガ明カデナク、
アル辞ヲ加ヘテ明カニナルモノト、コノ二種ニ分ケラレル。
第一ハ〈以上〉前述ノ様ニ主トシテ切レ続キ、[又ハ]切レ続キノ様ノ一ヲ表ハ
スモノダ。第二ノモノハ助詞、助動詞ガツキ始メテアル意味ヲ表ハシ、切レ続
キ等モ示スモノダ。行かば、行きて、行けど、行かず、行かぬ。コノ場合ニハ
各活用形ハ単独デハドンナ意味ヲ示スカ分ラナイ。[タダ]ソノ助詞助動詞ナド
ニ続クト云フ事ダケシカ分ラズ、単ニ習慣的デナゼソノ活用形ヲ用ヒルカハ分
ラヌ。
第一ノモノハ用言ダケデ充分、意味ヲ表ハシテル。第二ノ場合デハ用言ダケヲ
キリハナシテハ充分明瞭ナ意味ヲ表シテ来ヌ。活用形ハ以上ノ二ツノ場合ニ用
ヒラル[限ラル]。将然形ノ場合ニハ[第二ノ場合デ]、イツデモ辞トトモニ用ヒ
ラレ、ソレダケトシテハ活用形ハ何ノ意味モ表ハサヌ。現代ノ口語ニ於テハ已
然形モソウデアル。カ様ニ活用形ノ中ニハ何等ノ意味ヲモ伴ハズニ単ナル形ニ
過ギヌモノモアル。
次、活用形ノ数ニツイテ異説ガアル。命令形ヲ不必要ト云フ異説ガアル。
（松下氏）命令形ガ明ニ特別ノ形ヲモツテルモノハ、奈行変化ダケデアル。ソ
68 専修国文 第 97 号
レ以外ノモノハ已然形ト全ク同ジキカ又ハ将然形ニ ｢よ｣ヲツケタモノデアル。
ら変 上
行 有 着
か ら き
け れ きれ
け れ き
コノ よハ 元来語尾デハナイ。カ様ナモノヲツケテマデモ凡ユル活用ヲ六ツ
ニスル必要ハナイ。奈行変化ノ已然形ノ所ニ ぬれ 〈ね〉ト横ニナラベテ置
ケバヨイトスル。而シ前述ノ如ク活用形ノ立テ方ガ多クノ違ツタ形ノア（）
ルノヲ標準ニシテ、形ノ少ナイモノハ同ジ形ヲサヘ異ツタモノノ様ニ取扱ツテ
ルノデアル。既ニ奈行変化ニ於テ別ノ形トシテ表ハレテルナラ、之ニ対応スル
形ヲ他ノ語ニタテル事ハ不思議ハナイ。勿論「よ」ハ歴史的ニ見テ后ニ加ツタ
モノト思ハレ、[殊ニ]来るノ命令形ハ平安朝ニ於テモ よ ヲ用ヒヌノガ普通
デ、下二段ニ於テモ よヲツケヌ形ガアル。つとめもろもろ。而シ今日ノ文章
語ニ於テハ よヲ用ヒルノガ常デ、[ソレ故] よヲツケタ形ヲ用ヒテ[出シテ]
モサシツカヘナイト考ヘル。而シ又一方カラ見ルト四段トカ ら行変化等ノ命
令形ニ更ニ よヲツケル事モアルノデ、或ハ よヲトリサツタ形ヲココニ出シ
テ置イテモ差支ナイ。ソシテ文章語ニ於テハ四段、ら[変]、な[変]ノ外ニハ命
令ヲ表ハスニハ、命令形ニ よヲツケルト説明スレバ良イ。又口語ニ於テハ文
章語ノ よノ代リニ ろヲ用ヒ、か変ダケニ イ ヲ用ヒル。而シソノ い
ろ形ハ大抵文章語ト同ジ形デ、よヲツケヌ[ナイ]デ出ス方ガ文章語、口語二ツ
トモ説明スル事ニ便宜デアルカモ知レヌ。又 奈変ノ已然ニ ぬれト 〈ね〉
トヲ並ビテ出シテモ良イガ、而シ同ジ段二ツナラベテ出スノハ、ソノ用法ガ大
抵同ジデドチラヲ用ヒテモ良イ場合デアル。而シ ぬれト 〈ね〉ハ用ヒル場
所ガ違ヒ、オ互ヒニ代用スル事ハ出来ヌ。コノ点カラ見ルト已然形ニ二ツノ形
トシテコノ二ツヲナラベルコトハ不都合ト思ハレル。ノミナラズ奈良[朝以]前
ノ言語ニ於テ四段活用ノ け、へ、め ガ已然形ト命令形トデ違ツテイタラシ
イノデアル。即チ之ニアテタ仮名ニ区別ガアリ、従ツテ発音モ違ツテイタラシ
イ。
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け ヘ め 行 思 汲
気 祁 倍 敝 米 売 已 け ヘ め
凱 家 閉 幤 梅 馬 然 気 倍 米
既 稽 珮 弊
蓋 鶏 沛 覇 命 け ヘ め
計 陛 令 祁 敝 売
コノ二ツハ違フ （）
《左欄：一回休 12.16》コノ点カラ考ヘテモ、已然ト命令トハ別ニシテタ方ガ
適当ノ事ト思ハレル。次ニ上代ノ日本語ニ於テハ ク形名詞法 トモ云フベキ
モノガアル。取らくを知らに わが恋ふらくを よけく・ぞなき ソノ形ハ次
ノ様ダ。四段活用ノ動詞ニハ、きかく 申さく 曰く、上一段デハ、見らく
似らく、上二段ニハ、うらむらく 恋ふらく、下二段デハ、告ぐらく、答ふら
く、か行変格、来らく、佐変、すらく、ら変、あらく、形容詞く活用、よけ
く、さむけく、[形容詞]しく活用、楽しけ〈く〉。之ハ くト云フ接尾辞ノ様
ナモノガツイタ形ダガ、之ヲ除イタ用言ノ語尾ハ他ニ之ト一致スルモノガナイ
カラ、コレヲ活用形ノ一ツトシテアゲル事ハ道理ノアル事ト云フベキデアル。
くハ接尾辞、又助詞ノ様ダガ、之ヲ除クカ、ツケテ置クカト云フノガ問題ニナ
ルガ、之ヲ除イタ后ノ語尾ハコノ外ニ別ノ用法ハナイ。ソレ故 くノツイタモ
ノヲ以テ語尾ト見ルノガ便宜デアル。
次ニ現代ノ口語ニツイテハ先ヅ第一ニ終止形ト連体形ハ大抵ハ同ジ形ナノデ、
之ヲ別ニスルカ一ツニスルカト云フ問題ガアルガ、之ハ前ニ述ベタ様ニ、別ニ
シテ置イタ方ガ便宜ノ様デアル。普通ノ形容詞動詞ハ同ジダガ、[口語ノ]形容
動詞デ終止ト連体ニワカレテルノダカラ、即、ココデ終止形トハ口語デ文ヲ終
止スル場合ノ終止デアル。ソレガ連体形ト同ジデアルノダガ、ソウデナクテ文
章語ニ於ケル終止形ト同ジ形ヲ終止トシ、文ヲ終止スル場合ニハ連体形ヲ用ヒ
ルト説明スルノデアル。
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之ヲ口語ノ終止ニシ様トシテル。
之ハ文章語ノ終止ト同ジト云フ説ナノダ。
⎫
︱
⎬
︱
⎭
受く
く
之ハ例ヘバ すベき トカ くべき ト云フ[形ノ]場合ヲ説明スル必要ト云フ
ノダ。之ハ文章語カラ借リテ来タモノデ、口語デハ するべき くるべき ト
スルノガ本体デ、文章語ト同ジ終止形ヲ使フノハ例外デナイマデモ、並ベテア
ゲテ置ク[ベキ]ト云フ程ノモノデアルト思フ。尚又コノ終止形ニハ並列的ノ用
法ガアルト云ツテ次ノ如キ例ヲアゲテル。
金もなし、暇もなしして旅行は出来ぬ。 風采も立派なり、辯舌もさは
やかなり。（	）大分もてた。 読んだり、書いたりする。或ハ 実力さ
へあれば資格のあり、なしは問はぬ
而シ第一ノ例ノ様ナ形容詞ノ終止形ノ用法ハゴク少数ノ語ニ限ルモ様デアツ
テ、ムシロ例外ト見ルベキモノノ様ニ思ハレル。次ノ例ハ意味カラ云フト、あ
り ト云フ動詞ノ連用形ノ並列的用法ト同ジ様ナモノト考ヘラレル。ソウスル
ト連用形ノ処ニ置クベキモノト思ハレル。読ンダリ 書イタリ ノ タリハ語
源的ニ云フト「た」。よんだ かいた[ノた]ト同ジモノデアルダロウガ、而シ
コノ並列ノ為ニ用ヒル場合ニハ元ノ意味ハ失ハレテ居ル。ソレ故 たりト云フ
ノヲ以テ動詞ヲ並列スル場合ノ助詞トシテ助動詞ノ たカラトリハナシテ考ヘ
ルノガ、適当ト思ハレル。最后ノ例ハ ありなしハ全然体言化シタ形デアル。
用言ノ活用トシテハ不要ノモノデアル。「資格の」ト同ジ体言ト体言トヲ結ビ
ツケル のト考ヘテ良イ[見ルベキダ]。サスレバ文章語ニオケル如キ終止形ハ
アル特別ナ場合ニシカ用ヒラレズ、規則的ニハ用ヒラレヌノデ、之ヲ活用表ノ
中ニ用ヒル必要ハアルマイト思フ。
口語ニ於テ終止形ハ普通ハ連体形ト同ジ形デアル。文章語ニ於テ終止形ノ用
〈ヒ〉ラレル色々ノ場合ニ、口語デハ連体形ト同ジ形ヲ用ヒル事ガ多イ。コノ
点カラ見テ、文章語ノ終止形ハ口語ニオイテハ連体形ト同様ノ形ニ変ツタモノ
ト思テ良イ。〈之ヲ〉見ルトコノ形ヲ以テ終止形ト見テ差シ支ナイト思フ。
次ニ口語ノ四段活用ノ動詞〈ノ〉所謂未来形（行かう とらう かかう）ハ
オ段ニ発音スルノデアリ、ソノ発音ヲニヨルト、之迄ノ活用形ノ何レニモ入ラ
ヌノデ、更ニ尚一段ヲ加ヘルベキデアルトシ、之ニハ二ツノ取扱方ガアル。之
ハ、オ段ノ短音ヲ立テ、之ヲ活用形ニシテ、カクテ未来ヲ表ハスニハ之ニ う
ト云フ助動詞ヲ加ヘルト説明スルモノ。カコウ。一ツハ未来形全体ヲ以テ一ツ
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ノ活用トスル、カコウ。コノ説ハ先ヅ第一ニ実際ノ発音ニ基キ発音通リニカク
事ヲ根底ニシテル。之迄ノ日本ノ文法ハカナデカイタ形ヲ主ニシ、之ヲ所謂歴
史的仮名遣ニヨツテルノデアル。ソレ故 舞フ ト云フ言葉ナラ実際ハ マウ
[mau]ト発音シナガ〈ラ〉マフ[mafu]ト書キ、実際（）ハ、思
オモ
フ[omō]ト
発音シナガ〈ラ〉オモフ「omofu]ト書ク。之ヲ ハ行ノ活用トス[シテル]。
而ルニ発音通リニスレバ、ハ行ノ活用デナイ[ナクナル]。マワ マイ マウ
マエ 、オモワ オモイ オモウ オモエ、 活用全体ガ、ワ行ト ア行トニ
分レテ了フ。所謂四段ノ未来形モ是迄ノ書キ方ニヨルナラバ、将然形ニ う
ガツイタモノト説明出来ルノデ、外ニ活用形ヲタテル必要ガナクナル。発音主
義ヲトルノデ、問題ガ生ズルガ、勿論 書カウ トカイテ、ウ[ン]ト云フ様ニ
発音スルノデ、将然形ニ ウガツイタモノトスルノハ、コジツケノ様ダガ、而
シ カウ ト書イテ 〈コ〉ウ ト発音スルノハ、コノ場合ニ限ラズ、一般ニ
ソウナノダ。[ソシテ]従来ノ書キ方ヲ標準ニスレバ、問題モナク解決出来ル。
モシ発音主義ヲトロウスルナラ、問題ガ生ズルガ先ヅ五十音図ヲ発音通リニナ
ホサネバナラヌ。わ行ト だ行トヲ改メネバナラヌ。（ワ、イ、ウ、エ、〈オ〉
ニ直サネバイケズ、ダ、ジ、ズ、デ、ド ニ直サネバナラヌ）。
四段ノ未来形ハ、〈発音〉通リナラバ、カコオ カ、又[ハ] カコー ニナル。
ソウスレバ、未来形[書〈コ〉ウ トカ ヨモウ]ヲ分割シナイデ、一ツノ全
〈体〉トシテ出スカ、サモナケレバ、カコ トカ、ヨモ トカヲ、活用形デ出
シ、之ガ未来形ノ出来ルモト形トシテ、之ニ オー ーヲ加ヘテ、未来形ガ出
来ルト説明スルカ、サモナケレバ、コ〈レ〉ヲ長音ニスルカ何レカニセネバナ
ラヌ。ソウシタ場合、同ジ段以外ノモノハドウスルカト云フニ、四段ノ取リ扱
ニヨリ未来形全体ヲ出スカ、来よう ノ様ナ将然形ト同ジ形ヲ出シテ、之ニ
（ヨー）或ハ（ヨウ）ヲツケテ、未来形[ノ活用］ヲツケルカ、又ハ将然形（ウ
ケ）ガ未来形ヲウケル土台ニナル。之ニ お ヲツケルカ、尾ノ ヨ ヲ長ク
スルカ、セネバナラヌ。
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カコオ カコ＝オ 受ケヨオ 受ケ＝ヨオ 〈受ケヨ＝オ〉
オコー ー −ヨー ヨー ー
Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅲ
《左欄》
カコオ カコ＝オ
カコー ー
受ケヨオ 受ケ＝ヨオ 〈受ケヨ＝オ〉
ヨー ヨー ー
コノ様ナ取扱方ハ時ニ〈困〉難アルガ、便宜主義カラ云ヘバ分解シナイデソノ
侭出ス事ガ便利ノ様ダ。カ様ナ発音主義ニヨル事ハ必ズシモ悪イ事デハナイ
ガ、之迄ノ説明ノ仕方トハ余程違ヒ[発音主義ニヨルト]ソノ外ノ部分ヲ改メネ
バナラヌ事ハミトメネバ（）ナラヌ。
尚一ツ口語ノ用言ノ例デ問題ニナルノハ てニツク形デ、コレモ四段ノ動詞ニ
限ラレル〈ノ〉ダ。四段ノ動詞ノ多クノモノハ、た/て/ニツク場合ニ音便ノ形
ヲ用ヒル。
書いて 嗅いで 立って 思って 飛んで 読んで 取って さして
コノ事ハ文章語デモアルノデアルガ、文章語デハ音便形ニ限ラナイデ。元ノ連
用形ヲ用フル場合モ少クナイ。ソレ故之ヲ連用形ノ音便形デアルト説明シテオ
クノモアル程度迄ハ悪クハナイガ、口語デハ音便形ダケヲ用ヒテ、元ノ形ヲ用
ヒヌ。ソレ故之ハ連用形ノ音便ト云フ事ハ事実ニ反シテル。矢張リ之ハ[之]ダ
ケトシテ独立シテ考ヘル必要アリ、て ノツイタ形をソノ[ママ]活用形トシテ
立テルノモソノ一ツノ用法ダ。而シ之許リデナク、助動詞ノ た ノツク形モ
矢張之ト同ジ形ナノデ、てダノ、たダノ形ヲノゾイタ形ヲモツテ一ツノ活用形
トスルノガ色々ノ活用形ヲ立テタ精神ニカナフモノト思ハレル。スルト、ソノ
活用形ハ甚ダ奇妙ニ聞エルケレドモ、行かず 行かば 行かなん 等ノ例カラ
行かト云フ事ヲ一ツノ活用形トシテ[存スル事ヲ]ミトメルナラバ、コノ様ナ形
モ許サレネバナラヌ[ト]ト思フ。カ様ナ活用形ヲツクリ、て た ハ、ソノ活
用形ニツク。但シ、ガ行活用デハた ハ 濁音ニナル《欠字補充》ト説明スベ
キ。
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而シコノ様ナ活用ハ発音ガ不自然ニ聞エル。行か ト云フ将然形ハ意味カラハ
[不]自然ダガ、発音ハ自然デアル。ソレハ音ノ形ガ一般ノ単語ノ終リニ用ヒラ
レルカラダ。処〈ガ〉 て ニ続ク形ハ語尾音トシテハ日本語ニハ表レテ来ヌ
モノヲ含ンデル。意味ノ方カラデモ・切ツテハ用ヒラレヌモノヲ切ツタノダカ
ラ、尚一層不自然ナノダ。但シ活用ヲタテタ規則カラハ不自然ハナイ。ココニ
於テ我々ハ日本ノ用言ノ活用形ヲタテタ原則ノ中ニアル不自然サニ思ヒイタラ
ザルヲ得ナイ。之ハ前述ノ様ニ活用トシタ形ガ自然ニ独立シテ用ヒラレルモノ
モアルガ、又独立シテ来ナイモノモアル。他ノ辞ノ類ヲイツデモ伴ツテ表ハレ
テ[ク］ルモノヲ、辞ダケヲトリハナシタ形デ不自然デアル事ハヤムヲ得ヌ。
モシ不自然サヲ（）除キサロウトスルナラ、実際ノ言語ニ表ハレテ来テ、ソ
レダケデアル意味ヲアラハス形ヲモツテクルヨリ外仕方ガナイ。モシソノ様ナ
方針ニ従ヒ活用形ヲタテルナラ、文章語ノ将然形ハ 決シテ独立シテ用ヒラレ
ル事ナク、代リニ、タトヘバ、未来形、否定形ノ様ノ形ヲ、ソノ代リニ出シテ
オキ、将然形ト云フ代リニ未来形、又ハ否定形ノ語基[base]ト云フ風ニ説明ス
ル。連用形以下ノ活用形ハ文章語デソノ侭ニ用ヒラレル事アルカラ、ソノ侭ニ
シテ置イテモ良イ。命令形ハ よ ヲツケタ形デナケレバイケヌ。口語ニ於テ
ハ連用、終止形、連体、命令形ハ単独ニ用ヒラレルガ、将然ト已然トハ単独ニ
用ヒラレヌノデ、ソノ代リ否定形、或ハ〈条〉件形[行カバ］等ヲ代用シテ、
将然、已然形ニ当ルモノハ否定形又ハ〈条〉件形ト説明ヲ〈シテ〉、て ニ続
ク形ヲ出ス。コノ様ニスレバ、不自然サ恐クハ免レウル。
《左欄：三学期初メ 2.3》ソウデモシナイ以上ハ、即チ従来ノ活用ニ従フ以
上ハ、口語デハ、て ニ続ク形、読ん 買っ 等ヲミトメネバナラヌ事ニナ
ル。
上述ノ如クニシテ、得タ各ノ言葉ノ活用形ノ形ガ全ク同ジモノヲ同ジ活用ノ
モノトシ、ソノ活用ノ形式ガ同ジモノヲ同形式ノ活用ト見ナス。
用言ノ活用ノ形式ハ文章語ニ於テハ普通ノ文語ニアル様ニ十一種類[ソウスル
ト]（動詞九種ルイ、形容詞二種）口語ニ於テハ六種類（動詞二種類、形容詞
二種類）。モシ形容動詞ヲ用言ノ一種トシテ之ニ加ヘルナラ、ソノ活用ハ文章
語ニ於テハムシロ、ラ行変格デ活用ノ上カラハ[云ツテ]之ニオサメテ良イト思
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フ。
よから り り る れ れ
コノ種類ノモノハ各[活用ノ用ヒ方ガ］動詞程自由デナイ。ソノ点ダケガ違フ。
而シ現在ノ口語ニ於テハ趣ガ違フ。 例略
コノ様ニカケタ処ガ多イ。 ハルカだろ（う） だっ（タ） だ な
な[ら]（ば）
活用ノカケタ処ハ多イガ、今アル形ダケハ、ら行四段ト同様ナノデ、（）或
ハソノ中ニ加ヘテモ良カロウガ、なり[ノ形]ハ特段ノモノデ、別種ノ活用トセ
ネバナラヌ。コノ様ナ活用ハ動詞ト形容詞ノドチラニ入レルカト云フナラ、語
尾ガ だ ト な ト二ツニ亙ツテル点カラ見テムシロ形容詞ノ方ニ入レテ然
ルベキモノト思フ。
副詞及ビ接続詞
之ハドチラモ詞ニ属スルモノデアル。ソノ意味ハ他ノ言葉ノ意味ヲ修飾シ、又
他ノ言葉ニ接続セシム。他ノ語ヲ補ソクスル。ソレ故ニ他ニ依存スルト云フ事
ガ出来ル。ソノ語形ハ変化セズ、切レ続キノ点カラ見ルト、之ハイツモ続クト
云フ感ジヲモツ。上ニ述ベタ点デ副詞ト接続詞ハ性質ガニテテ、之ヲ一纏メニ
シテ、例ヘバ副用言トデモ名ヲツケテ、体言、用言等ノ大キナ分ケ方ニ対セシ
メテ良イノダ。ココデ問題ニナルノハ、用言、体言ト対立セシメタ副用言ハ、
副詞ト接続詞二ツダケデ良イカ。他ニ之ニ入[レ]ルベキモノ〈ハ〉ナイカト云
フ事ダ。山田氏ハ副詞ト云フ名ヲ広クシ、普通ノ副詞、接続詞ノ外ニ感動詞ヲ
モ入レタ。感動詞ヲ同ジ種ルイノモノトスル事ハ疑ハシ〈イ〉。之ハ后ニ論ズ
ル。
鶴田氏ハ副詞、接続詞ノ外ニ連体詞ヲ之ニオサメル。鶴田氏ノ云フ連体詞ハ体
言ヲ修飾スル この、あの 大きな [きれいな] 等ヲ云フノデアルガ、ソノ
中ニ きれいな ト云フ方ハ、きれいだ ト共ニ形容動詞ノ活用トミナシタ方
〈ガ〉良イト思フ。この その ハ古クハ、 〈こ〉は 〈そ〉は こ〈を〉 〈そ
を〉 ト、こ ダノ そ ヲ独立ノ体言ト用ヒタ例[ハイツモ]アルガ、后世デ
ハ、こ〈を〉 〈そを〉 ト云フ様ニ、こ そ を独立ニ用ヒタ事ハナイ。故ニ、
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[イツモ]この その トシテ用ヒラレル。イツモ他ノコトバヲ修飾スル。イツ
モ意味ガ他ノ言葉ニ続イテ行ク。副詞ヤ接続詞ト同ジモノニ入レテ良イ。この
その 等ノ他ニ 所謂（） あらゆる、ある人 ノ ある 等モ、語原的ニ
ハ活用スルモノノ一活用形ダガ、ソノ意味ヤ用法ガ限ラレテ、〈孤〉立シテル
故ニ、この、その 等ト同ジク、イツモ他ノ言葉ヲ修飾スル時ニ用ヒラレル言
葉、矢張リ副用言ノ中ニ入レルベキト思フ。
ソシテ、この その いわゆる あらゆる 等ノ言葉ハ、〈従〉来，普通ニミ
トメラレテタ品詞ノ中ニ入レルベキ処ガナイノデ、従来ノ品詞ニ入レル処
〈ガ〉ナケレバ、別ニコレラノ種ノ品詞ヲ立テルベキデ、松下氏ハ之ヲ形容詞
ニシテル〈ノデ〉アル。安田氏ハ副詞ノ中ノ一種ト見トメテル。
全体、副用言ト云フ種ノ言葉ハ、日本デハ古クハ注意サレテナイ。富士谷成
章ガコノ種ノモノヲ、かざしト名ヲツケタノガ、ヤヤ注意スベキ研究デアツ
テ、ソノ外ニハ殆ンドナイ。西洋ノ文典ニ接スルニ及ビ、之ニナラツテ、副
詞、接続詞ノ品詞ヲタテタ。而シ、之ニツイテクワシク研究スル様ニナツタノ
ハ山田氏以来ノ事ダ。
山田氏ハ副詞ヲ次ノ様ニ分ケタ。
而シ、山田氏ノ副詞ハ接続詞、及ビ感動詞ヲモ含ムノデ、副詞《欠字補充》ノ
中デ、接続副詞ハ接続詞デ、感〈応〉副詞ハ感動詞デ、普通ノ副詞ハ属性副詞
ト陳述副詞ダケニナル。
陳述副詞[ト]ハ 〈をさをさ〉 よも けだし もし ノ様ニ、叙述スル力ニ
影響ヲ及ボスモノヲ云フ。〈をさをさ〉― せず よも ― せず けだし
― ならん 〈もし〉―ならば
程度副詞トハ 甚だ いと 頗る 副詞又ハ形容詞ニツイテ、ソノ程度ヲ示ス
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先行副詞
接続副詞
⎧
︱
⎨
︱
⎩
語ノ副詞
感応副詞
⎧
︱
⎨
︱
⎩
属性副詞
陳述副詞
⎧
︱
⎨
︱
⎩
情態副詞
程度副詞
⎧
︱
⎨
︱
⎩
モノデアル。
情態副詞 明かに 静かに ちりぢりに ゆうゆうと 泰然と ト（10）状態
ヲアラハスモノデ、最后ノ種ルイハ はるかに[の］[はるかの沖、なにの・
に]様ニ体言ヲ修飾スル事アリ。ソノ大部分ハ なり たり ノ形ニナツテ述
語ニナル事ガアル。コノ様ナ点デモツテ他ノ種ルイ[ト]区別スル事ガ出来ル。
次ニ安田氏ノモノ[分類]モ普通ノ副詞ノ分類ハ大体之ニ一致スルノデアル。
安田氏ハ、形式副詞[いと遥かニ]ハ実質副詞ヲ修飾スル事アルガ、[ソレ]自
身ハ他ノ語ニ[ヨツテ]修飾セラレル事ガナイノヲ特質トス。サテ、ココニ問題
ニナルノハ 遥か 堂々と 等ノ安田氏ノ実質副詞、山田氏ノ情態副詞ノ大部
分ヲシメルモノノドコ迄ヲ一語ト見トメルカト云フ事デアル。遥か 堂々 泰
然 ヲ一語トスルカ、又ハ 遥かに 堂々と ノ様ニ に と ノツイタノヲ
一語トスルカト云フ事ダ。山田氏ハ に ガ、と ガアツテモナクテモ用ヒラ
レル例ヲアゲテル。おいおい寒くなり おいおいに 大方 又ハ 大方に ト
モ云ハレル。つくづく ハ つくづく トモ、つくづくと トモ用ヒラレル。
かりそめのかくれが 大方の海 うたての仰せ ノ様ニ の ニツイタ例ヲモ
アゲテ、と ヤ に ノナイモノデ一語デアルト、トイテルノデアル。コノ説
ハ道理ノアル様ニ見エル。実際 に ヤ と ノ有無ニ関セズ用ヒラレルモノ
ハ、ソレ丈デ一語トミトメ、之ニ助詞ノ に ダノ と ガツイタト見テ良イ
ノデアル。
而シ、かりそめに 遂に まれに ノ様ニイツモ に ト共ニ表ハレ、単独デ
用ヒラレヌモノハ、例ヘ かりそめの ダノ、まれの ノ様ニ の ニ接シテ
表ハレル事〈ガ〉アツテモ（11）矢張リ に マデ合セテ用ヒルノガ〈穏〉当
デアルマイカト思フ。ソシテ、コノ種類[ノ]モノハ大部分ハ形容動詞ニナルノ
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実質副詞
形式副詞
⎧
︱
⎨
︱
⎩
実質修飾副詞
叙述様式副詞
⎧
︱
⎨
︱
⎩
副格副詞
連体〈格〉副詞
デアル。形容動詞ヲ用言ノ一種トミトメ、に ダノ と デ終ル形ヲモ用言ノ
一ツノ活用ト見ナスナラバ、コノ種類ノ副詞ノ大部分ハモハヤ副詞デハナクナ
ツテ了フノデアル。之ヲ用言ノ一種トシテ取扱フナラ、遥か 等ガ語幹ニナ
リ、に トカ なり、口語ニ於テハ に トカ で トカ な トカ だ ト
カガ語尾トナルノデアツテ、遥か かりそめ ダケガ独立シテ用ヒラレナクト
モ差支ナイ事ニナルノデアル。ソレデハ、之ニ の ノツイタ形（かりそめの
宿）ハドウ取扱フベキカト云フニ、之ハ形容詞ノ語幹ニモ同ジ様ナ例ガアル。
おもしろ[形容詞ノ語幹]の春の景色 ダノ 心なの春雨や 〈ノ〉心な ハ形
容詞語幹、又 事もおろかや 面白や ノ様ナ 特殊ナ用法ハ形容詞ニ於テ
ハ、語幹ノ用法トシテ説カレテルノデ、形容動詞ノ場合デモ之ト同様ニ説明ス
ル事ガ出来ルノデアル。（12）
之等ノモノハ、他ノ副詞ニヨリ制限サレル事ナイ。ソレ故山田氏ハ認メタ様ナ
三ツノ副詞ノ区別ヲ認メル事ガ出来ルノダ。
次ニ接続詞ハ、山田氏ハ副詞トミトメ、接続副詞トシ、但シ、されど され
ば しからば ノ様ナモノハ さあれば さあれど 而あらば ト云フ様ナ副
詞ト動詞トノ合シタモノト シテ、一語トハ認メヌ。安田氏モ略之ト同様ダ。
カ様ナ されば されど 等ハ、文章語デハ、さりながら されど 而して
[シカウシテ]等自由ニ用ヒラレ、意味ノ用ヒ方モ普通ノ動詞ヲ用ヒタ場合、例
ヘバ さ思へば しか思へど かく思ひながら ノ様ナ云ヒ方ト少シモ違ツタ
点ハナク、ソレ故、之ヲ特別ノモノト認メナイデ、普通ノ用言ニ助詞ガツイタ
モノト同ジモノトスルノモ道理アリ。次ニ、但シ 山又山を越え 書をよみ又
字をならふ 等ノ 又 書を読、且ツ字を習ふ ノ 且 等ハ用言又ハ述語的
ナモノニ続イテ之ヲ修飾スルモノダ。特別ニ文全体ヲ修飾スル場合モ根本ニ於
テハ[違ハヌ]。大体ニ[於テ]副詞ト云ヘル。ソレ故コレヲ副詞ト同種ト見テモ
差支ヘナイト云へル。
処ガ 紙及び墨 紙或は墨 紙ならびに墨 等ニナルト単純ニ語ト語トヲ接続
サセルモノデ、副詞トハ類ヲ異ニス。尤モ安田氏ノ如キハ、体言ノ間ニアル
ガ、体言 《欠字》述語ニナシテ行クモノデ、ソノ運用ニ関スル語デアルト
説明シテ、之等ノ体言ガ述語ニ続イテ行クニツイテ、ソノ続キ用ヲ修飾スル語
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トシテ、ソレヲ副詞ノ様ニ解シテルノダ。果シテ之等ガ述語ヲ予想スルカドウ
カハ疑ハシイモノダ。モシ果シテ之等ガ述語ヲ予想シナクテ、副詞トスルノヲ
〈穏〉当トセヌナラ、之ヲ別類トシテ立テネバナラヌガ、ソレデハドノ様ナ種
類ヲ以テ外ノモノト分ケルカト云フト、之ハ語ト語トノ従属関係ヲ示ス為ニ加
ハヘラレル言葉デアルト云フベキカトモ思ハレル。（13）或ハ又、語ト語トノ
連続ヲ修飾スルト云ツテモ良イカモ知レヌ。
次ニ、連体詞トモ云フベキ、この その いわゆる あらゆる 等ハイツモ体
言修飾スル特長ヲ持ツ。普通ノ副詞《欠字補充》デモ体言ヲ修飾スルト云フ事
ハナイトハ云へヌ。（やや もつとモ）之ハ或ル少数ノ体言ニ対スルカ、又ハ
の ト云フ てにをはヲ[カイ]スルモノダ。而モ、体言ヲ修飾スルト云フ用法
ハ副詞トシテハ比較的稀ナ用法デ、副詞デアレバ、用言又ハ之ニ準ズルモノヲ
修飾《欠字補充》出来ルノデ、用言ヲ修飾スルカ、体言ヲ修飾スルカニヨリ、
副詞ト連体詞ヲ区別出来ル。
以上ヲ述ベタ処[ハ]、要スルニ、副詞、接続詞ハ之ニ連体詞ヲ加ヘテ、一ツ
ノ副用言トモ云フベキ一類トナス事ガ出来ル。副用言トハ語〈形〉ノ変化セ
ズ、意味ガ他ニ続イテ行ク独立詞デ、用言ヲ修飾スルヲ常トスル副詞ト、イツ
モ体言ヲ修飾スル連体詞ト、語ト語ノ連続ヲ修飾スル接続詞ト三ツノ種類ニ分
ケル事ガ出来ヨウト思ハレル。
第四 感動詞
之ハ意味カラ云フト、感動ノ声ト応答ノ声デ、之ハ詞デアル。functionカラ見
ルト、他ノ語ニ従属スル事ナク、又他ノ詞ニヨツテ従属サレル事モナイ。独立
詞、孤立詞。他ノ言葉ト意味上ノ関係アルニシテモ、漠然ト関係シテルダケデ
アツテ、[言葉ノ上デハ]従属スルトカ、対立スルトカ云フ事ハナイ。切レ続キ
ノ上カラ考ヘテ見ルト、無論続カヌ。矢張リ切レルト云フベキダ。タダ用言ノ
云ヒ切レノ様ナ、ハツキリシタ切レルト云フ感ジハモタヌ。之ハ多クハ感情ヲ
表ハスモノデ、実際ノ言葉ニ用ヒル場合ニハ緊張シタ感ジヲ伴フカラダ。（14）
カ様ニ感動詞ハソノ functionカラ見ルト、孤立シタ言葉デ、切レル言葉トシ
テ、ソノ他ノ種類ノモノニ対シテ、独[ドク］ジナ位置ヲ保ツ。之ヲ体言用言
増渕恒吉教授による橋本進吉の講義「日本文法論」筆記 79
[ニ対シ]、絶言、独用言ノ様ナ名ヲツケテ良イト思フ。
山田氏ハ感動詞ヲ普通ノ接続詞[感動詞]トトモニ、〈副詞〉ノ中ニフクメテル。
先ニ云ツタ同ジ様ナ理由《欠字補充》デ、ソノ言葉ノ意味ガ他ノ言葉ニ依存ス
ル〈ノ〉ヲ表ハスノデ、[山田氏ハ]感動詞ノ独立性ヲ考ヘズ、他ノ言葉ニ依存
スルト考ヘタ。山田氏ハ副詞ノ中ニ語ノ副詞、一ツノ単語ヲ修飾スルモノト、
文ノ副詞、文全体ニ関スルモノトニ分テ、后ノヲ感応副詞トシテ うべ いな
其他、感動詞ト云ハレル類ヲ之ニオサメテ次ノ様ニ説明ス。
之等ハ一文章ノ思想ヲ概括シテ其ノ要点ヲサシ示セル[シテル]モノデ、云ハバ
次ニ来ルベキ文章全体ノ縮図ダ。之等ノ言葉ニヨツテ先立タレタ文章ハ之等ノ
コトバノ意義ヲ展開シ、明瞭ニシ、敷衍シタモノダ。カ様ナモノコソ文章全体
ノ修飾語ト云フベキダ。又、又思想全体ノ傾ヲ予ジシ、又思想ヲ喚起スルニ用
ヒ、文全体ニ関スルモノデ、特関ノ文成分ハナイ。《上欄：特関 特別ニ関係
ス》モシ果シテカ様デアルナラ、之等ノ語ハ下ノ文ヲヨビオコス為ニ用ヒラ
レ、独立シナイトスルノデアルガ、うべ ノ如キハ文全体ニカカルガ、山田氏
ガ うべ ト同類トシタ感動詞ノ類ハ決シテ山田氏ノ云フ如キデナク、感動詞
ハ夫丈デ独立シテ一ツノ文トシテ用ヒラレル事〈ガ〉多イ。ソノ場合ニハ次ニ
来ルベキ文ヲ略シタノデ〈ハ〉決シテナイ。成程次ニ文ガ表ハレテクル場合ア
ルガ、ソレハ又別ノ文ガ加ツタモノデ、感動詞ハソレ丈デ一ツノ価値ヲモツト
見ルベキダロウ。
以上、詞ニ関スルコト《欠字補充》ハ終ツタ。次ニ辞ニツイテ考ヘタイ。
（15）
辞の中デきれ続きヲ区別シテ示スモノ、活用ノアルモノヲ助動詞ト名ヅク。コ
ノ助動詞ノ範囲、取扱ヒニハ説アリ。範囲ニツイテハ、文章語ノ なり たり
如し 之ヲ助動詞トミトメルカドウカハ問題ダ。山田氏、安田氏ハコレヲ別ノ
モノトシテ、如し ヲ形容詞ノ中ニ入レテ、之ヲトク。コノ説ハ語原的ニハ正
シイガ、現在ノ文章語ニ於テハ甚ダ疑ハシイ。口語ニ於テハドウモ之シカナイ
ト考ヘラレル。如し ノ様ナモノハ、言葉ノ形ノ上カラモ独立シタモノトハ考
ヘラレヌ。コノ点カラ之ヲ助動詞トミトメル事ハ理由ノアル事ト考ヘラレル
ガ、コノ他ノ助動詞トハ違ヒノアル事ヲ考ヘネバナラヌ。普通ノモノハ動詞ニ
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シカツカヌガ、コノ種ノモノハ動詞以外ニ[モ]ツク。ソレ故、カ様ナモノハ、
外ノモノト別類ニスベキダ。普通ノ助動詞ハ、動詞ニ許リ続キ、動詞ガナケレ
バ現ハレテ来ヌ。コノ点デ、なり ソノ外ノモノト区別サレル。《左欄：行か
む》
山田氏ハ[之ヲ]用言ノ複語尾トシテ単語ノ資格ヲ与ヘヌ。ソレハイツモ動詞
ノ下ニツイテソノイミヲ補足シ、独立性ニ乏シク、接尾辞 春めく 〈ト〉明
瞭ナ境ヲタテル[事]ノ困難ダカラダ。而シノ接尾辞ノ場合ニハドンナ語ニモツ
ク事ハ出来ヌ。之ニ対シテ、助動詞ハドンナ語ニモ規則的ニツク事ガ出来ル。
ソノ点デ分ケルヨリ外仕方ナシ。全体助動詞ト云フ名称ハ西洋ノ文典カラ来タ
ガ、西洋ノ文典デ云フ助動詞ハ補助的ニ用ヒラレタ動詞ヲ云フノデ、今デハ動
詞トシテノ資格ヲ失ツタ性質ガ多ク残ツテルガ、日本ノ助動詞ハ之ニクラベテ
独立性ハ少ナイ。西洋ニハ助動詞ダケヲ用フル事、アルガ、日本ニハナイ。
Sall you go? Yes,I will ノ如キ、又 Deutschノ Nebensatz（16）デハ、助動
詞ト本動詞ノ位置ガ変ルガ、日本デハソンナ事ハナイ。
カ様ニ普通ノ助動詞ハ西洋ノ助動詞ニ当ル場合ガ多イガ、如し たり なり
等ハ､西洋デモ動詞ヲ要スル。 It is ノ is デアル。
助動詞ノ活用形式ハ用言ニ順ズルモノト、之ト同ジクナイ独特ノモノトアル。
下二段 す さす 受身 る らる。ら行変格ニ同ジナノガ、ざり けり
たり。 奈行変格 ぬ。 四段 む けむ らむ。 形容詞ノく活用ト同ジ
たし。 形容詞しく活用 らし。 打消ノ ず ず ず ぬ ね。 き
し しか。 じ じ。 まし まし ましか。 又活用形ノ欠ケタノガ少クナ
イ。用ヒル場所ノ制限サレテル事ガ少クナイ。
次ニ助動詞ガ表ハス意味ハ大概次ノ様ナモノダ。
第一ハ動詞ノ表ハス動作トソノ動作ヲナス処ノモノトノ特別ノ関係ヲ表ハス
第二ハ動作ノ行ハレル時（た）。前ニ行ツタ事ガ助動詞ニヨリ現ハサレル。
第三ガ動作ノ有様（動作態）Aktionsart,Aspect
なつて居る 書いてある たり
第四 話シ手ノ希望、意志、推量、断定 雨がふるだらう 我行かん
第五 話手ノ相手、又ハ第三者ニ対スル態度[待遇] お出になる
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第六 打消
第七 可能
以上動詞ダケニツク助動詞《欠字補充》[ノ意味]ダガ、動詞以外ノモノニツク
（17）助動詞《欠字補充》ハ、叙述ノ力ヲモツモノ copulaニ当ルモノデアル。
但、如し ノ如キハ叙述ノ他ニ、似た 近似する 等ノ意味ヲ表ハス。助動詞
ハ用言ニツキ表ハレルガ、ソノ場合ハ用言ノ一定ノ活用形ニツク。ソレ故助動
詞ハドノ活用ニツクカニヨツテ分類出来ル。又助動詞ハ自分デ活用ヲ有スルノ
デ、ソノ活用ノ形式ニヨツテモ分類出来ル。助動詞ハ普通ハ意味カラ分類シテ
ル。
而シ同ジ助動詞ガ場合ニヨリ色々ノ意味ニ用ヒラレル事ガアルノデ、之ニヨツ
テハ十分確ナ分類ハ出来ヌ。又職能又ハ用法ノ違ニヨル分類トシテハ、[上述
ノ]動詞ノミニツクモノ、動詞以外ノモノニツクモノトニ分ツ。以上。 以外
ニハ未ダ出キテヌ。
デ、日本ノ助動詞ハイクツカ重ネテ用ヒラレル。ソノ場合ノ順序ハ大抵キマリ
ガアル。
助字
之ハソレ自身ニキレ続キノシルシヲモタヌ辞ダ。語形ハイツモ変ラヌ。意味ヤ
職能ハ種々アツテ一様ニ論ズル事ハ出来ヌ。助詞ノ範囲ニツイテモ異説ガア
リ、ソノ意味ノ上カラアルモノヲ感動詞ニ入レル人ガアル。（かな や）
山田氏以来、辞トシテノ用法ヲ重ンジ、之ヲ助詞ノ中ニ入レル事ニナリ、大体
今ハソノ範囲〈ハ〉キマル。
助詞ハ意味ニヨリ分類出来ル。而シ同ジ助詞ガ色々違ツタ意味ニ用ヒラレル事
アリ。意味ニヨツテハ曖昧ニナル。而シ言語ノ構造ニヨル分類ハ（18）意味
《欠字》
大槻氏ノ広日本文典ニ至リ、助詞ガドンナ品詞ニツクカヲ標準ニシテ、〈名〉
詞ニノミツクモノ、種々ノ言葉ニツクモノ、動詞ニノミツクモノト三種ニ分ツ
ガ、大槻氏ハ感動詞ノ中ヘ我々ガ助詞ト名ヅケルモノヲ入レタ。ソノ中デハ他
ノ語ノ中間又ハ下ニツクモノ或ハ単語ノ下ニノミツクモノ（な、よ、なん）
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〈ノ〉様ナ二種ノ区別アルヲミトメ、之ヲモ助詞ノ中ニ入レルナラ、大槻氏ハ
五種ニ分ツタト云へル。
山田氏ニヨリ助詞其ノモノ〈ノ〉用法カラコレヲ六種ニ分ツ。
第一 格助詞。コレハ体言又ハ副詞ニツイテ、句ノ成分ノ成立ニ関シテアル一
定ノ関係ヲ示シ、之ニヨリ資格上ノ区分ヲ明ニスルモノ。松下氏、大槻氏ノ名
詞ニノミツクモノ。 の、が、を、に、へ、と、より、から。
第二 副助詞。 だに、さへ、すら、のみ、ばかり、まで。大槻氏ノ種々ノ語
ニツクモノノ半分。
之ハ用言ノミニ関スル処ニ[続イテ行ク]フゾクシ [ツヅイテ]、用言ノ意味ヲ
化裁（modify)スルモノ。
第三 接続助詞。述語トシテ用ヒラレタ用言ニフゾクシテ、次の句ト関係ス
ル。
大槻氏ノ動詞ニノミツクモノニ当ル。 ば、ど、とも
第四 係助詞。用言ニ関係アル語ニ付属シテ陳述ニ勢力ヲ及ボスモノ。大槻
氏、種々ノ語ニツクモノノ半分。感動詞ノ中ノ、中及ビ終リニ用ヒルモノ。
は、も、ぞ、や、か等。
第五 終助詞。述語ニ関係スルモノデ、句ノ終リニノミツク。（19） が、が
な、か、かな。 大槻氏、感動詞ノ中、他ノ言葉ノ下ニツクモノ。
第六 間投助詞。よ、や、し、を、な、よや。
之ハ語調ヲ調ヘ語勢ヲ加〈ヘ〉、感動ヲタカメルタメ、体言、用言、副詞等ニ
フゾクシ、ソノ地位ガ他ノ語ニヒシ、自由ナルモノ。大槻氏ノ感動詞中ニアル
モノ。
安田氏モ之ト大体同ジダガ、間投助詞ヲミトメヌ。[之ヲ]他ノ助詞ノ中ニ入
レ、全体ヲ五種類トス。
《左欄：橋本氏ノ説》前ニノベタ言葉ノ切レ続キニ考ヘテ見ルト、ソレデ切レ
ルモノ、続クモノ、切レ続キノキマラヌモノ、三ツニ分ケル事ガ出来ル。
第一ニ、切レルモノ 終助詞。一時切レテモ意味ハ切レヌモノ。間投助詞トモ
云フベキモノト二種ニ分ツ事ガ出来ル。
第二ノ 続クモノニハ、体言ニ続ヅイテ、体言ノ意味ヲ他ノ言葉ニツヅケテ行
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クモノ。格助詞。何ガ、何ヲ。
用言ニ続ヅイテ、ソノ意味ヲ用言ノ様〈ナ〉モノニツケテ行〈ク〉モノ。接続
助詞。
用言ニ続クベキ語ニツキ、ソノ続キ方ヲ修飾スルモノ。係助詞ノ三種ノ区別ア
ル。
第三、切レ続キノキマラヌモノ。之ハ副助詞。山田氏ノ副助詞ノアルモノヲイ
ク分ハ係助詞ノ中ニ入レル。コノ他、行くのは、見るのは ノ の ガ用言ニ
体言資格を与ヘテル。
コノ様ニ品詞ノ資格ヲ与ヘルモノヲ一ツトシテ認ムベキダ。（20）
カ様ニ助詞ニハ、ソノ用法 function ノ種々アリ。ソノ多様ナ事ハ独立詞ノ
色々ノ類トモ匹敵スル。ソノ一々ノ例ニツイテ見ルト、詞ニ属スル品詞ニ対比
スベキモノアル。例ヘバ、接続助詞ハ接続詞ニ対シ、副助詞ハ体言ノ副詞的用
法ニ対立スル。 私一人を[に]たよる。私ばかりを。
係助詞ハ副詞ノ中デ陳述ニ関スルモノト対立ス。終助詞ト間投助詞ハ何レモソ
コデキレルノデ、ソノ点感動詞ト比スレバ、比ス事ガ出来ル。格助詞ダケハ対
比スベキモノガナイ。カ様ニ格助詞以外ノモノハ独立詞ト性質ヲ同ジクスルモ
ノ〈デ〉アルノデ、之ヲ詞ト区別シナクテ、詞ノ中ノ色々ノ部ニ入レル方ヨシ
トスル説モアル。コノ説ハ詞ト辞ノ根本的区別ヲノゾイタ外ハ必ズシモ非難ス
ベキデナイ。而、ソノ場合ニモ格助詞ダケハ外ノ品詞ノ中ニ入レル事ハ出来ナ
イ。之ヲ後置詞ト云フ。トニカク[助詞ハ]意味用法、様々デ、ソレダケデ詞ノ
色々ノ種類ト対立出来ル程ダガ、之ヲ実際[用フ]スルニハ、イクツモ重ネテ用
ヒル事ガアル。用法複雑デ、重ネル場合モ順序ガ複雑デ、ソノ順序ハ助詞ノ分
類ニヨツテ大体ノ位置〈ハ〉キマル。カ様ナ広汎デ自由〈ナ〉助詞ノ用法ハ他
ノ外国語ニ比類ナク、日本語ノ特長ト云フ事ガ出来ル。（21） 《以上》
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